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決算審査特別委員会会議録 

 

平成２４年１０月９日 火曜日 

  午前１０時００分開議 

  午後 ４時５７分閉議（実時間３３０分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議案第９９号・平成２３年度八代市一般会

計決算ほか１１件 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  中 村 和 美 君 

副委員長  矢 本 善 彦 君 

委  員  鈴木田 幸 一 君 

委  員  田 方 芳 信 君 

委  員  田 中   茂 君 

委  員  田 中   安 君 

委  員  友 枝 和 明 君 

委  員  前 垣 信 三 君 

委  員  前 川 祥 子 君 

委  員  松 永 純 一 君 

委  員  幸 村 香代子 君 

 

※欠席委員         君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 監査委員       小 嶋 宣 雄 君 
 
 首席審議員兼会計課長 
            野 田 信 一 君 
（会計管理者） 

 商工観光部長     山 本 道 弘 君 

  商工観光部次長   宮 村 明 彦 君 

  観光振興課長    稲 本 俊 一 君 

  商工振興課長    宮 田   径 君 

  重点港湾八代港営業隊長 髙 﨑   正 君 

  八代ブランド営業総室長 久木田 昌 一 君 

 建設部長       船 藏 満 彦 君 

  建設部次長     井 本   康 君 

  建築住宅課長    藏 元 哲 志 君 
 
  建築住宅課副主幹兼 
            西 田 裕 一 君 
  住宅係長 
 
 
  建設部理事兼 
            下 川 哲 夫 君 
  街路公園課長 
 
 
  建設部理事兼 
            羽多野 俊 光 君 
  建築指導課長 
 

  用地課長      村 川 康 弘 君 

  土木管理課長    楠 本 研 二 君 
 
  建設部理事兼 
            市 村 誠 治 君 
  土木建設課長 
 

 市民協働部長     坂 本 正 治 君 

  市民協働部次長   脇 坂   裕 君 

  防災安全課長    東 坂   宰 君 
 
  防災安全課長補佐兼 
            沖 田 丈 房 君 
  消防係長 
 
 
  防災安全課 
            髙 田 剛 志 君 
  交通安全防災係長 
 

  文化まちづくり課長 坂 口 孝 幸 君 
 
  文化まちづくり課 
            大 堀 尚 彦 君 
  厚生会館館長 
 
 
  文化まちづくり課副主幹 
            野々口 正 治 君 
  兼文化振興係長 
 
 
  文化まちづくり課副主幹 
            山 﨑   摂 君 
  兼文化財係長 
 

 教育部長       北 岡   博 君 

  教育部次長     釜   道 治 君 

  教育総務課長    和久田 敬 史 君 

  学校教育課長    塚 副   徹 君 

                              

○記録担当書記    竹 岡 雅 治 君 

           小 川 孝 浩 君 

 

（午前１０時００分 開会） 

○委員長（中村和美君） 皆さんおはようござ

います。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り） 

 定刻となり、定足数に達しておりますので、

ただいまから決算審査特別委員会を開会いたし
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ます。 

                              

◎議案第９９号・平成２３年度八代市一般会計

決算ほか１１件 

○委員長（中村和美君） それでは、これより

議案第９９号から同第１１０号まで、すなわち

平成２３年度八代市一般会計決算及び同各特別

会計決算の１２件を議題といたします。 

 本日は、お手元に配付の日程表のとおり、議

案第９９号・平成２３年度八代市一般会計決算

のうち、歳出の第６款・商工費及び第１０款・

災害復旧費中、商工観光部関係、第７款・土木

費、第１０款・災害復旧費中、建設部関係及び

第１２款・諸支出金中、建設部関係、第８款・

消防費、第９款・教育費について、審査を予定

しておりますので、御協力をよろしくお願いい

たします。 

 それでは、第６款・商工費及び第１０款・災

害復旧費中、商工観光部関係について、一括し

て説明を求めます。 

○商工観光部長（山本道弘君） はい、委員

長。 

○委員長（中村和美君） はい、山本商工観光

部長。 

○商工観光部長（山本道弘君） はい。おはよ

うございます。（｢おはようございます」と呼

ぶ者あり）大変お世話になります。 

 それでは、平成２３年度一般会計決算審査に

当たりまして、商工観光部所管の事務事業に係

る評価、課題、今後の取り組み等につきまし

て、私なりの所感を申し述べさせていただきま

す。申しわけありませんが、座って説明させて

いただきます。 

○委員長（中村和美君） はい、どうぞ。 

○商工観光部長（山本道弘君） まず、港湾振

興に係る事業でございますが、八代港における

輸出入貨物は、主に木材チップ、石炭、家畜の

飼料となるトウモロコシなどのバルク貨物と雑

貨や工業製品などをコンテナに入れて輸送する

コンテナ貨物がございます。商工観光部で所管

しておりますが、費目としては土木費のところ

でございますので、６４ページの──済みませ

ん、この主要施策の調書の６４ページ、土木費

の中にございます。中段でございますが。 

 このうち、バルク貨物につきましては、平成

１９年度から国の直轄事業として５.５万トン

級に対応できる水深１４メートルの岸壁が整備

中であり、今年度中に第１バースの岸壁及びそ

の泊地が完成する予定でございます。負担金等

は主な内容でございます。 

 商工費のほうに戻っていただきまして、ペー

ジといたしましては５４ページからになりま

す。商工費です。主要施策の５４ページです。 

 このうち、国際貿易港としての施設機能面に

ついては、いわゆるハード整備事業につきまし

てはまだまだ多くの課題がございまして、御承

知のとおり平成２２年８月に八代港が重点港湾

に選定されましたが、国直轄事業が優先された

ということでありますものの、近年の財政状況

が厳しい中で、八代港の港湾整備の進捗が減速

するおそれがございます。 

 したがいまして、港湾管理者である熊本県並

びに国交省に対して、本市のみならず、県南地

域の官民一体となった整備要望活動が必要であ

ると認識しております。 

 一方、ソフト事業であります本市におけるポ

ートセールス事業、５４ページでございます

が、八代港ポートセールス事業につきまして

は、コンテナ貨物取扱数の増大につなげるため

に荷主企業の訪問や他市における八代港セミナ

ーの開催、ダイレクトメールによる荷主企業へ

の資料の送付など積極的にＰＲに取り組んでい

るところでございます。 

 しかしながら、八代港は施設機能面の課題の

ほか、週２便の韓国航路のみであり、輸送日数

を要すること、運賃が博多港に比べて高いこと
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などから厳しい状況でございます。 

 そこで、本市ができることといたしまして、

平成２３年度からコンテナ貨物の取り扱いに対

して、県と共同で支援制度を設けております

が、昨今の歴史的な円高水準が続き、輸出の大

幅な減少などで平成２３年度のコンテナ貨物の

取扱数は前年度比わずか０.９％増にとどまっ

ております。しかしながら、平成２４年度は、

支援制度の宣伝及び営業活動が浸透してきたこ

ともあり、９月末現在で前年同月比は２１.８

％増となっております。今後も、さらなる取扱

数の増を目指しまして、新規航路の誘致や荷主

企業の訪問を中心としたポートセールス活動を

積極的に進めてまいります。 

 次に、工業振興及び雇用促進に係る事業です

が、企業誘致につきましては、企業の訪問、情

報収集などに努めているところでございます

が、厳しい経済情勢により新たな企業誘致は容

易ではありません。 

 そこで、戦略的な企業誘致を進めるととも

に、一方では既に進出していただいた企業はも

ちろん、その企業に伴って進出された協力会社

や地元企業の育成振興に重点化した企業振興の

諸施策を展開することが、新たな企業誘致及び

増設につながるとともに、地元企業の振興、さ

らには雇用の増大、安定につながるものと認識

しております。そのため、平成２３年度は本市

における産業振興の戦略・ビジョンを明確にし

た産業活性化ビジョンを策定したところでござ

います。 

 また、雇用促進事業につきましては、高校新

卒者の地元雇用を促進・拡大するために、ハロ

ーワークと連携し、高卒者就職促進会議などに

よる促進策について協議してまいりましたが、

今後、より一層拡充する必要がございます。 

 さらに、一般の未就労者を含めた就業支援施

策を見直す必要があります。例えば、未就職者

を対象に、資格、技術の取得に向けての職業訓

練校を生かした支援施策の新設や、高校生の地

元企業での体験による地元企業とのマッチング

事業などの充実を進めてまいりたいと考えてお

ります。 

 次に、商業振興に係る事業につきましては、

５５ページでございますが、平成２３年度は八

代市中心市街地活性化基本計画の最終年度であ

ったことから、商店街、商工会議所、市などが

これまでの事業を検証し、今後の中心市街地の

活性化について検討協議してまいりました。そ

の結果、本年６月にみずから考え、みずから行

うという基本的な方針のもとで、商店街振興組

合を中心としたまちなか活性化協議会を設立さ

れたところでございます。 

 本市といたしましては、従来からの一過性の

イベントや補助金のあり方を見直し、平成２４

年度からは行政主導ではなく、意欲のある商店

主や商店街が自主性、主体性を持って企画活動

する有効な事業に対しての側面的支援に重点化

しております。 

 なお、平成２４年度から中心市街地のほか、

鏡町の商店街及び日奈久温泉街の商業振興につ

いても傾注しているところでございます。 

 次に、観光振興に係る事業ですが、従来、観

光振興に当たっての基本的な考え方や進め方、

スケジュールなど戦略的な計画がなかったこと

から、平成２３年度に観光振興に係る実践計画

を策定しました。 

 今後は、この実践計画を基調とした具体的施

策の着実な推進に努めてまいりますが、観光振

興施策は、経済情勢などに影響を受けやすいた

め、柔軟に対応してまいりたいと考えておりま

す。 

 とりわけ、日奈久温泉観光においては、平成

２３年度は旧ＪＡ倉庫を日奈久ゆめ倉庫として

改築整備したところであり、このことによって

まちづくり交付金事業によるハード事業は一応

の終了を見たところでございます。 
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 ソフト事業は、日奈久まちづくり協議会を主

体とした日奈久のまちづくり及び活性化事業に

対して支援を図るとともに、旅行エージェント

による日奈久観光ツアーの催行に対する補助を

試みました。その結果、日奈久地域の日帰り客

数は、ＪＲＡ進出による影響もあり、大幅に増

加しましたが、宿泊客数は微増にとどまりまし

た。したがいまして、補助支援については宿泊

につながるよう平成２４年度から宿泊者に対す

る補助に見直しをしております。 

 五家荘観光につきましては、泉町観光協会や

五家荘地域振興会などを中心として受け皿とし

ての地域のおもてなしについて機運が盛り上が

っておりますが、交通の利便性の点から、交通

アクセスの充実を図る必要がございます。平成

２３年度は、熊本県八代地域振興局が、ふるさ

と雇用再生特別基金事業を活用し、八代めぐり

観光バスの運行を実施されたところでございま

すが、その検証を踏まえ、本年度は総務省の過

疎地域等自立活性化推進交付金事業を活用し

て、五家荘地域をめぐる観光バスの運行にあわ

せて、地域住民の移動や物資の輸送を兼ねた複

合型の実証運行を始めたところでございます。 

 また、本市では、多くの公設の観光施設を所

管しておりますが、その多くは建設から相当の

年数を経ていることから、補修、改修を含む維

持管理にかかる相応の経費を要しております。

今後も計画的な予算の確保及び改修に努めてま

いります。 

 最後に、審議へ一応済んでおりますが、総務

費のほうでブランド戦略、１８ページのほう

に。八代ブランド戦略関係経費につきまして

は、商工観光部所管でございます。 

 平成２３年度は、八代ブランドの浸透や認知

度の向上のため、東京都板橋区のとれたて村、

千代田区神田の熊本やつしろ食堂の首都圏にお

ける２カ所のアンテナショップを初め、大都市

圏を中心に物産観光フェアなどを実施するとと

もに、大型ビジョンなどによる本市のコマーシ

ャル放映を広島、福岡、宮崎、熊本市で行いま

した。 

 今年度から、東京のほかに大阪、福岡に職員

を派遣しているところでございますが、これら

職員との情報共有化による新たなアンテナショ

ップや八代ブランド推進の営業活動を積極的に

展開してまいります。 

 商工観光部では、全般的に八代市としての積

極的な営業活動と、現在、商工観光部総出で準

備作業に取り組んでおります、やつしろ全国花

火競技大会やくま川祭り、みなと八代フェステ

ィバルなどの大型イベントを初めとする各種イ

ベント作業に追われているのが実態でございま

す。したがいまして、限られた予算の中で事業

の適正かつ効果的な執行はもちろんでございま

すが、あわせて民間ができること、行政がやる

べきことを整理していくことが課題でございま

す。 

 それぞれの事業につきましては、今から宮村

次長のほうから説明いたしますので、議員各位

の御理解、御指導を賜りますようお願い申し上

げ、担当部長としての総括とさせていただきま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、宮村商工観光

部次長。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） はい、おは

ようございます。（｢おはようございます」と

呼ぶ者あり）商工観光部の宮村明彦です。よろ

しくお願いいたします。説明は座ってさせてい

ただきます。よろしくお願いいたします。 

 まず、八代市一般会計歳入歳出決算書、こち

らでございますけれども、こちらの１７４ペー

ジ、１７５ページを恐れ入りますが、おあけく

ださい。 

 こちら、第６款・商工費、もろもろ書いてあ

りますけども、第６款・商工費、第１項・商工
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費の予算額及び支出済額並びに不用額は、この

１７４ページから１８１ページまでの記載のと

おりでございます。では、こちらでは、不用額

と流用の主なものを説明させていただきますの

で、よろしくお願いいたします。 

 まず、第１目・商工総務費、第３節・職員手

当等の不用額、右側１７５ページに書いてあり

ますけども、２０９万３４８６円ですけれど

も、これは花火大会等への応援職員を最小限に

とどめたことによるものでございます。 

 次に、第２目・商工振興費の第７節・賃金の

不用額２８５万９７３１円につきましては、緊

急雇用創出基金事業のうち、市の直接事業にか

かわる雇用日数の減などによるものです。 

 続きまして、第１１節・需用費の不用額１２

８万４０７２円は、ハーモニーホールの修繕料

の入札残、緊急雇用創出基金事業の燃料費残な

どが主なものでございます。 

 恐れ入ります。次のページをおあけいただき

たいと思います。 

 第１３節・委託料の不用額１７４万１８０円

は、緊急雇用創出基金事業及びふるさと雇用再

生特別基金事業における入札残によるものが主

なものでございます。第１４節・使用料及び賃

借料の不用額２４７万５０２９円は、緊急雇用

の車両賃借料の入札残などが主なものです。第

１９節・負担金補助及び交付金の不用額１６０

４万２４５３円は、資金融資制度保証料補給金

５６１万５０００円、八代市コンテナ利用助成

金４０５万５０００円、商店街活性化事業補助

金２２７万円、雇用促進対策事業１８４万円な

どが主なものでございます。不用となりました

理由といたしましては、予定しておりました事

業の見直し、あるいは取りやめになったことな

どによるものでございます。 

 恐れ入りますが、次のページをごらんいただ

きたいと思います。１８０ページ、１８１ペー

ジを恐れ入ります、ごらんいただきたいと思い

ます。 

 第１５節・工事請負費の不用額４０３万４５

００円は、五家荘観光振興事業の観光施設案内

板の設置事業、高次都市施設（旧ＪＡ倉庫）整

備工事、五家荘平家の里管理運営費松田家屋根

改修工事のいずも入札残が主なものとなってお

ります。 

 また、１５節・工事請負費の備考欄の一番下

をごらんいただきたいと思いますが、１０６６

万３０００円を第６款・第１項・第３目・第１

３節・委託料へ流用しておりますが、その理由

といたしましては、五家荘平家の里平家伝説資

料館の改修工事につきまして、当初は工事請負

費として予算計上しておりましたが、事業内容

が展示物の制作やレイアウト変更を主体とする

ものであったため、業務委託が適当と判断し、

工事請負費から委託料に流用したものでござい

ます。よろしくお願いいたします。 

 それでは、主要施策につきまして説明いたし

ます。主要施策をおあけいただきたいと思いま

す。恐れ入ります、１４ページをおあけくださ

い。１４ページでございます。 

 平成２３年度の予算現額──済みません、第

６の商工費をごらんください。平成２３年度の

予算現額は１５億２０７０万４０００円に、繰

越額６０３７万円を合わせた１５億８１０７万

４０００円で、支出済額が１５億３７２２万７

０００円、全体の構成比は２.９％、２２年度

決算額と比較いたしますと、６１５２万８００

０円の増額となったところでございます。 

 この増額の主なものといたしましては、高次

都市施設整備事業が１億４９００万円、地域活

性化・きめ細かな臨時交付金事業の繰越分、決

算額ですが、５９７６万円、企業振興促進条例

補助金が４３３５万円、八代港ポートセールス

補助金が２５９４万円が主なものでございま

す。なお、２３年度におきましては、中小企業

資金融資制度預託金が２億円減額しておりまし
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て、差し引きトータルで６１００万円ほどの増

額となっております。 

 ５４ページをお開きください。 

 ５４ページの一番上です。八代港ポートセー

ルス事業は、事業概要欄にありますように、八

代港ポートセールス協議会負担金、ポートセー

ルスアドバイザー委託及びコンテナ利用助成が

主なものです。 

 ポートセールスアドバイザーは、専門家を１

名委託しており、八代港振興のための助言や荷

主訪問、船会社等へのポートセールス活動を精

力的に行っていただいております。コンテナ利

用助成は、２３年度からの新規事業であり、八

代港のコンテナ取扱数をふやすため、新規貨物

に対し、１ＴＥＵ当たり１万円、継続貨物に対

しましては１ＴＥＵ当たり５０００円を支援す

るものです。２３年度実績といたしまして、新

規貨物が４９９ＴＥＵ、継続貨物が４１９１Ｔ

ＥＵでございます。なお、コンテナ全体の利用

実績といたしましては、９７３６ＴＥＵとな

り、２２年度と比較し、８９ＴＥＵ増加してお

ります。ちなみに、熊本市も同様の助成制度を

実施されており、新規貨物、継続貨物とも１Ｔ

ＥＵ当たり１万円の助成額となっております。 

 次に、ことしで２５回目を迎えるみなと八代

フェスティバル事業です。昨年は、１１月６

日、日曜日に八代港外港埠頭用地内で開催いた

しました。実施主体は、みなと八代フェスティ

バル実行委員会。海上自衛隊艦艇、海上保安庁

巡視船の船内見学、またモーターボートやヨッ

トのクルージングなどを実施し、来場者は約７

５００人でございました。 

 次に、企業誘致対策事業につきましては、平

成２３年度は製造業を中心に約１８０件の企業

訪問を行い、市外からの新たな企業の進出はあ

りませんでしたが、地元企業による増設が５件

あり、約１２０人の新規雇用が図られたところ

でございます。 

 また、本市の産業活性化を図るための中長期

的な戦略・ビジョンを示した産業活性化ビジョ

ンを作成しております。ビジョンに基づき、２

４年度は企業振興促進条例や人材育成支援事業

の拡充等を行っているところでございます。 

 続きまして、工業振興補助助成事業につきま

しては、企業振興促進条例補助金は、条例に基

づき平成２３年度は、平成２２年度に新設され

ました企業１社に対し、工場等建設補助金及び

用地取得等補助金の合計額４１７５万円を補助

し、また２１年度に増設されました企業１社に

対し、８人の新規雇用分、雇用奨励金１６０万

円を補助したものでございます。 

 このほか、八代市工業振興協議会への活動費

補助、従業員の技術向上及び研究開発等に対し

補助しております中小企業技術者研修補助金な

どです。 

 次に、緊急雇用創出基金事業は、離職を余儀

なくされた失業者に対し、次の雇用までのつな

ぎとなる短期の就業機会を提供する事業です。

主なものは、サンライフ八代で中高年齢者を対

象として、職業相談、職業紹介、雇用相談など

を行っている中高年齢者職業相談事業、あるい

は通学路のパトロールや振り込め詐欺防止など

のチラシ配布を行う緊急セーフティーパトロー

ル事業など１９事業で延べ９６人の雇用を生み

出しております。 

 財源のうち、一般財源の２６万３０００円

は、ガソリン代の高騰などにより申請額を上回

った分に対し、一般財源で手当てをしたもので

ございます。 

 ６番目──済みません。次に、ふるさと雇用

再生特別基金事業は、安定的、継続的な雇用機

会を創出する取り組みを支援する事業ですが、

主なものは中心市街地活性化のためにさまざま

な事業に取り組んでいる八代市中心商店街特別

サポート事業や新商品開発事業など７事業でご

ざいまして、延べ２２人の雇用を創出しており



 

－7－ 

ます。財源は、全てふるさと雇用再生特別基金

事業補助金でございます。 

 次に、サンライフ八代管理運営費から、その

下の３つほど下の勤労福祉会館管理運営費まで

は記載のとおり管理運営委託等となっておりま

す。なお、勤労青少年ホームにつきましては、

２３年度末をもって閉館としております。 

 その下、くま川祭り事業につきましても、記

載のとおりでございます。よろしくお願いいた

します。 

 資金融資制度保証料補給事業の主なものは、

保証料補給金でございます。この制度は、中小

企業者が融資を受ける際の負担軽減を図るた

め、保証料の２分の１を補助するものです。さ

らに、売り上げ等が悪化した場合には保証料の

全額を補助しております。 

 次の信用保証料補助負担金は、市融資制度の

中の経営安定特別融資制度につきまして、基本

保証料より０.２％低い保証料で運用している

ことから、その差額を県信用保証協会に対し補

助しているものでございます。 

 次に、商業振興対策事業補助金は、八代商工

会議所に対する運営補助並びに八代市商工会に

対する運営補助となっております。 

 次に、産業活性化利子補給事業は、平成２０

年度と２１年度の２カ年間、新規事業への取り

組みや販路開拓、設備投資、原油高騰対策など

のために融資を受けられた場合に、その利子を

５年間５０万円を限度に助成しているもので

す。平成２３年度の補助実績は１６８件となっ

ております。 

 次に、商店街活性化事業補助金は、魅力ある

商店街づくりを促進するため、商店街などが行

う各種事業に対し助成するもので、商店街単独

イベント事業は、補助率が２分の１で、通町商

店街振興組合の通町千日一夜など４事業に活用

いただいているところです。 

 商店街共同イベント事業は、補助率は２分の

１で、八代中央街連合会の土曜市など２事業に

活用されております。 

 チャレンジストアー事業は、空き店舗対策に

有効な事業で、振興会などが新規出店者を誘致

した場合などに借家料や店舗の改装費を支援し

ているものでございます。 

 次に、中心市街地活性化補助金は、中心市街

地活性化協議会の運営に対し助成しており、主

なものはタウンマネジャーの人件費ほか事務局

の運営費補助となっております。 

 中心市街地活性化ソフト事業補助金は、１０

０円商店街やおひな祭り、統一商品券制作事業

などへの支援となっております。 

 また、コミュニティスペース事業補助金は、

本町１丁目にあります市民交流サロン祭・遊・

喜の年間借家料８０万円を支援しておるところ

です。 

 次のページをお開きください。 

 中小企業資金融資制度預託金は、中小企業の

振興と経営安定を図るため、市内の中小企業を

対象とした市の低利融資制度に基づきまして、

元金を各金融機関に預託、金融機関は市預託金

を原資として、預託額の２倍から３倍の資金を

融資するものでございます。この預託金は、年

度末に金融機関から市に返済されるため、その

他特定財源に同額を計上しているものでござい

ます。 

 小口資金融資損失補償は、特別小口資金融資

貸し付けにおいて、熊本県信用保証協会との契

約に基づき、信用保証協会が行う代位弁済に対

する損失補償金６件分でございます。 

 次に、ハーモニーホール管理運営費は、指定

管理者であります株式会社イズミテクノへの管

理運営委託料が主なものでございまして、その

ほか、消防設備費等の施設設備の修繕などでご

ざいます。 

 次に、まちなかづくり推進事業補助金は、県

の補助事業で元気な商店街づくりを推進する商
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店街のソフト・ハード事業に対し、支援する市

に対し間接補助を行うもので、ハードの補助率

は３分の１以内で、市は県と同額の補助を行う

ものでございます。２３年度は、本町３丁目の

お客様駐車場整備拡張事業と、通町の妙見祭の

オブジェ的な街灯と防犯カメラ事業となってお

ります。特別財源は、県支出金でございます。 

 八代の観光と物産のＰＲ事業は、八代の観光

と特産品の広告及び販路拡大などを図るため、

ＦＭラジオや観光情報誌などの各種広報媒体を

活用した広告宣伝を実施しております。また、

特産品パンフレットを作成しているところで

す。 

 観光漁業事業は、黒島桟橋修繕工事のほか、

三ツ島公衆トイレのくみ取り、三ツ島、黒島の

清掃業務委託などが主なものでございます。 

 次に、観光物産案内所等管理運営費は、ＪＲ

八代駅構内に設置している八代観光案内所、Ｊ

Ｒ新八代駅に設置している八代市観光物産案内

所及び日奈久温泉観光案内所の３カ所の光熱水

費、賃借料などの施設維持管理費及び観光案内

所に携わる４名分の人件費でございます。な

お、案内業務は、八代よかとこ宣伝隊に委託し

ており、施設維持管理費は市が直接支出をして

いるところです。 

 その他特定財源４４万３０００円は、八代駅

構内にあるよかとこ宣伝隊事務所のＪＲ九州へ

の賃借料の実費徴収分が主なものでございま

す。 

 次のページ、５７ページですが、観光振興事

業は、観光パンフレットの印刷、城下町やつし

ろお雛祭り事業委託、東陽・泉観光施設の管理

委託は、東陽支所管内１カ所、泉支所管内８カ

所のトイレの浄化槽保守点検業務委託、清掃業

務委託などでございます。泉町観光団体・イベ

ント補助金は、泉町観光協会への補助金が主な

もので、その他平家の里平家琵琶と夜神楽等へ

のイベントの補助となっております。 

 特定財源の国県支出金の９８万５０００円

は、県有公園施設管理委託金及び九州自然歩道

管理委託金で、その他の特定財源は、梅ノ木轟

特産品販売所の使用料及び千丁町特産品直売所

の使用料となっております。 

 次に、観光施設管理運営費は、さかもと温泉

センター及び坂本憩いの家の管理運営費及び広

域交流センターさかもと館を指定管理者である

さかもと温泉センター株式会社に指定管理をお

願いしており、その管理委託などに係る経費で

す。 

 東陽石匠館は、館長１名、嘱託２名に係る賃

金のほか、電気料、機器等保守点検委託料など

が主なものです。 

 東陽交流センターせせらぎは、土地賃借料が

主なものでございます。指定管理者としまして

は、株式会社東陽地区ふるさと公社に施設管理

をお願いしているところです。 

 泉町地域の観光施設につきましては、五家荘

自然塾から五家荘草花資料館までの７施設は、

それぞれ地元の管理組合に業務委託を行ってお

ります。なお、今年度から一括して五家荘地域

振興会に指定管理をお願いしているところでご

ざいます。 

 ふれあいセンターいずみ及び農林産物流通加

工施設は、指定管理者として、株式会社いずみ

に指定管理をお願いしておりまして、その管理

委託にかかわる経費となっております。 

 日奈久温泉施設は、温泉センターの駐車場用

地の賃借料に係る経費となっております。 

 松中信彦スポーツミュージアムは、指定管理

者として九州総合サービス株式会社に施設の管

理委託をお願いしており、その管理委託に関す

る経費となっております。 

 その他特定財源の１７７２万３０００円は、

観光施設の使用料と納付金でございます。使用

料は、五家荘平家の里５２０万８０００円、渓

流キャンプ場などの使用料となっております。



 

－9－ 

また、納付金としましては、東陽交流センター

せせらぎから３００万円、広域交流地域振興施

設八代よかとこ物産館から４００万円などとな

っております。 

 観光施設整備事業は、五家荘平家の里の平家

伝説資料館の展示物の改修と同平家の里の敷地

内にあります松田家の屋根の改修工事が主なも

のです。 

 特定財源の地方債２２００万円は、過疎債で

ございます。 

 一番下、地域活性化・きめ細かな交付金事業

は、日奈久温泉東湯給湯設備の改修、ふれあい

センターいずみ物産棟の屋根の改修工事などが

主なものでございます。 

 特定財源の国県支出金５８７６万９０００円

は、全て地域活性化・きめ細かな臨時交付金と

なっております。 

 次のページをおあけください。 

 全国花火競技大会事業は、昨年１０月２２日

の土曜日に開催しておりまして、全国から３０

社の花火業者に参加していただき、１万３００

０発を打ち上げております。大型観光バス４１

２台、バスツアー客１万７０００人を含め、県

内外から約３０万人が観覧されております。こ

としは１０月２０日開催予定でありまして、中

国上海からクルーズ船で八代港に入港され、予

定では約１０００人ほどの方々が花火を観覧さ

れることとなっております。 

 次に、八代よかとこ宣伝隊補助金は、丑の湯

祭り、十五夜綱早がけ大会などの日奈久観光振

興事業や体験型観光推進のためのグリーンツー

リズム推進事業、九州国際スリーデーマーチ、

八代カップバドミントン大会などのイベント事

業、ラジオ、新聞雑誌等メディアを活用した広

告宣伝事業などへの支援が主なものでございま

す。 

 次に、妙見祭事業は、妙見祭のテレビ、ラジ

オコマーシャルやポスター作成などの妙見祭の

広告事業と当日の仮設トイレの設置などを八代

妙見祭保存振興会へ業務委託しております。 

 次に、大会誘致等宿泊補助金は、本市で開催

される大会、研修会などで市内の宿泊施設に１

００名以上の方々が宿泊される大会などにつき

まして、その宿泊者数に応じまして５万円から

５０万円までの補助金を大会等の主催者に補助

するものでございます。実績といたしまして、

都道府県対抗全日本中学生女子ソフトボール大

会など１７件、対象宿泊者数は４９４９人に補

助しております。 

 次に、観光振興計画実践計画策定事業は、平

成２２年度に策定いたしました本市が取り組む

観光振興の方針を定めた観光振興計画に基づ

き、平成２４年度から２９年度までの６年間、

基本計画の施策の取り組みやスケジュールに従

い、具体的に着実に進めるために実践計画を策

定したものでございます。 

 次に、日奈久温泉観光振興事業は、日奈久を

コースに含む日帰りツアーや宿泊ツアーを実施

する旅行会社に対し、日帰り入浴した場合、旅

館で食事をとった場合、旅館に宿泊した場合、

あるいは路地裏散策をした場合などにそれぞれ

補助金とお土産物などを提供することで、日奈

久への誘客推進を図ろうとする事業で、よかと

こ宣伝隊への委託事業となっております。実績

といたしまして、ツアー催行１３本、ツアー参

加者４３９人を誘致したところでございます。 

 次に、自治総合センターコミュニティ助成事

業助成金は、日奈久阿蘇神社で保管されており

ました大太鼓の両面が大きく破損したため、修

復したものでございます。この大太鼓は、今か

ら１５０年前につくられ、雨乞い太鼓として祈

願に使用されていたもので、日奈久まちづくり

協議会に助成しております。財源は、全て自治

総合センターコミュニティ助成金です。 

 五家荘観光振興事業は、２カ国語表示の観光

施設案内板の設置工事です。五家荘平家の里や
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緒方家など７カ所に設置しております。外国人

観光客誘致促進事業委託費は、八代よかとこ宣

伝隊に委託し、県観光連盟と連携し、欧米等の

旅行業者や記者などを２週間程度の招致旅行に

招致、その中に本市視察を二、三日間組み込む

方法で開催しておりまして、外国人観光客の誘

客を図っておるところです。事業効果といたし

まして、２３年度は震災の影響はありましたも

のの、個人旅行予約が１５件あり、実施が４

件、団体旅行予約が４件あり、そのうち実施が

１件、合計５件実施されたところでございま

す。 

 次の、坂本ふるさとまつり事業から、その下

のほうの泉町特産品まつり事業は、それぞれ決

算額が４００万円で、事業内容は恐れ入りま

す、概要欄のとおりでございます。 

 ５９ページの下から２つ目です。地域づくり

夢チャレンジ推進補助金は、県が市町村や地域

住民の自主的な地域づくりを後押しするため、

定住や雇用、交流拡大などに資する取り組みに

支援するものでございまして、補助率は事業ご

とに２分の１以内から１０分の１０以内となっ

ております。事業概要欄のやつしろ全国花火競

技大会観光客誘致促進事業は、九州新幹線全線

開業を花火大会への観光客誘致につなげる取り

組みで、新八代駅から会場までのシャトルバス

の運行や新幹線利用者への誘導看板設置、交通

渋滞緩和策としての広報ＰＲなどとなっており

ます。 

 次に、荒瀬ダム撤去に伴う情報発信とホタル

の里づくり事業は、日本で初めてのダム撤去事

例を地域資源として捉え、荒瀬ダムに関する情

報発信や案内看板の設置及び地元小中学生の環

境学習会の開催や蛍の里づくりの取り組みなど

でございます。 

 五家荘・地域コミュニティビジネス事業は、

五家荘にある６地区ごとに特産品づくりの素材

となる地域資源を調査、生産、加工、流通販売

まで行ったところでございます。 

 財源内訳は、県支出金が５８０万７０００円

と、一般財源の５４万４０００円は、荒瀬ダム

撤去に伴う情報発信とホタルの里づくり事業の

市負担分となっております。 

 一番下、日奈久地区まちづくり活動推進事業

は、日奈久まちづくり協議会の組織強化及び活

動支援のための委託事業で、委託先はＪＴＢコ

ミュニケーションズです。財源内訳の国県支出

金は、まちづくり交付金で事業費の１０分の４

以内で１００万円となっております。 

 次のページをお開きください。 

 高次都市施設整備事業は、日奈久ゆめ倉庫の

改築工事及び電柱移転補償費などが主なもので

ございます。電柱移転補償費は、旧ＪＡ倉庫改

築工事に伴い、駐車場の出入り口にある電柱

が、駐車場への車両の出入りに支障があったこ

とから移設が必要なことになったことから補償

が必要となったものでございます。 

 財源内訳の国県支出金５９００万円は、まち

づくり交付金です。事業費の１０分の４以内の

補助、残りにつきましては地方債の合併特例債

で充当しております。 

 次に、日奈久観光交流施設管理運営費は、ゆ

め倉庫に必要な備品の購入費でございます。 

 恐れ入ります、災害復旧費、９０ページをお

開きください。 

 商工施設災害復旧事業は、平成２３年８月１

５日の落雷によりまして、さかもと館の自動火

災報知設備が故障したため、復旧工事を行った

ものでございます。 

 以上で商工費の主要施策及び商工観光部に係

る災害復旧費の説明を終わります。御審議よろ

しくお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） ただいま説明のあり

ました第６款・商工費及び第１０款・災害復旧

費中、商工観光部関係について、一括して質疑

を行います。質疑ありませんか。 
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○委員（田中 安君） 済みません。総体的な

話なんですが。 

○委員長（中村和美君） はい、田中安委員。 

○委員（田中 安君） はい、総体的な話なん

ですけど、２３年度で八代への観光客は何人だ

ったのかなということと、そして、その人たち

が使った費用は幾らぐらいを、例えば、１人当

たりですね、１０００円とか２０００円とか３

０００円とかというふうな概算でいいですけ

ど、そのあたりの報告をしてほしいんですけ

ど。 

○委員長（中村和美君） わかりましたか、今

の。 

○観光振興課長（稲本俊一君） はい。 

○委員長（中村和美君） いいですか。よかで

すか。はい、稲本観光振興課課長。 

○観光振興課長（稲本俊一君） はい。まず、

八代のですね、入り込み客数につきましては、

まず、宿泊客数が１７万８８８５、これは２３

年度です。それと日帰り客数のほうが１９８万

２０７５人です。トータル的に入り込み客数と

すれば２１６万９６０人という入り込み客数に

なります。 

 もう一つ、先ほどのどれぐらいお金を使われ

たかというのは、ちょっと済みません……。 

○委員（田中 安君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、田中安委員。 

○委員（田中 安君） ２００万人以上の人が

来られて、その人たちが例えば、１人１０００

円ずつ使えば結構なりますよね。それはやっぱ

りそのあたりのことを常に把握をして、例え

ば、それを１０００円だったら、それを２００

０円にする、そういうふうな努力をしないと、

やっぱり総体的な問題は出てこないと思うんで

すよ。だから、そういうふうな努力はどういう

ことをするのかということですね。理想でいい

から。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） はい。 

○委員長（中村和美君） 宮村商工観光部次

長。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） はい。ま

ず、今おっしゃったお客様がなるべく多くの方

々に来ていただく。今２００万以上のお客様が

来られたという話ですが、そのお客様にやはり

情報提供することが大事なのかなというふうに

思っています。 

 例えば、各施設ごとにいろんなところに行か

れた場合に、そこの施設にいろんな情報を、ほ

かの施設の情報も持っていくと、置くというよ

うなことなのかなと。お客様が来られた場合、

ある施設に来られたお客様に対して、案内のほ

うで八代市にはこんな施設もあります、こんな

ところもありますよちゅうことを案内する、た

だでは帰さないと、こんな案内の仕方があるの

かなというふうに思っております。やはり情報

発信、おもてなしの心を持って情報発信するこ

とで気持ちよく財布からお金を出して八代市の

ほうに使っていただけたらというふうなことを

考えております。 

 以上です。 

○委員（田中 安君） いいです。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（前垣信三君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、前垣委員。 

○委員（前垣信三君） はい、５４ページので

すね、緊急雇用創出基金事業で、中高年齢者職

業相談事業と緊急セーフティーパトロール事

業、これが具体的にはどういうことをなさるの

か、わかりますかね。 

○商工振興課長（宮田 径君） はい。 

○委員長（中村和美君） 宮田商工振興課課

長。 

○商工振興課長（宮田 径君） 緊急雇用の事

業につきまして、今２点お尋ねをいただきまし

た。 

 まず、中高年齢者の職業相談につきまして
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は、サンライフ八代内にですね、２名の方を配

置いたしまして、ハローワークのほうから求人

情報を持ってまいりまして、相談に来られる中

高年齢者の方々の職業のあっせん、これは企業

に問い合わせたり、紹介状を書いたり、そうい

ったことまであっせん事業を行っているもので

ございます。 

 それと、緊急セーフティーパトロールにつき

ましては、防災安全課のほうで行われた事業で

ございまして、通学路のパトロールとか振り込

め詐欺防止のチラシ配布を行う事業ということ

でお聞きいたしております。 

 以上でございます。 

○委員（前垣信三君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、前垣委員。 

○委員（前垣信三君） はい。今おっしゃった

サンライフで相談員を２名配置したということ

なんでしょうけれども、私も不勉強ですが、私

自身が何のことかわからぬかったっですが、こ

ういったものはもっと、例えば、サンライフし

かないから、ほかのところへ相談に行く機会が

ないわけです、場所。だから、このあたりをも

っと全市的に、何かお知らせをされぬと、太田

郷地区の人はわかるのかもしれませんが、何か

そのあたりが少し気になるところです。 

 それと、国庫支出金、国県支出金がほとんど

ですから、これは問題はないんでしょうが、こ

のほかの１６事業と書いてある４３３６万、こ

のあたりの多いほうから１、２ぐらいはどんな

事業がありますか。 

○商工振興課長（宮田 径君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、宮田商工振興

課課長。 

○商工振興課長（宮田 径君） 緊急雇用の代

表的な事業として幾つか御紹介いたしますと、

まず、文化財の環境整備事業ということで文化

まちづくり課のほうで、樋門、それとか古墳、

石橋等の文化財の除草、清掃作業等を行う事業

を行っていらっしゃいます。 

 それと、ごみ対策課のほうではごみ減量化対

策事業ということでごみ減量化のための分別作

業及び広報指導を行う事業を行っていらっしゃ

います。 

 それと、土木管理課のほうでは、緊急道路施

設等維持管理事業ということで、道路敷地内に

おきます除草、清掃、樹木伐採作業、道路側溝

等の清掃作業、それと歩道の点検保守などを行

っております。 

 それと、農業分野におきましては、農道等特

別清掃事業ということで、農道及び林道の清

掃、補修を行っていらっしゃいます。 

 それと、はつらつ健康課のほうでは、特定健

診受診率向上緊急対策事業ということで、特定

健診の受診率向上を目指して、未受診者への受

診勧奨を行うという、そういった事業を行って

おります。幾つか代表的な例として申し上げま

した。 

 以上です。 

○委員（前垣信三君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、前垣委員。 

○委員（前垣信三君） はい。緊急雇用創出で

すから、このサンライフの２名を緊急雇用され

たということなんですか。２名分の人件費なん

ですか、この３９９万。 

○商工振興課長（宮田 径君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、宮田商工振興

課課長。 

○商工振興課長（宮田 径君） はい、２３年

度は緊急雇用の補助を使いましてですね、２名

を雇用して、それ以外にも中に事務費的なもの

も入っておりますが、主に２名分の人件費が中

心でございます。緊急雇用につきましては、２

３年度で終了しておりますので、今年度からは

市の一般財源のほうで同じく中高年齢者職業相

談事業というのを継続して行っているところで

ございます。 
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 以上です。 

○委員（前垣信三君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、前垣委員。 

○委員（前垣信三君） はい、内容はわかりま

したが、言うなりゃ、ほとんどが２名の人件費

だと思うんですが、この職業相談をされて、そ

の成果といいますか、またその金をかけた分だ

けの成果は上がっとるんですか。 

○商工振興課長（宮田 径君） はい。 

○委員長（中村和美君） 宮田商工振興課課

長。 

○商工振興課長（宮田 径君） ２３年度の実

績について申し上げますと、その相談所をです

ね、訪れられた方が３９９６名、これ１年間で

ございます。相談等にいらっしゃいまして、実

際その中で１５１名の方が実際の就職に結びつ

かれております。 

 以上です。 

○委員（前垣信三君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、前垣委員。 

○委員（前垣信三君） はい、わかりました。

結構です。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（田中 茂君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、田中茂委員。 

○委員（田中 茂君） はい、５７ページ、真

ん中付近の観光施設管理運営費ということで、

６４００万円のうちに一般財源が４６００万円

ということなんですが、それで項目的にも非常

に各地に多いわけですけど、どこをどうという

ことはですね、差し控えたいと思いますが、２

３年度の決算でこのようにされてですね、これ

から２５年の予算ということに考えられるとき

ですね、実績としては、ここにこのようにある

んですが、幾らか見直しも必要、その時々に見

直しも必要だと思いますね。だから、減だけの

見直しじゃなくて増も含めた見直しも含めてで

すね、ここの項目について主なものでも結構で

すから、考えられる点をちょっと教えていただ

きたいと思います。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） はい。 

○委員長（中村和美君） 宮村商工観光部次

長。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） ここには１

４施設あります。その中で余り入館者といいま

すか、あるいは入場料等が余り上がってこない

施設に関しましては検討せにゃいかぬのかなと

いうふうに思っております。 

 それから、その前に入館者数をふやすために

どうすべきなのかというものを指定管理者の方

々と具体的な検討をすべきなのかなというふう

に思っているところです。 

 以上です。 

○委員長（中村和美君） よろしいですか。 

○委員（田中 茂君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、田中茂委員。 

○委員（田中 茂君） はい、こういう施設と

いうのはえてしてですね、やっぱりなかなか手

をつけにくいというなのがあるということはわ

かるんですよね。だけどやっぱり市民は、財政

といいますか、市民の税金が使われているとこ

ろですから、やっぱりある程度相談しながらで

すね、言いましたように減だけの見直しじゃな

くて、ある必要になったら増も含めながらです

ね、見直しは必要だと思いますが、そこいらな

かなか答弁としては難しいと思いますが、さら

に検討をお願いしたいと思います。要望しとき

ます。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（幸村香代子君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、それでは幸村

委員。 

○委員（幸村香代子君） はい。同じページの

ですね、地域活性化・きめ細かな交付金事業の

部分とその上の観光施設整備事業なんですが、

多分この交付金事業の繰越分ですから、２２年
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度の年度末あたりに国からの交付金があって、

整備をされた部分だというふうに思います。非

常に施設自体の老朽化とか改修必要な部分につ

いてされているんだろうというふうに思うんで

すけれども、こういった整備がですね、結局、

国からの交付金あたりの年度末あたりでされて

いるということについてですね、もう少し必要

な部分があるのを我慢してじゃないですけれ

ど、結構持ちこたえさせながら、こういったあ

たりに国からの交付金あたりに頼って整備とか

改修をされているのかなというふうに思わざる

を得ないんですけれど、そういったふうな施設

のですね、改修とか改築、そういったふうなと

ころの計画的なところはどんなふうにされてい

るのかというのをちょっとお話を聞きたいんで

すが。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、宮村商工観光

部次長。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） 御指摘の施

設の管理につきましては、施設の老朽化に伴い

まして、年次計画を持って保守あるいは交換等

をして、あるいは整備等をしているところでご

ざいますが、なかなか財政事情が厳しい中で手

がつけられなかった部分に関しまして、この交

付金事業でさせていただいているというふうな

ところでございます。ただ、委員さんの御指摘

のとおり、なかなかきちきちっとといいます

か、年次計画は立てているものの、前倒し的な

整備はできていないのが実情でございます。た

だ、繰り返し申し上げました建設計画等、企画

のほうで取りまとめておりますが、それに従い

まして、それぞれの施設の建設計画は立ててい

るところでございます。 

 以上です。 

○委員（幸村香代子君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、幸村委員。 

○委員（幸村香代子君） はい、多分計画を立

ててらっしゃるということとですね、結局、後

に後に持っていけば、それだけ老朽化していく

というか、そういったふうなところも、かえっ

てお金がかかっていくというふうなこともある

んだろうというふうに思います。確かに、財政

的なことも含めて交付金頼みにならざるを得な

いところはあるのかもしれないけれども、そこ

らあたりはですね、やっぱり丁寧に計画的にや

っていただきたいなというふうに思うのと、先

ほど田中茂委員がおっしゃいましたけれども、

全体的なですね、施設整備のあり方というか

な、今後の方向性あたりもきちんと見きわめな

がらいく必要があるのかなというふうなところ

も思います。 

 以上です。 

○委員長（中村和美君） はい、ほかありませ

んか。 

○委員（鈴木田幸一君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、鈴木田委員。 

○委員（鈴木田幸一君） はい、ちょっと私わ

からぬもんだから、港湾整備ば今しております

が、港湾整備の前の利用状況と、港湾整備、今

途中でしょう。まだ港湾整備が続くでしょう。

そうすると、だから、今の状況とそれから将

来、港湾整備前の状況を１とした場合、港湾整

備後を幾つぐらいの数字で今考えておられるか

というのをちょっとお聞きしたいんですけど。

意味わかりますかね。 

○重点港湾八代港営業隊長（髙﨑 正君） は

い。 

○委員長（中村和美君） 髙﨑重点港湾八代港

営業隊隊長。 

○重点港湾八代港営業隊長（髙﨑 正君） 恐

れ入ります、今の港湾整備と申されますのは、

１４メーター岸壁の……、（｢委員長中村和美

君「営業隊長」と呼ぶ）済みません。明確なち

ょっとお答えできませんけれども、今現在、八

代港の取扱量というのを、数字がございますけ
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れども……、（委員鈴木田浩一君「港湾整備す

る前の数字と今の状況と今後もちょっと聞きた

かっですよ」と呼ぶ）はい。まず、今現在まだ

完成前ということでございますので、平成２３

年度実績になりますけれども、これにつきまし

ては貨物の推移ということで、全体で４２５万

トンほどの取扱量は八代港で行われているとい

うところでございます。 

 これはまだ１４メーター岸壁につきまして

は、今年度、第１バースの岸壁と泊地部分とい

うものが完成でございますので、今後、航路の

ほうがまだ残っておりますところがございます

が、この４２５万トンにプラスアルファで荷が

ふえていくものということで考えておるところ

でございますが、具体的にこれが５００になる

のか、６００になるのかという部分につきまし

ては、いろんな経済情勢等も絡んでまいります

ことから、我々としましては、これをふやすと

いうことでポートセールスを取り組んでいると

いうところでお答えさせていただきます。 

○委員（鈴木田幸一君） はい。 

○委員長（中村和美君） 鈴木田委員。 

○委員（鈴木田幸一君） 今ですね、私がどう

して今のような聞き方ばしたかというとです

ね、国がこの港湾に対して補助金を出している

って。当然その港湾指定ば全国でも何カ所かし

た中で、この八代港を指定したていう、そうい

う意味合いがあるて思うんですよ。 

 そうすると、八代港は今よりも相当ふえる見

込みがあるからということで国も指定したてい

うふうに感じっとですよね。そうじゃないと費

用対効果とかいった場合、余りにも八代市に対

する──が応える、期待に対する応えが少な過

ぎた場合、国としては、これは八代ば指定した

のはちょっと間違いだったばいていうことにな

る可能性があるじゃないですか。 

 だから、私の場合、精神論じゃあっとですけ

ど、しっかりとした目的をもってこの事業に取

り組まなければ、ただ、今、港湾整備だけを考

えているならば、整備して、あとどうでもいい

ですよていう行政の対応であるならば、整備そ

のものも大した整備もできないし、その後の活

用についても大した活用もできずに終わってし

まうんじゃなかろうかていうふうに感じっとで

すよね。このことは非常に問題て思うとです

よ。熊本県の場合は、熊本港と八代市を比較し

て、八代を指定したという大きな意味合いがあ

って競争して、県としては、いや熊本港を指定

したかったけれども、八代を指定したていう、

そういう経緯がありますので、それに対してや

っぱし地域住民の方も含めて、私たち全体でや

っぱり盛り上げるちゅう、そういう姿勢が私は

必要て思うとですよね。 

 だから、将来ですね、そういう見込みばしっ

かり立てておかなければ、ただ、つくって、そ

してあとはしなさいて。だから、私も、この港

湾に対して委員会とか、あるいは自民党の中で

検証させていただきまして、よそ見ておりまし

たけれども、それに比べれば余りにも規模的に

小さいかな、あるいは目的が何なのかわからぬ

部分があるなというふうに感じるもんだから、

八代のこれからの経済発展にはですね、臨港線

を活用した、そして、港湾を活用した、そして

高速道路を活用した、このルートをしっかり活

用したことによって、経済発展を促すという大

きなポイントになると私は思うんですよ。 

 先ほどの部長の話の中で、博多港よりも料金

が高いから、だから、なかなか利用してもらえ

ない部分があるんだという話もされておりまし

た。博多港は、岸壁ももちろん大きくてです

ね、釜山に近いていうことで、釜山を中心とし

た今、港湾の流れがありましょうが。だから、

博多港については、その辺のところで利用数も

多いからいろんなサービスができるかもしれ

ぬ。 

 しかし、八代は大きな船が、要するに大きな
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船が牛深とかに泊まって、そしてその後、そこ

で分かれて小さい船で持ってくるから、だか

ら、港湾を深くして大きな船も入るようにした

というとが、そういう目的があるわけなんです

から、その辺のとこばしっかり認識してです

ね、この港湾対策ば考えとかなければ、何つく

ったばっかいで何もなかたいて。結局、観光の

名所にしかならぬごたっふうではやっぱりいか

ぬわけだけん。これは八代経済にはですね、物

すごく大切な事業て思うんですよ。 

 だから、そこばしっかり認識したところで目

的を持って当たっていただきたいなちゅう、希

望させていただきます。 

○委員長（中村和美君） はい、よろしいです

ね。 

○委員（鈴木田幸一君） はい。 

○委員長（中村和美君） 何か答弁あります

か。 

○重点港湾八代港営業隊長（髙﨑 正君） よ

ろしいですか。 

○委員長（中村和美君） 髙﨑重点港湾八代港

営業隊長。 

○重点港湾八代港営業隊長（髙﨑 正君） 大

変アドバイスありがとうございます。 

 まず、少し今のお話、御要望の中で補足をさ

せていただきますが、まず、１４メートル岸

壁、現在建設をしている部分につきましては、

これはバルク船、いわゆるトウモロコシであっ

たりとか石炭であったりとか、チップであった

りとか、そういうばら貨物を扱う専用の岸壁と

いうことでございます。 

 それと、コンテナにつきましては、現在八代

港の場合は、マイナス１０メートル岸壁、水深

の１０メートル岸壁のほうで取り扱いを行って

いるということです。 

 今、御要望いただきました１４メートル岸壁

の使用方法につきましては、これは建設着工当

初からトウモロコシの輸入をしていらっしゃる

業者さんが御立地されております。これは中九

州のほうの飼料会社のほうに、畜産農家さんの

ほうに飼料を供給するためにトウモロコシを輸

入しまして、その背後地のほうの飼料会社のほ

うに供給を行われているというところで、これ

につきましては、最新の、国交省様のほうが評

価された場合で費用対効果が３.５ということ

で、投資額に対して３.５倍の便益があるとい

うような算出をいただいているところでござい

ます。これ自体をもちましても、岸壁が整備完

成すれば３.５倍の効果は見込めるというとこ

ろでございます。 

 それプラス、議員さん御指摘いただきました

ように、今後さらに第２バースという、計画の

ほうではありますので、こちらのほうでトウモ

ロコシ以外の荷物についても扱えるように整備

のほうをぜひお願いしていきたいというふうに

考えておりますし、私どものほうもその整備が

行われると同時に、地域の活性化につながるよ

うなポートセールスのほうに努めてまいりたい

と思います。よろしくお願いいたします。 

○委員（鈴木田幸一君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、鈴木田委員。 

○委員（鈴木田幸一君） はい。私の言いたい

のはですね、トウモロコシの、もちろんそこも

大事なんですけれども、新しく新規開発するち

ゅうことも必要であるというふうに捉えとっと

ですよね。だから、後半のほうの意見をお聞き

したい。そこを展開してもらいたいちゅうとが

あっとですよね。だけん、現在のはもちろん大

きな港湾なわけだから、国庫補助も太くなるだ

ろうて。しかし、新しく開発していかなけれ

ば、その港湾整備に対する答えにはならないて

思いますので、そこを十分に御理解いただきま

して、していただきたいなと思います。 

 それからですね、まだよか。 

○委員長（中村和美君） はい、どうぞ。 

○委員（鈴木田幸一君） それからですね、
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今、商工観光部のほうですか、（｢はい」と呼

ぶ者あり）は、非常に仕事が多くなっていると

いうふうに感じとっですけど、それは八代市の

発展にとっては非常に大切な部署だからという

ふうに理解してるし、このことによって、いろ

んな仕事ば今から持ってこられるわけなんです

けれども、職員の定数については、私は今のま

まで、あるいは今以上に人間が必要となってい

くんじゃなかろうかて思うとですけど、ちょっ

と次長、その辺のとこば、どやんふうに感じら

れよるかばお聞きしたいですけど。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） はい。 

○委員長（中村和美君） 宮村商工観光部次

長。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） はい、あり

がとうございます。２３年度で職員が３４名で

ございました。うち、いろいろ事業を、４課ご

ざいますけども、やっております。イベント事

業等で観光振興課はかなり追いまくられてると

ころもございますし、さらにまたイベントもふ

えるような気配もございます。そして、そのイ

ベントだけではなくて、そもそも例えば、観光

施策ですとか、商工施策ですとか、あるいは市

長が外に向かって打って出るというふうに言っ

ておられますけども、ブランド化ですとか、こ

れを積極的に進めていかなきゃいけないと。あ

と宮村八代ブランド営業本部長もいらっしゃい

ますけども、これ縦割りじゃなくて横のつなが

りを持って連携していかなきゃいけないという

ようなことの取りまとめがうちの部にあるわけ

でございますけども、そういうことからする

と、職員ちゅうのはまだまだ足りないなという

ふうに思っているところでございます。 

 毎日、連夜残業しているとこでございますの

で、そういうな実情を総務のほうと相談させて

いただいて職員を配置していただけますよう、

努力してまいりたいと思います。よろしくお願

いいたします。（笑声） 

○委員長（中村和美君） はい、鈴木田委員。 

○委員（鈴木田幸一君） 商工観光のほうに、

私、ごまする気じゃありませんけどですね。さ

っき言われたように、事業がふえてるっていう

ことがですね、痛切に感じとっとですよ。同時

に、この部署がですね、今、八代市の発展、あ

るいは経済のですね、安定には非常に大切な部

署だというふうに考えとっとですけど、職員数

が少なくなったりとかですね、あるいはぎりぎ

りで、残業残業していくならですね、先ほども

港湾のほうに言いましたけれども、考え方がで

すね、広く広がらぬとですよ。よそを見る機会

が少なくなって、自分の考えたことだけにとら

われて、そしてそれを大きく広げようという、

そういう何か余裕がなくなってしまうというの

があっとですよ。 

 だから、仕事というのはせっぱ詰まって、そ

んときそんときば一生懸命して、しているふう

じゃだめだなて思うとるもんだから、余裕ば持

ちながら、そして、人ちゅうか、いろんな情報

をいただきながら、その仕事に対応するという

のも常に考えておかなければ、完全に本当に地

域の方々が行政に頼っているというのが非常に

わかりますので、その辺の応えるだけのです

ね、人材確保、あるいは人材育成ちゅうとばし

とかぬばいかぬかなて、今つくづく思うてると

ころなんですよ。 

 だから、一丁目のアーケード街の商工の発展

にしても、あるいは日奈久活性化にしても、鏡

地区の商店の発展にしても、肝心のこの部署が

事務的に済ませてしまって、話を聞かない状態

の中での対応をしておったんでは、ただ失望感

だけが地域へ残りますので、その辺のですね、

やっぱり人員の配置というのも含めて、これは

市長にも言わぬばならぬとかもしれぬとですけ

ど、人員の配置とか含めてですね、おおらか

に、そして地域のことをどぎゃんすれば発展す

るかという余裕、あるいはスケールを持った、
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していくならば、もっと変わっていくし、期待

に応えられる職員の方が育っていくんじゃなか

ろうかと思いますので、そこのところば切に希

望したいと思います。 

○委員長（中村和美君） はい。ということだ

そうです。 

 ほかにありませんか。 

○委員（矢本善彦君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、矢本副委員

長。 

○委員（矢本善彦君） ５８ページの全国花火

競技大会事業で、これは３２００万。一般財源

から補助していますけど、たしか総事業は６３

００万だったと思うんですけども、その中身を

教えてください。 

 それから、毎年１万人ずつふえていますけど

も、この経済効果、いつも聞かれるのが経済効

果を聞かれます。 

 それと、その中で何トン、ごみが出たか、そ

れをお聞きします。 

○観光振興課長（稲本俊一君） はい。 

○委員長（中村和美君） 稲本観光振興課課

長。 

○観光振興課長（稲本俊一君） はい、平成２

３年度の全国花火競技大会の全体の決算という

か、収支決算ですけども、確かに市からの委託

料は、負担金ですかね、負担金につきましては

３２００万。それと支出でトータル的には７２

００万ほどの支出の決算でございます。 

 その収入分に関しては、先ほど市からの負担

金、それと協賛金、それとかバスツアーのプロ

グラムの販売、それとそういうもろもろで７６

００万円ほどの収入があります。 

 支出の主なものといたしましては、玉代の補

助、それと花火師さんたちの旅費、それと会場

設営に伴う経費、それとあと会場の警備、それ

と大きいもので言えば広告宣伝、あるいはプロ

グラム、ポスター、チラシ等を印刷する分でご

ざいます。それとあと花火費といいまして、こ

れ余興花火、協賛花火とか、ミュージック花火

とか、そういうもろもろの競技以外の分の花火

費でございます。そういうものを含めまして７

２００万というのが支出になっています。は

い。 

 それと、経済効果につきましては、直接的に

かかる、例えば県の観光統計におきましては、

日帰りのお客様は１人約３０００円ぐらい使わ

れるような格好、それとあと宿泊の場合は１万

５０００円。ちょっと宿泊の幅はございますけ

ども、使われるんじゃなかろうかということ

で、そういうのを直接的には約８億１０００万

円ほどの直接的な経済効果があるのかなという

ことで、それを第１次効果、第２次効果、第３

次効果、いろいろ含めまして１４億ぐらいの経

済効果が出ているのかなというふうに考えてお

ります。 

 以上です。（｢ごみ」と呼ぶ者あり） 

 済みません、ごみの量につきましてはです

ね、ちょっと資料をそろえておりませんので、

済いません。（委員矢本善彦君「ああ、私が調

べて……」と呼ぶ） 

○委員長（中村和美君） はい、矢本副委員

長。 

○委員（矢本善彦君） 私が調べた、これは清

掃センターに調べたんだけど、約８トンぐらい

い出ると。（｢８トン」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） いいですか。 

○委員（矢本善彦君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、ほかございま

せんか。 

○委員（前川祥子君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、前川委員。 

○委員（前川祥子君） ５５ページの商業振興

対策事業補助金ですけど、商工会議所と商工会

への補助金はそれぞれ幾らなんでしょうか。 

○商工振興課長（宮田 径君） はい。 
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○委員長（中村和美君） 宮田商工振興課課

長。 

○商工振興課長（宮田 径君） 平成２３年度

の金額で商工会議所への補助金が９５０万円、

それと商工会への補助金が２６４２万円でござ

います。 

 以上です。 

○委員（前川祥子君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、前川委員。 

○委員（前川祥子君） はい、この内訳はどう

いった形でされるんでしょうか。この差額とい

うのはちょっとよくわからなくてですね。 

○商工振興課長（宮田 径君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、宮田商工振興

課課長。 

○商工振興課長（宮田 径君） これにつきま

しては、商工会議所、商工会のそれぞれの運営

費の中で補助対象となるような事業に対しての

額に対して補助を行っているものでございます

けども、金額の算定の指針といたしましては、

商工会議所につきましては約１０００万円をず

っと毎年、金額を１０００万円を補助してきま

して、それと平成１７年度合併によりまして、

商工会のほうも入ってまいりました。 

 商工会につきましては、もともとのベースの

金額が各商工会に補助がされていたその合算額

でスタートがされております。それから、４年

かけて約３０００万ぐらいの合算額の補助があ

ったものを合併効果ということも踏まえまし

て、平成２０年度までの４年間にかけまして２

６４２万まで落ちてきているところでございま

すが、それに合わせる形で商工会議所のほうも

５０万円ぐらい金額が下がっております。現在

の金額の状況といたしましては、そういった経

緯を踏まえまして、過去の補助金をベースにい

たした金額で補助が行われているところでござ

います。 

 以上です。 

○委員（前川祥子君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、前川委員。 

○委員（前川祥子君） はい、過去の補助金の

ベースっていうふうになっているという話だっ

たです。これはもう今後もこういう形をとって

いかれますか。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、宮村商工観光

部次長。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） 今検討をさ

せていただいているところでございます。県内

の各市の状況を見てみますと、基本的に委員さ

んがおっしゃられましたことに対しまして、ま

ず人件費があるかと思います。で、人件費をど

こまで支援するのか、それから、それぞれ商工

会議所さん、商工会さんが、例えば、商工会議

所さんですと、中小企業相談所というのは事務

所が設置されていまして、そこでの事業、ある

いは商工会さんですと経営改善普及事業ですと

か、あるいは地域総合振興事業等々がありま

す。若干商工会さんと商工会議所さんの役割

が、若干地域で違うのかなというふうな気がし

ておるところでございます。 

 しかしながら、例えば、それぞれにおきます

商工会議所さんの、済みません、会員さんの数

ですとか、あるいは職員さんの数ですとか、あ

るいは業務内容等々におきまして、そんなに違

うのかと、金額に比べてそんなに違うのかとい

うようなことに対しまして、繰り返しになりま

すが、県下の各市でも非常に頭を悩ませている

ところでございまして、どうしたらいいのかと

いうふうなことを今検討をさせていただいてい

るところです。 

 １つだけ大くくりな言い方をさせていただき

ますと、商工会議所さんのほうでは、中小企業

者、会員さんの経営改善のためにいろんな情報

提供ですとか、あるいは指導をされていると。

商工会さんのほうは、もっと根差したといいま
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すか、地域づくりまで入り込んでいらっしゃる

と。商工会の、確かではないんですが、洗濯サ

ービスとかもしようかななんとか、あるいは冠

婚葬祭事業もしようかななんて、そんなことも

なさっているので、若干同じテーブルに乗せら

れないのかなというふうには思っております

が、ただ、今、担当課長が申しましたように、

この数年、補助金額が全然変わってきていない

ところでございますので、内容につきまして、

もっと精査して、何らかの答えを見出さなきゃ

いけないのかなと。これは県下全ての市がそん

なふうに悩んでるところでございます。 

 県さんの補助金に関しましても、商工会議所

さんと商工会さんでは、商工会さんのほうへの

補助金が多くなっているところでございます。

これは県さんの計算式があるようでございます

が、それに基づいて補助されているところでご

ざいますので、もろもろ各市、あるいは同じ悩

みを抱えている市、あるいは県さんとも相談さ

せて、もちろん商工会議所さん、商工会さんと

も相談させていただいて、何らかの方向性は見

出さないかぬのかなというふうに思っていると

ころでございます。 

 以上です。 

○委員（前川祥子君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、前川委員。 

○委員（前川祥子君） はい、今、次長がおっ

しゃったとおりだと思います。やっぱり商工会

議所、それから商工会、それぞれの役割もそれ

ぞれまたあるんだと思いますし、それぞれの努

力の、どこに努力をされてるかって違いもある

のかもしれません。ただ、この数字が歴然とし

て差があるもんですから、それなりに少ないほ

うはやっぱり少ないというふうに思われると思

いますね。だから、そこの点をやっぱりお互い

がよく話をして、八代市の中ででいいと思うん

ですよね。八代の中で納得がいくように、それ

から、努力の見えるところには補助は出せると

いうような形で今後も検討していただきたいと

思います。はい、わかりました。 

○委員長（中村和美君） ほかにありません

か。 

○委員（田方芳信君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、じゃ、田方委

員。 

○委員（田方芳信君） ５４ページの企業誘致

対策事業ですけど、先ほど話、部長、聞いたら

年間に１８０件ぐらい回られてるというような

お話だったんですけど、１８０件回られるとは

相当努力されてるちゅうのはわかるんですけ

ど、ただし、これがなかなか実を結んでいない

理由ちゅうのはどこにありますかね。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、宮村商工観光

部次長。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） 細かいこと

は担当課長がお話しするかと思いますが、私の

ほうでは大くくりなところで、まず、企業誘致

が進んでいない理由としましては、全国的な流

れなのかなというふうに思っております。 

 大手の企業さんが、中国あるいは東南アジ

ア、タイ等々への進出をされることに伴いまし

て、関連企業者の方々もそちらのほうに進出を

なさっていると。そういう大きな世界的な動き

があるというのが一つでございます。 

 しかしながら、核となる技術を海外に輸出し

ますと、そこでとられちゃうというか、盗まれ

ちゃいますので、やっぱりそこの部分は、研究

室部分については国内に残すと。そこの強化を

する場合に国内での進出があっているところで

ございますので、その辺は努力せないかぬのか

なというふうに思っているところです。 

 先ほどからお話させていただいてますよう

に、八代は恵まれてると。九州の真ん中で高速

道路も網羅しているじゃないかと。九州各地県

庁所在地に行くのに２時間もかからないじゃな
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いかと、あるいは八代港もあって世界に開いて

るじゃないかというようなところを大いに打っ

て出るといいますか、説明をして、ぜひ八代に

おいでいただくようにＰＲさせていただいてい

るところでございますが、若干、例えば、内陸

の工業団地がありませんですとか、あるいは外

港には９.２ヘクタール、県の土地があります

けれども、どちらかというと港利用型の企業さ

んですとかが対象となっているというようなこ

ともありまして、受け皿もないのも事実なのか

なというふうに思ってます。 

 それに対しましては、不動産の方々と情報を

密にさせていただきまして、小さいながらも、

今、企業さんの中では何十ヘクタールという大

きな敷地は必要とせずに２ヘクタールとか３ヘ

クタールの敷地で進出される企業さんもありま

すので、そういう場合には不動産業界の方々と

連絡取り合いまして、土地を見つけ提供をして

いるところでございます。 

 実際、数社に関しましては、八代市内の視察

もなさっております。で、非常に毎年、毎年非

常にわくわくさせていただいてるとこですが、

なかなか実を結ばないというところでございま

す。大きなところは、私のほうから以上でござ

います。 

○委員（田方芳信君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、田方委員。 

○委員（田方芳信君） なかなかそういう理

由、難しいという理由というのはわかるんです

けど、やはり今、八代市も人口減の一つの理由

ちゅうのが、やはり子供たちにしてみれば働く

場所がないからよそに出ていかなければならな

い。ここに企業があれば、雇うところがあれば

そこに残りたい。毎年やっぱり１０００人近い

人たちが出ていく、こういう状況でありますの

で、ぜひともですね、この企業誘致ちゅうのは

今後本当頑張っていかなければ、観光も大事で

すけど、企業誘致ということで１０人でも２０

人でも、できれば人数が多ければ多いほどいい

んですけど、なかなか厳しい状況でしょうけ

ど、そういった面は今後ですね、もっともっと

努力をしていただければと思っておりますの

で、頑張ってください。 

○委員長（中村和美君） よろしいですか。 

○委員（松永純一君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、それでは松永

委員。 

○委員（松永純一君） 二、三簡単にお尋ねし

ますので、簡単にお答え願いたいと思います

が、１つは先ほど前川委員が質問されましたこ

とで、商工会議所・商工会補助金、それぞれ金

額が書いてありませんので、意図的に書いてな

かったのかなと思ったんですが、聞いてみて金

額がわかりました。 

 それでですね、商工会補助金というのはなか

なかですね、旧町村、合併前の町村が補助金を

出しておりましたので、例えば、泉村であれ

ば、たしか４００万だったと思います。それは

指導員の補助員の人件費あたりをですね、見て

いたと思いますけれども、なかなかですね、こ

れは今言われたように難しいところがあります

けれども、こじつけでもですね、やっぱり補助

基準のようなものをですね、つくられたほうが

いいと思います。そして、で、こういうことで

いろいろ地域づくりとか、確かに言われました

けども、商工会がですね、全国展開事業とか８

００万とかの事業を泉村でされた部分もありま

す。ですから、何かですね、そういったことに

ついての補助基準のようなものをですね、つく

ったほうが、より説明するときにですね、説得

力があるのかなという、これについては回答は

要りません。 

 それから、先ほど田中茂委員さんが言われま

した５７ページの観光施設の管理運営費です

ね。確かに、これは見ると、やっぱり特定財源

に対して一般財源が多いように見えるんですけ
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ども、これはですね、もう例えば、真ん中あた

りにあります五家荘自然塾から渓流キャンプ場

についてはですね、使用料があるわけです。そ

の中に１７００万のうちに使用料があるわけで

すが、これはですね、観光客がふえて、入場す

ればですね、この１７００万が上がるようにな

るわけですね。ですから、直接的に一般財源が

減ることになるわけです。これはもう御存じの

とおりです。 

 で、例えば、五家荘平家の里が、かつて一番

多いときには４万五、六千人入場していたと思

います。そのときの入場料は恐らく一千五、六

百万。今、どんなんでしょうか、五、六百万、

半分以下だろうと思いますけれども。そういう

ふうに観光客が入ってきて入場すれば、入館す

れば特定財源がふえますので、ダイレクトに一

般財源は減ることになります。 

 それから、ふれあいセンターいずみあたりに

ついても１１００万ですが、これについても観

光客がふえれば間接的には特定財源がふえるわ

けではないですけれども、一般財源が減ること

になる仕組みになっておりますので、やはり市

としては、そういうですね、どういうふうにし

て全体的な観光客をふやしていくかというよう

なことが大事だろうというふうに思います。こ

れについても回答は要りません。 

 それから、５８ページのですね、五家荘観光

振興事業、下から２番目ですが、これについて

は２５０万の特定財源があって、説明はなかっ

たんですが、これは上の宝くじ交付金と同じで

あれば、それでいいですけども、それでなかっ

たら、ちょっとこれのですね、特定財源の内容

をちょっとお知らせしていただきたいと思いま

す。 

 それから、ついでにですね、最後の災害復旧

費ですけども、商工施設の災害復旧費、坂本館

ですけれども、公の施設で公共施設の保険に入

っておられると思いますので、これについては

保険金が来ると思いますが、恐らく特定財源入

っておりませんので、翌年度に入ってきたのか

なというふうな気がするんですが、そのあたり

ちょっと知らせていただけますか。 

○委員長（中村和美君） はい、宮村商工観光

部次長。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） 私のほうか

ら、災害復旧費について御説明させていただき

ますが、委員さんの御指摘のとおりでございま

して、後ほどたしか保険料が入ってきたかとい

うふうに聞いております。 

 以上です。 

○委員長（中村和美君） 次は、稲本観光振興

課課長。 

○観光振興課長（稲本俊一君） 五家荘観光振

興事業につきましてのその他の特定財源ですけ

ども、これは２５０万の看板のですね、７カ所

に関しましては、熊本県の市町村振興協会の市

町村振興事業補助金から、その他の財源で充て

ております。残りの９３万４０００円につきま

しては、一般財源という形です。 

 以上です。（委員松永純一君「はい、了解し

ました」と呼ぶ） 

○委員長（中村和美君） はい、ほかありませ

んか。 

○委員（幸村香代子君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、幸村委員。 

○委員（幸村香代子君） はい、済いません。

１つだけ確認をさせていただきたいんですが、

歳入のところで指定管理者からの市への納入金

があるはずだというお話をさせていただいて、

雑入に入っていたんですね。たしか指定管理者

からの市への納入金については、その使途につ

いて整理をされて、施設の整備費に充てるとい

うふうなことが整理をされたというふうに思い

ますので、この歳出の分を見てもですね、なか

なかにして、その指定管理者からどれぐらいの

お金があって、それが整備費あたりにどんなふ
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うに入っているのかというのが見えにくいんで

すが、これは特定財源としては扱えないものな

んですかね。 

 指定管理者から市への納入金、そして、その

使途についてはきちんと整備費に充てるもので

あるというふうな整理がされていると思いま

す。今回２３年度の整理じゃなくて２４年度の

整理だったかというふうには思うんですが、そ

のあたりはどんなふうになりますか。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、宮村商工観光

部次長。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） はい。ま

ず、そもそもその施設がどういう目的で使わ

れ、目的としているかというところで異なって

くるのかなというふうに思うところです。 

 先日、ハーモニーホールの歳入のところで御

説明させていただきましたけども、ハーモニー

ホールの喫茶店等々の使用料に関しましては、

基本的にハーモニーホールでは目的外というふ

うな位置づけをしているところでございます。

目的外の使用料等につきましては、指定管理者

が収入とすることはできないと。で、市の収入

とするというふうなことになっております。ち

なみに、例えば、日奈久の温泉施設等に関しま

してのレストランに関しましては、物販等の販

売というふうな目的になっておりますので、そ

れは指定管理者の収入とすると。要は決め方と

いいますか、その設置、施設ごとの設置目的を

どうするかによって、目的外であったり、目的

の内側だったりとかするのかなというふうに思

っているところです。 

 以上です。 

○委員（幸村香代子君） はい。 

○委員長（中村和美君） 幸村委員。 

○委員（幸村香代子君） 済みません。それは

理解をしています。納入金があるところがあり

ますよね。例えば、東陽交流センターの部分で

あるとか、あと例えば、よかとこ物産館、あそ

こについては市へこれだけ納入いたしますとい

うふうなものがあるはずです。その使途につい

てです。それを何に使うかということについて

は、それは施設の整備費に充てるというふうな

整理がされたというふうに、委員会のほうでも

そのような御報告がありましたが、それについ

てお尋ねをしています。（｢ちょっと記録がご

ざいません」と呼ぶ者あり）今わからなけれ

ば、後で。済みません。 

○委員長（中村和美君） はい、幸村委員。 

○委員（幸村香代子君） 今回の、２３年度ど

れだけその納入金があったかということも含め

て資料を提出いただきたいというふうに思いま

す。 

○委員長（中村和美君） はい、資料提出。し

ばらくお待ちください。 

 ただいま幸村委員から、指定管理者の分につ

いての収支関係についての資料要求がありまし

たが、いかがいたしましょうか、当委員会で資

料要求するということでよろしいでしょうか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） はい、それでは、委

員会として資料要求することといたします。財

務と商工と打ち合わせして早目に回答をお願い

したいと思います。 

 ほかありませんか。 

○委員（友枝和明君） はい、委員長。 

○委員長（中村和美君） はい、友枝委員。 

○委員（友枝和明君） 東京の板橋区のハッピ

ーロード、とれたて村、これ非常に売り上げが

いいということでありますが、八代の出品者、

ほかに何名いる。 

○八代ブランド営業総室長（久木田昌一君） 

はい。 

○委員長（中村和美君） はい、久木田八代ブ

ランド営業総室長。 

○八代ブランド営業総室長（久木田昌一君） 
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おはようございます。（｢おはようございま

す」と呼ぶ者あり）済みません。こちらでです

ね、手元で何名の出品者という数字を持ってお

りませんのでですね、後でお答えをさせてもら

ってよろしいでしょうか。 

 以上です。 

○委員長（中村和美君） はい、友枝委員。 

○委員（友枝和明君） それと、出品種目

（｢品種」と呼ぶ者あり）種目。 

○八代ブランド営業総室長（久木田昌一君） 

はい。 

○委員長（中村和美君） はい、久木田八代ブ

ランド営業総室長。 

○八代ブランド営業総室長（久木田昌一君） 

はい、それにつきましても同様でございますの

で、あわせてお知らせをさせていただきたいと

思います。 

○委員長（中村和美君） はい。 

○委員（友枝和明君） それと要望ですが、昨

年委員会で行きましたときに感じたことは、

前、次長にも申し上げたかもしれぬ、一般質問

でも言ったかもしれませんが、あそこに参加自

治体の看板の設置か何か一般質問で言ったと思

いますが、あれをすればですね、各地域の出品

物、お客さんもあれはよう、私は効果があると

思います。できれば、看板の設置、各参加自治

体のですね、熊本県の八代市とかというあれを

やっぱし掲示したほうが、私はまだまだ効果が

あると、売り上げがあると思っているので、要

望として。 

○委員長（中村和美君） よかですね、はい。

じゃ、要望としてお願いしときます。 

 ほかありませんか。 

○委員（矢本善彦君） はい、あと１点。 

○委員長（中村和美君） はい、矢本副委員

長。 

○委員（矢本善彦君） ５４ページのポートセ

ールスアドバイザー、どういう仕事されている

のか、１人か２人か、現状を。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、宮村商工観光

部次長。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） ２３年度の

アドバイザーはお一人でございます。それと、

アドバイザーさんがどんなお仕事されてるかと

いうことでございますけども、アドバイザーの

方は、昔、船会社にお勤めされてる方でござい

ますので、いろんな人的ネットワークがござい

ますので、それを通してポートセールスをして

いただいております。単独のポートセールス並

びに我々との随行のポートセールスをさせてい

ただいているところでございますし、なおかつ

世界的な情報をお持ちでございますので、我々

としまして、どのようなポートセールスをした

らいいのかというアドバイスもしていただいて

いるところで、現に新たなコンテナの取り扱

い、新規のコンテナの取り扱いも成立したとい

うようなところでございます。 

 以上です。 

○委員（矢本善彦君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、矢本副委員

長。 

○委員（矢本善彦君） 企業誘致なんかでもで

すね、１８０回行かれるから、１回行けば、東

京まで行けば１０万ばかり１人かかると思いま

すけど、予算は足りるんかな。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、宮村商工観光

部次長。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） アドバイザ

ーさんは、委託金１００万円でございまして、

２３年度の訪問件数は延べ件数でいきますと２

１８件、この中には官公庁ですとか、あるいは

港運業者さん、船会社さん、あるいは企業等々

の訪問でございます。１００万円しかお上げし

ていないのにこれだけの訪問をしていただいて
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非常に感謝しているところでございます。旅費

が足りないんじゃないかと私どもは心配してい

る状況でございます。 

 以上です。（委員矢本善彦君「はい、わかり

ました」と呼ぶ） 

○委員長（中村和美君） はい、ほかありませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） はい。ないようでご

ざいますので、以上で第６款・商工費及び第１

０款・災害復旧費中、商工観光部関係について

の質疑を終わります。ありがとうございまし

た。 

（午前１１時４１分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時４２分 本会） 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 次に、第７款・土木費、第１０款・災害復旧

費中、建設部関係分及び第１２款・諸支出金

中、建設部関係分について、一括して説明を求

めます。 

○建設部長（船藏満彦君） はい、委員長。 

○委員長（中村和美君） 船藏建設部長。 

○建設部長（船藏満彦君） 皆さんおはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり）建設部長の船藏でございます。座って御

説明させていただきます。 

○委員長（中村和美君） はい、どうぞ。 

○建設部長（船藏満彦君） 平成２３年度決算

審査に当たりまして、建設部所管分の一般会

計、土木費、災害復旧費及び特別会計、公共下

水道事業、農業集落排水処理施設事業、浄化槽

市町村整備推進事業の総括を述べさせていただ

きます。 

 御存じのとおり、建設部が所管します事業に

つきましては、ハード事業といたしまして、道

路や公園、区画整理、下水道、港湾、公営住宅

などの都市基盤整備事業及び河川などの治水事

業並びに市街地における建築物や土地利用の規

制、誘導などのソフト事業を行っておるところ

でございます。 

 平成２３年度の主要事業といたしまして、ま

ず、道路では都市内の道路網のネットワーク形

成を目的に、鏡町、千丁町で事業中の南北アク

セス道路及び南部幹線や北部幹線、西片西宮線

の都市計画道路などの幹線道路の整備を継続し

て行っております。その中でも南北アクセス道

路及び北部幹線道路につきましては、平成２５

年度末の供用開始を目指しているところであり

ます。 

 それから、生活道路の改良や維持補修につき

ましては、地域の要望などに応じまして必要性

や緊急性の高いところから順次整備を行ってお

ります。その他山間部におきましては、モルタ

ル吹きつけや防護ネットなどによる災害防除事

業も可能な限り行っておるところでございま

す。 

 次に、橋梁維持では、平成２２年度に策定し

ました橋梁長寿命化修繕計画に基づきまして、

八千把地区の大正橋と泉地区の池の鶴橋の修繕

を行っております。 

 次に、公園では、安全・安心対策緊急支援事

業を活用いたしまして、高島公園ほか２公園に

老朽化した遊具やトイレの改築、防災備蓄倉庫

などの設置を行っております。また、球磨川河

川緑地に大会誘致のためのソフトボール専用コ

ートを整備いたしました。 

 次に、区画整理では、継続して八千把地区土

地区画整理事業を行っておりまして、平成２４

年度末には県で施行中の古閑浜交差点や区画整

理地区内の北部幹線、三楽古閑中線の整備が完

了し、供用開始の予定でございます。 

 続きまして、港湾では、日奈久港の改修や環

境整備並びに平成２３年度へ繰り越しました、

みなと振興交付金事業による人道橋が完成し、

港と日奈久ゆめ倉庫や温泉街と連絡すること
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で、日奈久の活性化に寄与しているところでご

ざいます。 

 次に、公営住宅では、平成２２年度に策定し

ました市営住宅長寿命化計画に基づきまして、

西片町団地の上下水道接続工事を行っておりま

す。 

 次に、河川では、護岸が老朽化し、崩壊の危

険性のある箇所や護岸が低く川幅が狭い箇所な

ど、豪雨時に災害の発生と災害に伴う被害が大

きいと想定される河川を重点的に改修を行って

おりまして、日奈久の田ノ川内川や鏡町の新川

など１５河川の改修を行っております。 

 次に、建築物や土地利用の規制・誘導面にお

きましては、ユニバーサルデザインや民間建築

物の耐震診断事業の促進、また土地利用におき

ましては、５年ごとに実施します用途地域見直

しなどのための都市計画基礎調査を行っており

ます。 

 次に、特別会計の公共下水道事業、農業集落

排水処理施設事業、浄化槽市町村整備推進事業

では、衛生的で快適な暮らしを確保し、川や海

の水質を保全していくため、引き続き、面的整

備と処理場の老朽化した施設の改築並びに水洗

化の普及促進や経営の安定化、効率化を図って

おりまして、平成２３年度は、雨水整備におき

まして、浸水防除のため、引き続き、野上ポン

プ場の機械・電気設備と田中町地区の面的整備

を行っております。また、汚水整備につきまし

ては、特に水処理センター沈砂池の耐震補強と

沈砂池設備の改築更新並びに松崎中継ポンプ場

の主ポンプ増設を行っております。 

 平成２３年度の決算におきましては、２３年

２月末に補正しました国の緊急総合経済対策に

伴う事業や地域活性化・きめ細かな臨時交付金

の予算を繰り越しましたものの、ほぼ予定どお

り執行できたものと考えております。 

 平成２４年度も引き続き、各事業の推進と早

期完成を目指し、取り組んでおりまして、平成

２５年度におきましても、継続事業につきまし

ては、同様に取り組んでまいる所存でございま

す。 

 以上、平成２３年度決算における建設部所管

分の一般会計及び特別会計の総括といたしま

す。 

 なお、詳細につきましては、一般会計を井本

次長及び関係課長より、特別会計を松本下水道

総務課長及び湯野下水道建設課長より説明させ

ますので、よろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

○委員長（中村和美君） それでは、午前中の

審議を、船藏建設部長事業総括で終了し、再開

を午後１時より行いたいと思います。それまで

休憩をいたします。よろしくお願いします。 

（午前１１時５０分 休憩） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後１時００分 開議） 

○委員長（中村和美君） それでは、休憩前に

引き続き、会議を開きます。 

○建設部次長（井本 康君） 委員長。 

○委員長（中村和美君） 井本建設部次長。 

○建設部次長（井本 康君） はい。皆さんこ

んにちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）建

設部次長の井本でございます。よろしくお願い

いたします。座って説明させていただきます。 

○委員長（中村和美君） はい、どうぞ。 

○建設部次長（井本 康君） それでは、議案

第９９号・平成２３年度八代市一般会計歳入歳

出決算、建設部所管分につきまして、平成２３

年度における主要な施策の成果に関する調書に

て、第７款・土木費、第１０款・災害復旧費及

び第１２款・諸支出金の土地開発公社費につい

て御説明いたします。 

 不用額の主なものにつきましてもあわせて御

説明し、流用につきましては、平成２３年度八

代市一般会計歳入歳出決算書で御説明いたしま

す。なお、金額につきましては、１０００円単
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位での説明とさせていただきます。 

 それでは、第７款・土木費の歳出決算の状況

について御説明いたします。 

 平成２３年度における主要な施策の成果に関

する調書の１４ページをお願いいたします。 

 第７款・土木費では、予算現額計６８億１２

０２万２０００円、支出済額６０億６３９２万

円、翌年度への繰越額４億２８４３万８０００

円、執行率９５.０％でございます。前年度に

比べ、支出済額で３億２７４２万４０００円の

減少でございます。 

 決算額減少の理由といたしましては、日奈久

地区道路整備事業を基幹事業といたします、ま

ちづくり交付金事業が全て完了いたしましたこ

と、また、街路事業や土地区画整理事業など、

国の交付金事業において、東日本大震災の影響

で内示額が減額されましたことによるものでご

ざいます。 

 次に、翌年度への繰越額４億２８４３万８０

００円は、前年度に比べまして約５億１３００

万円の減少でございます。繰り越しの主な理由

といたしましては、昨年度末の第３次補正や東

日本大震災の影響によります当初内示が一部留

保されておりました事業の留保解除を受けての

追加内示によりまして、道路維持事業や改良事

業、都市計画道路、公園、土地区画整理事業な

どで繰り越したもので、約１億５２００万円、

また都市計画道路事業や土地区画整理事業で用

地費及び家屋移転補償費などを繰り越したもの

が約８９００万円、その他関係機関との協議、

調整などにより繰り越したものが約８７００万

円が主なものでございます。 

 今後、事業の年度内完了に努め、適正な予算

の執行を図る所存でございます。 

 なお、繰越分の詳細については、事業ごとに

御説明いたします。 

 次に、予算現額から支出済額及び翌年度への

繰越額を差し引きました不用額は、３億１９６

６万４０００円でございます。不用額につきま

しては、１００万円を超えるものについて主要

な施策の成果に関する調書にて御説明いたしま

す。 

 それでは、主要事業について御説明いたしま

す。 

 ６１ページをお願いいたします。 

 ユニバーサルデザイン建築物整備促進事業で

ございます。 

 この事業は、店舗など公共性の高い民間建築

物を誰もが利用しやすいよう、ユニバーサルデ

ザインに配慮した改修工事をする際に、国・県

の補助制度を利用して補助するものでございま

す。２３年度は予定１件に対し、相談件数が４

件ございましたが、当事業を利用するまでには

至らず、執行額がゼロ円で、全額不用といたし

ております。今後は、当事業をもっと利用して

いただくためのＰＲに努めていく所存でござい

ます。 

 次に、民間建築物耐震診断事業でございま

す。 

 民間建築物の耐震診断に係る費用の一部を助

成するもので、戸建て木造住宅１０戸、緊急輸

送道路沿道建築物１棟の予定に対しまして、戸

建て木造住宅８戸、５５万６０００円の執行で

ございます。緊急輸送道路沿道建築物につきま

しては、建物の規模も大きくなり、自己負担分

の診断費用もかさむことなどの理由から利用が

ございませんでした。今後、民間建築物、特に

住宅の安全性の観点から当該事業のＰＲに努め

てまいりたいと考えております。 

 次に、市内一円道路維持管理事業は、安全で

円滑な交通の確保を目的として、生活道路の維

持補修や山間部におきます災害防除事業等を実

施しているところでございます。決算額３億１

５８３万８０００円は、主な内容といたしまし

ては、概要欄、工事関係では路肩の補修や側溝

の補修を行います改良工事４２件、舗装の補修
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工事１７件、山間部道路の災害防除工事５件、

小規模な側溝敷設や修繕を行います道路施設修

繕が５６件、規模が小さい舗装修繕５２件、側

溝清掃１３件、委託業務といたしまして、街路

樹管理委託１６件、除草作業委託７９件、測量

設計業務委託１４件などに支出したものでござ

います。 

 財源内訳におきますその他特定財源は、電柱

等の道路占用料や法定外水路等の使用料、市道

関係証明交付手数料等でございます。 

 成果の指標といたしまして、要望処理件数を

見た場合に、平成２３年度各校区等の要望件数

４２５件に対し、実施件数が１８７件でござい

まして、要望箇所の施工実施率といたしまして

は４４％となっております。 

 繰越明許費１億９０２万１０００円は、永碇

町三楽町線道路整備事業で、用地補償交渉の難

航で１３６９万１０００円を、また、国の第３

次補正に伴い、全国防災対策費が２月に追加内

示されましたことから、坂本・泉支所管内６路

線の落石防護網等防災対策工事費９５３３万円

を繰り越したもので、２４度中の完了を予定し

ております。 

 なお、２５６万１０００円の不用は、工事等

の入札残でございます。 

 次に、市内一円道路維持管理事業、繰越分、

決算額２億６８１７万円は、災害防除工事７件

のほか、改良工事２件、その他舗装工事１８

件、測量設計委託２件が主なものでございま

す。不用額１２０万８０００円は、設計委託等

の入札残でございます。 

 次に、交通安全施設整備事業、決算額３３３

９万１０００円は、歩行者、車両等の通行の安

全を確保するため、概要欄の交通安全施設関係

の防護柵、カーブミラー、区画線、視覚障害者

誘導標の設置などに要したもので、ほぼ予定ど

おり執行いたしております。 

 次、６２ページ、６３ページをお願いいたし

ます。 

 市内一円道路改良事業では、道路網の形成を

図るとともに、狭隘道路の拡幅や交差点改良な

どにより市民生活の安全性と利便性向上を図っ

ているところでございます。決算額は、７億８

９２８万５０００円でございます。 

 内容といたしましては、概要欄、道路改良工

事や舗装工事など８６件、測量・設計・調査業

務委託３６件、用地の取得９件、補償費４５件

を実施いたしております。おおむね予定どおり

の執行でございます。 

 その他特定財源は、市道瀬戸石鎌瀬線のかさ

上げ工事に伴います県企業局からの負担金でご

ざいます。 

 不用額１２４３万７０００円が生じておりま

すが、これは用地補償交渉の難航で年度内執行

を見送ったものや委託料の入札残などでござい

ます。 

 次に、市内一円道路改良事業、繰越分、決算

額８２２７万９０００円は、永碇町三楽町線ほ

か１１路線の道路改良や道路舗装を施工し、そ

の他測量設計調査業務委託１件を実施したもの

でございます。平成２３年８月までに完了いた

しております。不用額１００万６０００円は、

工事入札残でございます。 

 次に、南北アクセス線改良事業、決算額８４

９７万２０００円は、千丁町の北吉扇ノ江線と

鏡町の下有佐南北線などの道路改良工事３件を

施工したものでございます。 

 事業の進捗率では、平成２３年度末で、千丁

町の北吉扇ノ江線が６９.８％、鏡町の下有佐

南北線で３３.４％でございます。 

 繰越明許費１５９１万３０００円は、当初国

の交付金内示が、東日本大震災の影響で減額内

示でありましたが、１２月に追加内示がありま

したことから、千丁町北吉扇ノ江線の改良工事

の一部を繰り越したものでございます。 

 次に、単県道路事業負担金、決算額３４２４
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万７０００円でございます。 

 概要欄、市負担金２８８９万２０００円は、

単県事業費２億４９０万円で、県道 北坂本

線、小川八代線など５路線の道路改築７件を施

工されたものでございます。 

 また、市負担金５３５万５０００円は、県事

業３５６９万円で、県道八代不知火線など３路

線の道路側溝整備４件を施工されたものでござ

います。なお、市の負担割合は道路改築で５.

２５％及び１５％、側溝整備が１５％でござい

ます。また、１６２５万３０００円の不用が発

生しておりますが、これは県事業内示の減額に

よるものでございます。 

 次に、橋梁長寿命化修繕計画事業、決算額１

８９４万４０００円でございます。 

 この事業では、平成２２年度までに橋長１５

メートル以上の橋梁１２９橋の長寿命化計画の

策定が完了いたしました。２３年度において

は、橋長１５メートル未満の橋梁の調査、点検

業務、それにあわせて橋長１５メートル以上の

橋梁で緊急性の高い八千把地区の大正橋、泉地

区の池の鶴橋の補修工事を行っております。 

 繰越明許費６０９万７０００円は、工事請負

費で、関係機関及び地元協議、また道路の凍結

や降雪により不測の日数を要したことから繰り

越したものでございます。 

 次に、市内一円橋梁維持管理経費、決算額５

８５万６０００円でございますが、郡築三番町

１号橋の調査設計及び補修工事のほか、１０件

の橋梁修繕を実施したものでございます。 

 繰越明許費３５００万円は、国の第３次補正

に伴います追加内示が２月にありましたことか

ら、郡築三番町１号橋ほか１橋及び坂本支所管

内の登俣大橋の補強工事を繰り越したものでご

ざいます。２４年度中の完了見込みでございま

す。 

 次に、市内一円橋梁改修事業、決算額９０５

万３０００円は、千丁町の中ノ丸丸田線１号橋

の改修工事に要したものでございます。 

 次に、市内一円河川改修事業、決算額６１９

６万４０００円は、水無川など県管理河川の雑

草処理業務委託及び測量設計業務委託に７４

件、日奈久新田町の田ノ川内川など改修工事１

５件、奈良木町の壺焼谷川土砂撤去など修繕１

２を実施したものでございます。 

 次に、県河川海岸事業負担金、決算額１５３

２万１０００円でございます。 

 概要欄、急傾斜地崩壊対策事業負担金１３５

４万円は県事業費７５００万円で坂本町、大島

町など８件分、地すべり対策事業負担金１０万

円は県事業費１００万円で泉町１件を施工、海

岸事業１地区１６８万１０００円は明治新田の

調査、測量設計業務を委託されたものでござい

ます。市の負担割合は、急傾斜地崩壊対策事業

負担金が３分の１から２０分の１、地すべり対

策事業負担金が１０分の１、海岸事業負担金が

２０分の１でございます。不用額が７０２万４

０００円で、これは県事業内示の減額によるも

のでございます。 

 次に、二見川渇水対策施設維持管理事業は、

国土交通省による南九州西回り自動車道、日奈

久 北道路、新赤松トンネル施工に伴い発生し

ました二見川事業損失──これは二見川の水枯

渇でございます──に係る補償金について、本

市と国土交通省で協議が調いましたことから、

当該補償金を原資に、基金の造成及び積み立て

を行ったものでございます。今後、当該基金を

原資として、二見川渇水対策施設の維持管理を

行っていくものでございます。 

 次に、日奈久港港湾改修事業、決算額６０３

万８０００円は、平成２２年度に３回目となる

当該事業の再評価を実施し、事業休止の方針が

決定いたしましたことから、平成２３年度は今

後の維持管理を図るために、日奈久港維持管理

計画策定業務として現地調査を行ったものでご

ざいます。不用額９６万２０００円が生じてお
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ります。委託料の入札残でございます。 

 日奈久港港湾改修事業、繰越分６７９３万２

０００円は、平成２２年度から繰り越しました

防波堤の本体ブロック据えつけ及び上部コンク

リート工のほか、関係の附帯工事を行ったもの

で、平成２３年８月完了いたしております。 

 次、６４ページ、６５ページをお願いいたし

ます。 

 日奈久港みなと振興交付金事業、決算額１３

２４万２０００円でございます。 

 日奈久港みなと振興交付金事業は、港を核に

周辺地域のにぎわいの創出を図るもので、人道

橋、休憩所などを整備する基幹事業と海上タク

シーの運航などの社会実験を行う提案事業を実

施するもので、平成２０年度に交付金事業採択

を受けたものでございます。２３年度は、提案

事業として海上タクシー運航とモニターツアー

を行います日奈久港回遊ネットワーク形成事業

業務委託や港内の通路整備工事、日奈久港案内

情報板設置工事を、また単独費で関連舗装工事

を実施しております。 

 繰越明許費５３１万１０００円は、日奈久港

回遊ネットワーク形成事業業務委託を５月に契

約し、データの収集を開始しましたが、地域ま

ちづくり協議会との協議で、通年のデータが必

要だとのことで繰り越しております。平成２４

年１１月の完了予定でございます。 

 次に、日奈久港みなと振興交付金事業、繰越

分２２３７万３０００円は、平成２２年度から

繰り越しました基幹事業の人道橋を施工したも

のでございます。２３年８月に完了いたしまし

て、日奈久港と日奈久ゆめ倉庫、温泉街を連結

いたしております。 

 日奈久港……。失礼いたしました。 

 次に、鏡港整備事業７４１万４０００円は、

平成２２年度の繰越事業で鏡港航路のしゅんせ

つを行いましたので、引き続き、港内泊地のし

ゅんせつを行い、鏡港の維持管理計画書策定の

ための現地調査をあわせて行ったものでござい

ます。 

 次に、鏡港整備事業、繰越分１億９７００万

円は、鏡港の航路、延長１９０７メーター、幅

２０メートルに堆積しております約４万立方メ

ートルの土砂をしゅんせつしたもので、平成２

３年７月に完了いたしております。この工事

で、干潮時水深が約１メートル下がりましたこ

とから、干潮時におきます漁船の潮待ちが解消

いたしております。 

 次に、八代港県営事業負担金、決算額２億２

５７１万６０００円でございます。 

 現在、八代港の港湾整備は、国と県で港湾改

修、港湾補修、しゅんせつ工事等を実施してい

ただいているところで、２３年度事業費といた

しましては、国・県合わせて２２億３１５０万

２０００円でございます。 

 概要欄をごらんください。 

 まず、国直轄事業は、事業費１７億９８００

万円で、負担金１億７８７９万１０００円でご

ざいます。内容は、外港地区水深１４メートル

岸壁の地盤改良と航路しゅんせつ工事でござい

ます。 

 本事業費は、総事業費９４億円で、平成１９

年度から着工し、今年度の竣工を目標に事業を

進められてこられましたが、国土交通省から工

事内容の見直し等により、総事業費で１３９億

円、供用目標年度が平成３２年度になると伺っ

ております。なお、平成２４年度で、岸壁と泊

地は完了予定と聞いております。 

 次に、県事業の重要港湾改修事業は、負担率

の違う２つの事業を合わせて事業費２億２３５

０万２０００円で、その負担金は１１９２万５

０００円でございます。 

 内訳として、まず負担率１０分の１の事業に

つきましては、外港地区水深９メートル岸壁の

補修工事及び加賀島地区小型船だまりの物揚げ

場工事、また、負担率２０分の１の事業につき
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ましては、加賀島地区土砂処分場の築堤工事を

実施されております。 

 次に、同じく県事業の港湾補修事業は、事業

費２億１０００万円で、負担金３５００万円で

ございます。 

 内容は、外港地区水深７.５メートル泊地し

ゅんせつ工事と臨港道路の舗装工事でございま

す。財源内訳といたしましては、国直轄及び重

要港湾改修事業の負担金を対象として、充当率

９０％の地方債が１億７１５０万円、一般財源

が５４２１万６０００円でございます。不用額

２４９８万３０００円は、国・県事業の事業量

減に伴うものでございます。 

 次に、八代市都市計画基本図作成業務委託、

決算額２６９７万３０００円は、平成２２年３

月の都市計画区域再編により、新たに都市計画

区域となった旧千丁町区域に係る地形図を作成

するとともに、平成９年３月に策定いたしまし

た旧八代市区域について、開発動向が著しい地

域の修正及び作成を行ったものでございます。 

 次に、八代市都市計画基礎調査業務委託、決

算額５５４万３０００円は、都市計画法第６条

に定められた定期調査を５年ごとに行うこと

で、都市化の動向に応じた都市計画の見直しな

どを適切に行うための調査を実施したものでご

ざいます。 

 繰越明許費５４８万２０００円は、調査項目

中の人口、世帯数などに関する調査が国勢調査

結果を資料とするものでございまして、直近、

平成２２年度の国調の集計報告がおくれ、２４

年４月となる見通しでありますことから繰り越

したものでございます。 

 次に、南部幹線道路整備事業、決算額１億６

００４万円は概要欄の交付金事業と地特定分で

実施したもので、まず交付金の１億３５０４万

円は道路築造の工事など３件、南側橋梁下部工

Ｐ５橋脚建設工事の国土交通省委託分などの２

件を実施したものでございます。また、地特定

分２１９９万５０００円は、南部幹線Ｐ４橋脚

建設工事の現場技術管理業務委託など４件を実

施したものでございます。 

 繰越明許費６９９６万円は、南側橋梁下部工

Ｐ５橋脚建設工事委託におきまして、国土交通

省九州地方整備局の設計見直しや入札残額の発

生に伴い、協定額が減額となりましたことか

ら、委託料から工事請負費へ予算を組み替え、

上部工を施工することといたしました。しか

し、入札手続及び工事完了に期間を要しますこ

とから、やむを得ず繰り越したものでございま

す。 

 なお、上部工建設工事は本年８月末に完了を

いたしており、平成２３年度末における進捗率

は６５.５％となっております。なお、１２０

万８０００円の不用が生じておりますが、これ

は交付金の内示減額に伴うものでございます。 

 次に、南部幹線道路整備事業、繰越分でござ

います。決算額７４９４万円は、南側橋梁下部

工Ｐ４橋脚建設工事を行ったものでございま

す。 

 次に、西片西宮線道路整備事業、決算額７０

００万円は概要欄の交付金事業と地特定分で実

施したもので、まず交付金分４０００万円は建

物等補償及び用地費でございます。また、地特

定分３０００万円は、建物等調査業務委託など

３件や建物等補償を実施したものでございま

す。平成２３年度末における進捗率は、２７.

９％となっております。なお、補助内示減に伴

い、６７６９万円の不用額が生じております。 

 次、６６ページ、６７ページをお願いいたし

ます。 

 西片西宮線道路整備事業、繰越分でございま

す。決算額８２４３万円は、建物等移転補償及

び用地買収並びに建物等調査業務委託など２件

が主なものでございます。 

 次に、北部幹線道路整備事業、決算額２６４

９万７０００円は概要欄の交付金事業と地特定
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分で実施したもので、交付金分２２００万円は

改築工事１４０７万２０００円、建物等補償及

び用地費７９２万８０００円でございます。地

特定分の４４９万７０００円は、改築工事４４

２万３０００円、電柱移設補償費７万４０００

円などを実施したものでございます。 

 繰越明許費３３５０万３０００円は、家屋の

移転に時間を要したことから繰り越したもので

ございます。 

 平成２３年度末における事業の進捗は、４

８.３％となっており、平成２５年度末の完成

を予定しております。なお、２６０万３０００

円の不用が生じております。これは、交付金の

内示減額に伴うものでございます。 

 次に、北部幹線道路整備事業、繰越分、決算

額６４２５万７０００円は、建物等移転補償及

び用地費３件が主なものでございます。 

 次に、都市下水路維持管理経費３１２万５０

００円は、宮地都市下水路の維持管理に要した

もので、除草等の敷地管理及び宮地小学校の校

舎とグラウンドの間の箇所の転落防止の防護柵

取りかえに支出したものでございます。 

 次に、都市下水路整備事業４２８０万円は、

概要欄に掲げております田中町排水路修繕など

４５件、市内一円都市下水路測量設計業務委託

７件、横手本町排水路改良工事ほか１２件を実

施したもので、当初計画どおりの執行でござい

ます。 

 次に、市内一円公園施設整備事業、決算額６

５５７万２０００円は、球磨川河川緑地のソフ

トボール専用球場整備や古閑下公園排水設備工

事など工事８件、これら工事のための設計業務

委託が主なものでございます。ソフトボール専

用球場は、平成２４年３月末に完成し、芝の養

生期間を経て７月２２日から供用を開始してお

ります。なお、４９２万８０００円の不用が生

じておりますが、これは業務委託及び工事の入

札残でございます。 

 次に、市内一円公園施設整備事業、繰越分、

決算額８７０万円は、植柳新町南児童公園のト

イレ水洗化改修工事など工事２件、そのほか業

務委託１件分でございますが、平成２４年１月

に完了いたしております。 

 市内一円公園維持管理経費、繰越分９０万８

０００円は、田中西児童公園遊具塗装など修繕

５件を実施したもので、平成２３年１２月に完

了いたしております。 

 次に、都市公園安全・安心対策救急支援事

業、決算額２８５３万８０００円でございま

す。 

 本事業は、開園後、長期間を経過した都市公

園内の老朽化した施設を改築、更新し、また八

代地域防災計画で、震災一時避難場所として指

定されている公園に備蓄倉庫の設置を行うこと

により、公園利用者の安全・安心を確保すると

ともに、防災機能向上を図るもので、平成２２

年度に補助事業採択された交付金事業でござい

ます。 

 主な内容といたしましては、概要欄にござい

ますように高島公園のトイレ改築工事など公園

施設改築の工事６件、これら工事の設計業務委

託１件分でございます。不用が、２００万円生

じております。これは、交付金内示の減額によ

るものでございます。 

 次に、大村橋周辺土地区画整理事業は、県が

施工いたしておりました大村橋交差点改良事業

も平成２３年３月に完了し、既に供用が開始さ

れているところでございます。平成２３年度

は、換地処分のための業務委託を実施し、事業

完了に向けた事務を進めてまいりました。平成

２４年５月に換地処分を公告し、登記事務も完

了、清算事務も１件の分割納入を残し、ほかは

全て完了いたしております。３３１万円の不用

が、生じております。これは、換地処分業務委

託の入札差額でございます。 

 次のページ、６８、６９ページをお願いいた
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します。 

 八千把地区土地区画整理事業、決算額２億３

８６２万５０００円でございます。 

 平成２３年度は、２２年度に引き続き、当該

事業の根幹的施設であります北部幹線の早期開

通に力を入れて、建物移転の補償交渉や工事の

実施に取り組んでまいりました。 

 ２３年度事業の内容について概要欄で御説明

いたしますと、まず、通常分１６３８万円は、

北部幹線ほか舗装工事でございます。次に、総

合交付金分１億２８４１万２０００円は、北部

幹線築造など工事６件、建物移転補償３件、画

地測量など業務委託５件を実施、そのほか八千

把地区土地区画整理審議会を２回開いておりま

す。 

 地特定分１５４８万１０００円は、三楽古閑

中線舗装工事など工事５件分でございます。単

独分７８３５万２０００円は、整地工事など工

事５件、建物移転補償や営農休止補償など１６

件、そのほか区画道路用地の先行取得などに要

したものでございます。その他特定財源の２５

００万円は、八千把土地区画整理事業基金から

の繰入金でございます。平成２３年度末の事業

進捗率は、６０.５％でございます。 

 繰越明許費１億３６６８万９０００円は、国

の交付金に係る当初内示額が東日本大震災の影

響により大幅に減額されておりましたところ、

平成２４年１月に追加内示がありましたことか

ら、工事請負費、補償費を繰り越したものでご

ざいます。工事は２４年１２月までに、建物移

転補償は２５年３月の完了見込みでございま

す。なお、国の交付金の最終内示が当初予定に

対し減額されましたことから、４０６８万６０

００円の不用が生じております。 

 次に、八千把地区土地区画整理事業、繰越

分、決算額６０３０万円は、建物移転など物件

補償７件を繰り越しておりましたが、２４年３

月に完了いたしております。 

 次に、公営住宅ストック総合改善事業は、市

営住宅の各団地の活用計画を踏まえ、既存住宅

ストックの改善事業を適切に実施し、計画的に

維持、保全するもので、国の交付金を受けて実

施いたしております。決算額１０８４万７００

０円は、西片町団地が公共下水道の供用開始地

区になりましたことから、同団地の上下水道接

続工事を実施し、予定どおり完了いたしており

ます。なお、１３６万９０００円の不用が生じ

ておりますが、これは修繕工事の入札残でござ

います。 

 次に、公営住宅施設整備事業は、公営住宅法

に基づき、事業主体である市が市営住宅の良好

な住環境を維持するために市単独費で実施する

整備事業で、決算額１０２７万６０００円は、

海士江町団地７戸分の電気温水器取りかえ、郷

開団地Ａ棟１６戸分の浴槽湯沸かし器取りか

え、流藻川団地内において入居年数３０年以上

の住宅１４戸の畳取りかえ修繕や沖町団地、海

士江町道上団地の空き家各１棟の解体をしたも

のでございます。 

 次に、公営住宅管理経費、決算額４９４１万

９０００円は、公営住宅の居住水準の向上を図

るため、老朽箇所の修繕、機器等の保守点検、

ポンプ取りかえ、植木剪定などを実施したとこ

ろですが、概要欄、賠償及び改修工事は、平成

２３年９月に鏡町の郷開団地で電圧異常による

電気事故が発生し、団地内家電製品の賠償が発

生いたしました。また、電源部の改修工事をい

たしましたことから、これら賠償金及び改修工

事費を補正計上し、実施したものでございま

す。その他特定財源１９８万８０００円は、事

故に伴います保険金でございます。不用額２１

０万２０００円は、修繕等の入札残でございま

す。 

 次に、公営住宅管理経費、繰越分、決算額９

３４万８０００円は、２３年２月に国の緊急総

合経済対策における地域活性化・きめ細かな臨
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時交付金の内示を受け、繰り越したもので、概

要欄のとおり、築添団地や西片町団地の改修工

事を行ったもので、平成２４年９月に完了いた

しております。 

 土木費につきましては、以上でございます。 

 続きまして、第１０款・災害復旧費について

御説明いたします。 

 調書の８９ページをお願いいたします。 

 災害復旧費、道路橋梁施設災害復旧事業、上

から３段目でございます。決算額５６３７万５

０００円は、平成２３年度梅雨前線豪雨災害復

旧として泉町の市道攻線災害復旧工事など８

件、工事発注のための測量設計業務委託７件、

堆積土砂撤去に要します緊急修繕料が主なもの

でございます。 

 繰越明許費７９０万９０００円は、木々子・

板ノ平線災害復旧工事において、当該工事現場

が林道災害復旧工事の資材搬入道路に指定され

ておりましたことから、林道災害復旧工事との

工程調整のため繰り越したもので、２４年６月

に完了いたしております。なお、国の災害査定

によります工法の変更や減額査定のため、工事

請負費を減じた分１０４５万７０００円が不用

となっております。 

 次に、河川施設災害復旧事業、決算額２７７

４万６０００円は、同じく平成２３年度梅雨前

線豪雨災害復旧として、二見下大野町の小屋河

内川災害復旧工事など補助災害復旧工事４件、

湯川内川など単独災害復旧工事５件、測量設計

６件、その他土砂撤去などの修繕を行っており

ます。 

 繰越明許費２７７８万６０００円は、大坪

川、桑鶴川、田ノ川内川、３河川の９つの工事

箇所におきまして、仮設道路設置に伴います地

元協議に時間を要しましたことから繰り越した

もので、平成２４年５月に完了いたしました。

なお、国の災害査定によります工法の変更や減

額査定のため工事請負費を減じた分４６９万８

０００円が不用となっております。 

 ９０ページをお願いいたします。 

 住宅施設災害復旧事業２２万１０００円は、

平成２３年８月豪雨時に市営海士江団地に落雷

があり、電気温水器のメーン基盤が破損したた

め、基盤取りかえを行ったものでございます。 

 災害復旧費は、以上でございます。 

 次に、款１２・諸支出金について御説明いた

します。 

 調書９２ページをお願いいたします。 

 土地開発公社費、決算額４７万７０００円で

ございます。 

 これは、有佐分譲地の販売委託料でございま

す。有佐分譲地販売業務は、平成１７年８月の

合併により、旧鏡町から八代市土地開発公社が

業務を引き継いだものでございます。２３年度

の販売成果でございますが、３区画売却し、残

りは一般住宅用地１区画と集合住宅用地１区画

でございます。今後も開発公社への販売委託を

通して積極的に広報活動を行い、早期完売に努

めてまいるものでございます。 

 以上で、款１２・諸支出金の土地開発公社費

の説明を終わります。 

 続きまして、不用額の説明で、主要な施策の

成果に関する調書に記載のないもので１０００

万円を超えるものについて、及び流用につきま

して、平成２３年度八代市一般会計歳入歳出決

算書で御説明いたします。 

 それでは、決算書１９５ページをお願いいた

します。 

 上から３つ目でございますが、項の５・都市

計画費、目１・都市計画総務費、節２８、公共

下水道事業特別会計繰出金では、１０４０万円

の不用が生じております。 

 これは、下水道事業の歳出抑制に努めました

ことや水洗化促進による使用料収入の増加によ

り、下水道事業の経営改善が図られたことから

１０４０万円を不用とし、繰り出しを減じたも
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のでございます。 

 次に、２０３ページをお願いいたします。 

 項の５・都市計画費、目５・区画整理費、節

２５・積立金では、６９７５万円の不用が生じ

ております。 

 これは、八千把地区土地区画整理事業にて造

成いたしました保留地の売却を、当初９８８４

万４０００円と見込んで予算措置をいたしたと

ころでございますが、保留地の売却額が２９０

８万９０００円にとどまりましたことから、残

額を不用額としたものでございます。保留地処

分金は、土地区画整理事業の貴重な財源となり

ますことから、今後、保留地の売却を積極的に

展開していかなければならないと考えておりま

す。 

 続きまして、流用について御説明いたしま

す。 

 流用全９件中、２０万円を超えます８件につ

いて御説明いたします。 

 それでは、１８６、１８７ページをお願いし

ます。 

 項の２・道路橋梁費、目２・道路維持費、節

の１３・委託料から節２２・補償、補填及び賠

償金へ６９万１０００円流用いたしておりま

す。 

 これは、道路事業の永碇町三楽町線の補償費

に不足を生じたため、流用したものでございま

す。 

 次に、１８８、１８９ページをお願いいたし

ます。 

 項の２・道路橋梁費、目４・橋梁維持費、節

１５・工事請負費から節１３・委託料へ５３万

７０００円流用いたしております。 

 これは、橋梁長寿命化事業におきます橋梁概

略点検業務委託料に不足を生じたため、流用し

たものでございます。 

 それから、１９０ページ、１９１ページをお

願いいたします。 

 項の３・河川費、目１・河川費、節１９・負

担金補助及び交付金から節１５・工事請負費へ

９７万５０００円流用いたしております。 

 これは、工事請負費に不足を生じたため、流

用したものでございます。 

 それから、１９４ページから１９７ページに

かけましてですが、項の５・都市計画費、目２

・街路事業費、節１３・委託料から節１２・役

務費へ２０万円、これは、南部幹線事業におい

て収用裁決申請書提出に直近の不動産鑑定書が

必要となったため、委託料から需用費に流用し

たものでございます。 

 また、節１３・委託料から節１５・工事請負

費へ３６８８万４０００円は、国土交通省との

受託協定額が照査設計により減額となりました

ことから、南部幹線の事業促進を図るため、工

事請負費に流用したものでございます。 

 また、節２２から節１５へ１１０９万円は、

東日本大震災の影響により５％留保されており

ました内示が解除されまして、内示増に伴いま

す北部幹線道路整備事業の工事費に不足が生じ

たため、流用したものでございます。 

 それから、２０５ページをお願いいたしま

す。 

 項の６・住宅費、目１・住宅管理費、節１１

・需用費から節１４・使用料及び賃借料へ２５

万９０００円は、平成２３年９月に発生いたし

ました郷開団地電気事故により壊れました電化

製品のレンタル代の一部でございます。 

 それから、節１２・役務費から節２２・補償

・補填及び賠償金へ８万４０００円流用いたし

ております。 

 これは、平成２４年２月２８日に発生いたし

ました西片町団地漏水事故によりまして、家電

製品の損害賠償が発生いたしまして、そちらの

ほうへ流用したものでございます。（｢８万４

０００円」と呼ぶ者あり）済いません。失礼い

たしました、訂正いたします。８万４０００円
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でございます。 

 それから、次に、予備費充当をいたしており

ます。それの説明をいたします。 

 節１２・役務費に予備費を５７万１０００円

充当いたしております。 

 これは、先ほど申しました郷開団地電気事故

により故障した家電製品の購入見積もりや取り

外し手数料及び処分料に、──失礼いたしまし

た、処分料です。処分料に充当いたしたもので

ございます。 

 それから、節１４・使用料及び賃借料、これ

に予備費を７６万５０００円充当いたしており

ます。 

 これは、やはり郷開団地の電気事故により壊

れました家電製品のレンタル代の一部に充当い

たしたものでございます。 

 以上で説明を終わります。御審議のほどよろ

しくお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） ただいま説明のあり

ました第７款・土木費、第１０款・災害復旧費

中、建設部関係分及び第１２款・諸支出金中、

建設部関係分について一括質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

○委員（前川祥子君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、前川委員。 

○委員（前川祥子君） はい。６２ページの南

北アクセス線改良事業ですけど、これ、有佐、

鏡のほうは３３.４％の進捗率で、完成、完了

はいつになるんでしょうか。 

○建設部次長（井本 康君） 委員長。 

○委員長（中村和美君） はい、井本建設部次

長。 

○建設部次長（井本 康君） はい。現在の計

画での完了予定時期は、平成２５年度末でござ

います。 

○委員（前川祥子君） はい、わかりました。 

○委員長（中村和美君） はい。 

 はい、ほかありませんか。 

○委員（友枝和明君） はい、委員長。 

○委員長（中村和美君） はい、友枝委員。 

○委員（友枝和明君） ６９ページ、公営住宅

施設整備事業で、──の中で、流藻川団地の畳

の取りかえ工事、これは何年、何年をといいま

すか、どれくらいで変えますか。畳。 

○建築住宅課長（藏元哲志君） はい。 

○委員長（中村和美君） 藏元建築住宅課課

長。 

○建築住宅課長（藏元哲志君） はい、建築住

宅課でございます。 

 畳表取りかえは原則入居者負担でやってもら

っておりますが、入居３０年を経過しておりま

す住宅に対して、今回、取りかえ事業を実施し

たものでございます。 

 以上です。 

○委員長（中村和美君） はい、友枝委員。 

○委員（友枝和明君） ３０年かえてなかっで

すか。（建築住宅課長藏元哲志君「はい」と呼

ぶ） 

○委員長（中村和美君） はい、ほかありませ

んか。 

○委員（田方芳信君） ちょっとよかですか。 

○委員長（中村和美君） はい、田方委員。 

○委員（田方芳信君） やっぱその、６９ペー

ジの公営住宅管理経費の中でですよ、郷開団地

の事故に伴う家電製品の賠償ですけど、これ

は、保険金は、保険は幾らぐらいおりてます

か。保険関係のほうでは。 

○委員長（中村和美君） はい、藏元建築住宅

課長。 

○建築住宅課長（藏元哲志君） はい。６９万

４６９１円でございます。（委員田方芳信君

「はい、わかりました。ありがとうございまし

た」と呼ぶ） 

○委員長（中村和美君） ほか、ございません

か。 

○委員（田中 茂君） はい。 
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○委員長（中村和美君） はい、田中茂委員。 

○委員（田中 茂君） ６６ページです。北部

幹線道路整備事業でですね、先ほど説明があり

まして、進捗率４８.３％で、２５年度末完成

ということを今聞きましたんですが。現在の行

きどまりになっているところと今度接続されよ

うとしている北部幹線ですね、これについて、

結節部分のところでなかなか用地買収が進んで

いないようなことを聞いていたんですが、その

後、用地買収は進んでいるのかどうか。それに

よって、完成が変わる可能性もあると思うんで

すが、そこいらについてはどうなっているでし

ょうか。ちょっと説明をお願いします。 

○建設部理事兼街路公園課長（下川哲夫君） 

はい。 

○委員長（中村和美君） 下川街路公園課課

長。 

○建設部理事兼街路公園課長（下川哲夫君） 

はい、街路公園課下川です。 

 今、田中委員のほうから質問がございました

北部幹線の、街路事業で直買を行っている事業

分でございます。この部分につきましては、現

在用地があと１筆ございまして、鋭意話をさせ

ていただいているところでございますが、なか

なか妥結に至らないというところで、現在も引

き続き話し合いをさせていただいているという

状況でございます。 

 事業費ベースには単年度で完成可能かと思い

ますが、今年度、来年度、努力し、最低限でも

来年度にはどうにかならないかなというふうに

思っております。 

 以上です。 

○委員（田中 茂君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、田中茂委員。 

○委員（田中 茂君） はい。それに関連しま

してですね、６８ページの八千把地区の土地区

画整理事業というのがあるんですが、先のほう

の土地区画整理事業は進んでいてですね、取り

つけ道路が入り口のほうでなかなかうまくいっ

てないということになりますと、もちろん努力

されるのはわかりますけれども、不幸にしてで

すね、なかなか買収できなかったという場合に

ですね、そこいらまで考えておられるかどうか

お尋ねしたいと思います。 

○建設部理事兼街路公園課長（下川哲夫君） 

はい。 

○委員長（中村和美君） はい、下川街路公園

課課長。 

○建設部理事兼街路公園課長（下川哲夫君） 

はい。鋭意話し合いを進めるというのを原則に

していますが、それでもという場合には、県と

も相談して、収用関係の話もそのうち出てこざ

るを得ぬ状況になろうかというふうに思ってお

ります。 

○建設部次長（井本 康君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、井本建設部次

長。 

○建設部次長（井本 康君） はい。八千把地

区土地区画整理事業のほうでも、現在北部幹線

道路整備を進めております。これにつきまして

は、平成２５年度末には完全に供用開始ができ

るだろうと考えております。 

 で、街路事業のほうが、まだちょっとはっき

りと物が言えない状況でございますけれども、

暫定的に、区画整理事業区域内の道路を利用、

幹線道路に入っていただいて、それから、現在

完成しております三楽古閑中線という都市計画

道路がございます。こちらのほうも、完了いた

します、完成いたしますので、しばらくそちら

のほうを暫定的に流せないかというようなこと

で、関係機関と協議をやっておるところでござ

います。 

○委員（田中 茂君） はい、わかりました。 

○委員長（中村和美君） いいですか。 

 はい、ほかありませんか。 

○委員（幸村香代子君） はい。 
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○委員長（中村和美君） はい、幸村委員。 

○委員（幸村香代子君） はい。６１ページの

ユニバーサルデザイン建築物整備促進事業なん

ですが、これ、結構長い事業じゃなかったかな

というふうに思っているんですが、相談は４件

あったけれども、実績としては上がらなかった

ということで、今年度はどんなふうでしょう。 

○建設部理事兼建築指導課長（羽多野俊光君）

 はい。 

○委員長（中村和美君） 羽多野建築指導課課

長。 

○建設部理事兼建築指導課長（羽多野俊光君）

 建築指導課の羽多野でございます。 

 本年度も、一応同じ、１件、４００万という

ことで予算化しております。で、現在、１件相

談が、申請があっております。で、その手続を

行っております。用途は、店舗でございます。

店舗の改修工事で、今、手続を行っているとこ

ろでございます。 

○委員（幸村香代子君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、幸村委員。 

○委員（幸村香代子君） はい。これ、たしか

県のユニバーサルデザイン、何か事業じゃなか

ったかなと、ちょっとうろ覚えなんですが、─

─ということがあって、バリアフリー化みたい

なところで結構当初は多くの事業の希望とかも

あってたんじゃないかなというふうに思うんで

すね。で、ここ最近、非常にそういった意味で

は、件数的にも余り多くなくて、１件というふ

うなところの目標でされているようなんですけ

れども、全体的に言うと、対象というふうなと

ころで思ってられる、これだけはというふうに

思ってられるところと、反応というか、対象と

なるような建物のところの反応、民間の反応と

いうのはどうなんですかね、今。 

○建設部理事兼建築指導課長（羽多野俊光君）

 はい。 

○委員長（中村和美君） はい、羽多野建築指

導課課長。 

○建設部理事兼建築指導課長（羽多野俊光君）

 ２３年度４件の相談があったということで、

これ、事業、ＰＲを一応しております。で、そ

れを聞かれて、尋ねられて。改修はしたいんで

すが、それが部分的な改修という場合が多くで

すね。今回の事業は、全体的な改修が補助要件

になっておりますので、そこまで、全体までは

やらないという場合があります。で、関心は一

応あるんじゃないかなと思っております。（委

員幸村香代子君「はい、わかりました」と呼

ぶ） 

○委員長（中村和美君） はい。ほかございま

せんか。 

○委員（矢本善彦君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、矢本副委員

長。 

○委員（矢本善彦君） はい。６５ページの南

部幹線、これは平成８年から総事業費５０億円

で、今は整備中だけども、用地買収で、一件な

かなか難しいところがあるけど、今、状況はど

うなっているか。 

○用地課長（村川康弘君） はい。 

○委員長（中村和美君） 村川用地課長。 

○用地課長（村川康弘君） 用地課の村川でご

ざいます。よろしくお願いします。 

 南部幹線の土地、１件ですけれども、１筆ご

ざいまして、そのうち御賛同いただけた方につ

いてはですね、持ち分の登記をですね、賛同し

ていただいた方から、市のほうに所有権移転を

登記はしております。 

 ただ、反対されているお一方については、そ

の持ち分は残して、それで収用の手続というこ

とで、──ただ、収用の時期については、県と

十分協議して行っておりますけれども、ちょっ

と事業の拡幅工事のために変更しなくてはいけ

ないということで、その変更後に収用の権利取

得裁決、それから申し立ての、明け渡し申請の



 

－39－ 

ですね、申請書を県のほうに出してくれという

県の指導をいただいておりますので、現在のと

ころ、変更の事業認定待ちということでござい

ます。 

 以上でございます。 

○委員（矢本善彦君） わかりました。 

 はい。 

○委員長（中村和美君） はい、矢本副委員

長。 

○委員（矢本善彦君） それから、あそこは何

かな、ゆめタウンの付近は、建馬、県の調査費

が出とったと思うけども、ずっとことしも出て

るんかな。 

○委員長（中村和美君） はい、下川街路公園

課長。 

○建設部理事兼街路公園課長（下川哲夫君） 

まだ実施設計までは至ってないというふうに聞

いておりますが、予備設計で橋梁の形式とか、

そういうのは検討されたというところまでは聞

いております。はい。（委員矢本善彦君「は

い、わかりました」と呼ぶ） 

○委員長（中村和美君） はい。ほかありませ

んか。 

○委員（田中 安君） はい、済いません。 

○委員長（中村和美君） はい、田中安委員。 

○委員（田中 安君） ６４ページの県営の八

代港の話なんだけど。その中の県の部分です

ね、重要港湾改修事業という形で出てるわけで

すけど、これはわずかな金しか出てませんよ

ね。しかし、マイナス９メーター岸壁の耐震工

事とか何かがある予定なんだろうけど、そのあ

たりについてはいつごろまでに取りかかれるん

ですかね。 

○重点港湾八代港営業隊長（髙﨑 正君） は

い。 

○委員長（中村和美君） 髙﨑重点港湾八代港

営業隊長。 

○重点港湾八代港営業隊長（髙﨑 正君） 重

点港湾八代港営業隊長、髙﨑でございます。 

 今、お尋ねの部分、県営事業負担金の部分の

ことで、９メートル岸壁前面の泊地……（委員

田中安君「耐震です」と呼ぶ）そうですね、改

修ですね。はい。 

 この事業につきましては、全体事業費としま

しては２億５０００万円を予定してございまし

て、完了年度としましては平成２６年度完了予

定ということでございます。で、平成２３年の

部分につきましては、非常に事業費少のうござ

いますけども、これにつきましては、測量設計

及び土質の調査ということで、調査事業のほう

に充てられているということで、本格的な事業

は今年度からというような形になっています。 

 以上でございます。（委員田中安君「はい、

わかりました」と呼ぶ） 

○委員長（中村和美君） ほかございません

か。 

○委員（松永純一君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、松永委員。 

○委員（松永純一君） はい。主要施策の成果

報告には載っておりませんので、決算書のほう

で説明願いたいと思いますが。１８７ページの

道路維持費の中の原材料費、１６節、約４００

０万ですね。これの内訳をまず教えてもらえま

すか。例えば、あるかどうかわかりませんけど

も、生コンが幾らとか、あるいは鋪装合材が幾

らとか、砂利が幾らとかというようなことをま

ず。（｢今、原材料費ですね。３９００万ぐら

い。１億円もないんですよね」「そうですね」

と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） わかりますか。わか

らなければ、後ほど……。（委員松永純一君

「わからなければ、材料名だけでもいいですけ

どね」と呼ぶ） 

○土木管理課長（楠本研二君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、楠本土木管理

課長。 
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○土木管理課長（楠本研二君） 委員お尋ねの

原材料の種類なんですけども、生コンとアスフ

ァルト合材、それと道路側溝とか、あとガード

レールとか、そういった交通安全の部材とかを

支給しております。あっ、支給じゃなくて原材

料で払っております。 

○委員（松永純一君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、松永委員。 

○委員（松永純一君） 恐らく融雪剤の、名前

はハイキープかなんかわかりませんけども、そ

ういうものも入っているだろうと思うですよ

ね。あるいは、この生コンにしてもですね、こ

れはですね、生コンを支給してもらって、生コ

ンを打つのは地元の人が打ったりするわけです

ね。ですから、効率的には非常に、これは業者

にとってはいいはずなんですよ。ところが、全

体額が４０００万で、非常に私は不足している

と思うんですね。 

 １つは、昨年だったですかね、４０年ぶりに

五家荘に大雪が降りました。そのときに、もう

融雪剤が物すごく不足したんですよね。地元の

人たちは、支所に出してくれ、やってくれと言

われますけども、支所では予算がないとかです

ね、買えないとかですね。それで、県が県道

に、国道に置いとるのをですね、持っていっ

て、市道とか林道にまいてもらうというような

状況があったわけなんですよね。 

 それで、もう少しですね、これは単独ですか

ら非常に財政に要求するのもなかなか難しい

し、財政も右から左にはつけてくれないとは思

うんですけども、もう少しですね、この原材料

費をですね、確保していただきたいということ

でですね。生コンにしてもですね、恐らく支所

に配分される予算というのはたしか９０万ぐら

いって聞いておりました。それでは、支所はも

う本当に対応ができないわけですね。ですか

ら、来年に回してくれと。その次に要望が来た

ら、それはまた来年とか再来年に回してくれと

いうのが、今、現状ですので。ここはですね、

本当は、種別ごとの金額と各支所に割り当てら

れている金額あたりも聞きたかったんですが、

それは個別としてですね、お尋ねしますので。 

 全体的に、４０００万という金額、これは本

当に大きいわけでありますけれども、効率から

言うと、かなり有利な事業になると思いますの

で、ここはしっかりですね、予算要求して、確

保して、支所あたりのですね、要望にも応えて

いただきたいというふうに思います。 

 後でまたお尋ねしますので。個別に。 

○委員長（中村和美君） はい。よろしいです

か。ほかありませんか。 

○委員（鈴木田幸一君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、鈴木田委員。 

○委員（鈴木田幸一君） 先ほどの関連で言っ

てもよかったんですけど、公営住宅のことです

が、６９ページの。今の公営住宅の入居状況と

空き部屋とか、今ないんですかね。毎回これ、

多分経済企業委員会では質問あっとっと思うと

ですけど。 

○委員長（中村和美君） わかりますか。 

○建築住宅課長（藏元哲志君） はい。 

○委員長（中村和美君） 藏元建築住宅課長。 

○建築住宅課長（藏元哲志君） 建築住宅課で

ございます。 

 管理戸数が１３７４戸ありまして、そのう

ち、現在空き家となっているのは７９戸でござ

います。この中には、用途廃止予定の団地も３

６戸ほど含まれております。その他に、それか

ら区画整理地域内におけます若宮団地の政策空

き家が１６戸でございます。（委員鈴木田幸一

君「今なんて」と呼ぶ）（｢政策空き家」と呼

ぶ者あり）政策空き家として。区画整理関係で

１６戸、それから用途廃止予定団地で３６戸で

ございます。 

○委員（鈴木田幸一君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、鈴木田委員。 
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○委員（鈴木田幸一君） これは、よく市民の

方からお尋ねがあっとですけどですね。今、非

常に住宅でもですね、公営住宅の場合は非常に

単価が、入居するとに費用が安いということで

ですね、非常に需要が高いと思うんですよ。そ

れで、１戸でもあいとるならば、とにかくあい

とるとでしょう、入れられぬとですか、入れぬ

とですかという要求が高い、そういうふうに私

も聞かれたこともあるし、今、恐らくそぎゃん

したことで、多くの議員の方が、公営住宅につ

いてはいろんな興味があっと思うとですけど。 

 ７９戸あいとって、政策、政策……（｢空き

家」と呼ぶ者あり）空き家というとが１６戸で

すか。（｢そうです」と呼ぶ者あり）というこ

とは、６３戸についてはあいとるということだ

いけん、でくっだけあいてる期間というとばた

い、あいてる期間というとばなくして、早急

に、早く、何ちゅうかな、くじ引きで、くじか

何かで当たらぬだったところの人でも、どんど

んどんどんもう、また出してですね、次から次

に埋めるようにしていったらどうかと思うとで

すけど。その辺のところはどぎゃんあれになっ

とですかね。 

○建築住宅課長（藏元哲志君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、藏元建築住宅

課長。 

○建築住宅課長（藏元哲志君） おっしゃると

おり、速やかな対応ができますように、修繕等

に努めているんでございますが、何分退去され

て修繕が必要な住宅等が現在２０戸ほどありま

して、そういうのに時間がかかっている状況で

ございます。できるだけ早く対応できるように

していきたいと思っているところでございま

す。 

○委員（鈴木田幸一君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、鈴木田委員。 

○委員（鈴木田幸一君） 修繕しているが、ま

だおくれていて使えない状況であるということ

ですか。 

 ああ、はい。 

○委員長（中村和美君） はい、鈴木田委員。 

○委員（鈴木田幸一君） いろんな政策の中で

ですね、住宅政策だけなんですよ。費用対効果

とか、いろんなもので取り返すだけの力のある

政策というとはですね。いろんなお金を使うで

しょう。例えば、道路ば、道路ば整備しても、

なかなかその効果は表にあらわれないと。しか

し、住宅についてはですね、住宅に使った費用

というのがこのくらいって、しかし家賃ばずっ

と払っていきますから、案外明確にでくるとい

うことでですね、住宅に対しては、１つの、何

ちゅうかな、地域に若い人は残ってもらうと

か、いろんな人口増の対策にしても、含めてで

すね、住宅政策というのは非常に必要な部分で

あっとですよ。 

 そういった意味からもですね、２０戸とか、

あるいは３０戸とかが、まだなかなか、それに

住めない状態であるというとがあっとならばで

すね、やっぱり、それは政策上の問題として、

予算ば請求してですね、どんどんどんどん早く

使えるようにして、一般の住民の方にですね、

入っていただくようにしたほうがいいと思うん

ですよ。非常に費用について安いということ

で、需要が高いというふうに感じておりますの

で、よろしくお願いします。 

○委員長（中村和美君） はい、要望ですね。 

 はい、ほかありませんか。 

○委員（矢本善彦君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、矢本副委員

長。 

○委員（矢本善彦君） 市営住宅の滞納状況。

関連で。何軒の。 

○委員長（中村和美君） わかりますか。 

○建築住宅課副主幹兼住宅係長（西田裕一君）

 はい。 

○委員長（中村和美君） 西田建築住宅課係
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長。 

○建築住宅課副主幹兼住宅係長（西田裕一君）

 建築住宅課、西田でございます。よろしくお

願いします。 

 滞納人数でございますか。（｢金額。人数と

金額｣と呼ぶ者あり） 

 大変お待たせいたしました。 

○委員長（中村和美君） はい、西田建築住宅

課係長。 

○建築住宅課副主幹兼住宅係長（西田裕一君）

 収納未済額でございますが、２３年度決算

で、現年度、過年度合わせまして、４８５６万

５８０円でございます。 

 滞納されてる人数ですが、現時点でですけ

ど、現入居者のみでカウントした場合、２８６

名が一月でも滞納されている方でございます。 

○委員（矢本善彦君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、矢本副委員

長。 

○委員（矢本善彦君） 徴収はどのようにされ

てるんかな。徴収対策。 

○委員長（中村和美君） はい、建築住宅課、

西田係長。 

○建築住宅課副主幹兼住宅係長（西田裕一君）

 まず、現年度の納期限まで納めておられない

方には、翌月督促状を送っております。 

 あと、過年度から未納がある方については、

２３年度の実績としましては、１回ですね、滞

納状況の催告をお送りしまして、滞納の面談で

すね、──を行っております。 

 あと、過年度と現年度合わせてですが、収納

の約束がとれた方については、徴収嘱託員を１

名雇用しておりまして、時間外も含めてです

ね、徴収に回っていただいているという状況で

ございます。 

 あと、今年度から滞納された比較的少額の滞

納者については、電話催告をいたしているとこ

ろでございます。 

 以上が、主な対策でございます。（委員矢本

善彦君「わかりました」と呼ぶ） 

○委員長（中村和美君） よかですか。 

○委員（矢本善彦君） はい。 

○委員（鈴木田幸一君） 一ついいですか。 

○委員長（中村和美君） はい、鈴木田委員。 

○委員（鈴木田幸一君） ちょっと関連ですけ

ど。それは、出ていってもらうというとが普通

じゃないんですか。真面目に家賃を払っている

というのが、それが基本的な姿じゃないです

か。だから、例えば、３カ月滞納したならば出

ていってもらうとか、半年滞納したならば出て

いってもらうという、そういうやり方はしてな

いんですか。 

○委員長（中村和美君） はい、藏元建築住宅

課長。 

○建築住宅課長（藏元哲志君） 市営住宅入居

者はもともと低収入ということでございますの

で、その方々の生活の状況とかを伺いまして、

相談に乗って、その上で滞納、計画を立てる。

また、立てられず、未納の場合は退去を願う

と、そういう段階的に、──退去に至るまでの

間で解決して、残っていただく人は残ると。そ

れでも無理な方は出ていくというふうに、分け

ていっているところでございます。 

○委員（鈴木田幸一君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、鈴木田委員。 

○委員（鈴木田幸一君） はい。退去してもら

うというのが私の言い分じゃないんですよ。退

去してもらう、退去しないようにするというの

が問題であると私は思うんですけどな。だか

ら、話し合いで、厳しい態度で臨まなければな

らないという部分ば、厳しくしなければ、滞納

がどんどんふえていく。４８００万の滞納とい

うのは、もう異常に近いんじゃないですかね。

累積じゃあっとでしょうけど。そして、人数も

２８６名、これはもう異常としか思えぬとです

よね。 
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 やっぱし、人間って弱かもんで、あそこが滞

納してかり、あんまり厳しゅうなかばい、な

ら、うちもというごたる、そういう考えになり

がちな部分がありますので。結局、そういう気

持ちじゃだめですよって。やっぱし滞納してす

るのは、やっぱし市民の税金でつくった住宅に

対する対策としては、退去ちゅうとも十分に考

えとかぬばいかぬとですから、払うところは払

ってくださいって。それは、もうしっかり言っ

ていいと思うとですよ。 

 ただ、退去するのが、させるのが目的じゃな

いんですけど、待機者の方、今、ここを希望し

て待機しておられる方も、そういった意味では

やっぱり低所得者なんですよ。その方たちは、

入られないって。それで、お金を払わない人が

そのまま居座っておるというのはですね、やっ

ぱし、基本的にはやっぱ不平等な部分ばつくっ

ているんじゃなかろうかというふうに感じたも

んだから、やっぱりちょっと。退去するとが中

心じゃないけれども、特に悪質な場合には早急

な対応ばしていくというのもですね、やっぱり

必要じゃなかろうかと思うんですけど。 

○建設部次長（井本 康君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、井本建設部次

長。 

○建設部次長（井本 康君） はい。住宅の滞

納につきましては、過年度に、平成何年かだっ

たか、ちょっとはっきりと記憶しておりません

で申しわけありませんが、提訴をいたして、何

カ年か、３カ年ほどにわたりましてですね、提

訴を続けておりました。で、大体２２年度で提

訴が一巡いたしまして、ここ、２３年度と今年

度はその提訴の手続をとっておりません。そう

いうことからですね、少し滞納についての、入

居者の方のですね、意識が、少しまた緩んでき

ているところもあるんじゃないかと思慮いたし

ます。 

 今後、今、委員もおっしゃられましたよう

に、出ていってもらうのが目的ではありません

で、住宅、家賃として、を、きちっと払っても

らうというのが前提ですから、今後、皆さんの

公平性を図る上で、必要あれば、また提訴とい

うようなことも準備しながら、また、ほかの皆

さんにはまた丁寧に説明して、料金、家賃を払

っていただけるよう努力してまいりたいと思っ

ています。 

○委員（鈴木田幸一君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、鈴木田委員。 

○委員（鈴木田幸一君） たしか、３年ほど前

ですね、決算委員会の中でそういった質問があ

ってですね、提訴をしながら対応しておられる

とか、厳しい姿勢だなというふうに感じたんで

すけれども、きょうの話を聞くと、厳しさがな

くなっているなと思ったもんだからですね。や

っぱし、さっき言いましたように、待っている

方も、待機しておられる方も低所得者なんです

よ。今、入居しておられる人だけが低所得じゃ

なくて、もともと低所得者の方が入居の対象に

なるわけだから、これで待っておられる方のこ

とも十分に考えるならばですね、厳しい対応と

いうよりも的確な対応ですよね、これをしっか

りしていってもらうならばいいかなと思います

ので、よろしくお願いします。 

 以上です。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） それでは、ちょっと

委員長を交代します。 

○副委員長（矢本善彦君） 中村和美委員長。 

○委員（中村和美君） 先月ですけど、これは

もうちょっと決算と関係なかですが。日奈久の

浜町、ゆめ倉庫近くが大潮で冠水して、膝、膝

下というか、までして、３号線まで塩水が入っ

ていったわけでございますが、御存じでしょう

か。 

 それと、御存じだったら、どういう対応をさ
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れたのかお願いします。 

○建設部理事兼土木建設課長（市村誠治君） 

はい。 

○副委員長（矢本善彦君） はい、市村土木建

設課長。 

○建設部理事兼土木建設課長（市村誠治君） 

先般のですね、台風の、長崎の先を通りまし

て、韓国のほうに抜けたんですが、そのとき、

ちょうど八朔潮といいますか、年間で一番高い

潮とちょうど時間的に当たりまして、台風の気

圧というのが９５０ミリバールということで、

長崎のほうを通ったんですが、かなり大きな勢

力だったということで。いつもの八朔潮が、高

さで４.１メーターまで来るということで、日

奈久周辺の堤防は大体５メーター近く、４メー

ター５０は確保してあるんですが、──あっ、

５メーター、済いません、５メーターは確保し

てあります。で、４.１メーターに、大体気圧

からいけば７０センチほど上がるということ

で、予想はそこまで上がるかな、長崎の先を通

るからと思っていたんですが、実際は７０セン

チ上がりまして、４.８メーターまで来まし

た。で、５メーターのところだから大体が超え

ないはずだったんですが、日奈久の海岸につき

ましては、護岸の前がちょうど漁協さんの船着

き場ということになっておりまして、護岸から

おりるために、切り欠きが二、三十カ所ずつぐ

らいあります。これにつきましては、八朔潮や

何かのときは、業者に委託しまして、その部分

の土のう積みとか、ポンプの設置とかを準備し

ておりました。 

 ただ、７０センチ上がるということで、上が

る予定、想定しておりませんでして、昔の漁協

の跡地の前に、幅２メーターと４メーターの切

り欠き、これがちょうど４メーター５０の切り

欠きの高さだったんです。で、その高さを３０

センチほどオーバーしまして、それがゆめ倉庫

の前に流れ着いて、国道３号が１００メーター

ほど冠水したという事態になっております。 

 これにつきましては、消防団のほうも一生懸

命、もとの漁協の跡の２カ所のところに土のう

を積んだんですが、潮の高さが、上がるのが早

くて、かなりの水が国道３号に流れ着いたとい

うのが実情でございます。 

 うちが、土木のほうで委託しておりますポン

プ、可動用のポンプ、１５センチ、１台フル活

動したんですが、なかなかそこまでは排除がで

きませんで、あのような事態になったというこ

とで。 

 今後ですね、想定が甘かったといえば甘かっ

たんですが、７０センチ上がるというのがです

ね。また、台風等の接近につきましてはです

ね、また緊急的に土のうをそこも積むとか、

今、調査をかけようと思っているんですが、あ

いているところの護岸の封鎖とかですね、可能

なら封鎖を考えたいと思います。 

 それと、敷高を４.５から４.８に上げたり、

利用ができる範囲で、護岸高をですね、切り欠

けのところを上げたいなと考えております。 

 最終的には、一番いいのが横開きの、鋼鉄製

の水門でですね、全部封鎖したほうがいいんで

すが、またそれが、あと十数カ所残っていると

考えております。で、１カ所二、三百万ずつか

かるんじゃないかなと思っておりますので、低

いところの、緊急性のあるところをですね、予

算化して、順次していきたいなと。 

 あとは、応急の場合は、土のうや何かで対応

したいなと思っています。 

 以上です。 

○委員（中村和美君） はい、委員長。 

○副委員長（矢本善彦君） はい、中村委員

長。 

○委員（中村和美君） 要望ですが、３年ぐら

いに１回は、あそこ、やはり、大潮のときは浸

水します。ですから、根本的に、早目に、今、

課長おっしゃいましたけど、そういう被害がな
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いようにですね、早く手を打ってもらいたいと

いうふうにお願い申し上げておきたいと思いま

すので、早急にお願いしておきたいと思いま

す。 

○副委員長（矢本善彦君） はい、市村土木建

設課長。 

○建設部理事兼土木建設課長（市村誠治君） 

はい。早急に調査をかけてですね、できるとこ

ろ、緊急性のあるところから対応していきたい

と思っております。 

 以上です。 

○副委員長（矢本善彦君） はい。 

 委員長、いいですか。 

○委員（中村和美君） はい、ありがとうござ

いました。 

○副委員長（矢本善彦君） それでは、委員長

職を委員長に交代します。 

○委員長（中村和美君） はい、ありがとうご

ざいました。 

 以上で、第７款・土木費、第１０款・災害復

旧費中、建設部関係分及び第１２款・諸支出金

中、建設部関係分について質疑を終わります。 

 ありがとうございました。（｢どうもありが

とうございました」「ありがとうございまし

た」と呼ぶ者あり） 

 １０分ほど休憩いたしまして、２時３５分よ

り再開いたしたいと思います。 

（午後２時２７分 休憩） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後２時３６分 開議） 

○委員長（中村和美君） それでは、休憩前に

引き続き、会議を開きます。 

 次に、第８款・消防費について、説明を求め

ます。 

○市民協働部長（坂本正治君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、坂本市民協働

部長。 

○市民協働部長（坂本正治君） はい。それで

は、大変お世話になります。市民協働部でござ

います。座って説明をさせていただきたいと思

います。 

○委員長（中村和美君） はい。どうぞ。 

○市民協働部長（坂本正治君） それでは、市

民協働部が所管をいたします第８款・消防費

と、それから第９款の教育費の一部につきまし

て、さきに実施をいたしました部内での執行状

況の点検・評価をもとに、全体的な総括をさせ

ていただきたいというふうに思います。 

 まず、最初に第８款の消防費につきましてで

ございますが、防災安全課が所管をいたします

安全・安心なまちづくりへの取り組みがござい

ます。 

 昨年は、東北大震災の発生によりまして、こ

れまでの防災に対する考え方が大きく変わりま

した。改めて、防災、減災の重要性を再認識さ

せられ、特に重要な課題として受けとめている

ところでございます。 

 そこで、まず消防力の充実につきましては、

特に非常備消防のかなめであります消防団の施

設整備の充実を図るために、整備計画に基づき

まして、積載車や小型動力ポンプの更新、さら

には消火栓などの施設設備の充実を図ったとこ

ろでございます。しかし、何と申しましても、

これらの資機材を取り扱います消防団が少子高

齢化、過疎化によりまして確実に減少してきて

おりまして、大きな課題となっております。 

 こうした傾向は、特に山間部におきまして顕

著に見られることから、消防団員の確保対策を

重要課題に掲げまして、消防団活性化計画の策

定に向けて取り組みを始めております。しか

し、中長期的な見地からの対策が必要であると

のことから、さきの部内評価におきましては、

取り組みとしましては、余りできなかったとの

評価といたしておるところでございます。 

 部といたしましても、団員等の減少を補うた

めに、機能別消防団員の制度導入、組織率約７
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６％の自主防災組織の強化・育成策など効率的

な方策となるように早急に検討するよう指示を

いたしたところでございます。 

 次に、防災基盤や防災体制の整備事業の一環

といたしまして、防災行政無線の整備や備蓄倉

庫の整備を行いました。 

 特に、防災行政無線につきましては、本庁管

内であります旧八代市域におきまして、一部の

地域で電波障害や既存の設備の不具合によりま

して放送が聞こえない地域も数カ所ございまし

て、その実態把握と対策につきましては、早急

に実施するよう指示をいたしたところでござい

ます。 

 さらに、備蓄倉庫の整備につきましては、新

たに３校区において資機材の整備を行いました

が、今後の整備に当たりましては、配置基準を

明確にした上で、あらゆる災害を想定し、計画

的に資機材や備蓄品の整備を図るよう指示をし

たところでございます。 

 以上が消防費でございますが、消防費はまさ

に市民生活の安全・安心を担う事業ばかりでご

ざいますので、新たな防災対策の整備に向けま

して、過去の災害履歴、さらには今回の震災も

教訓にいたしまして、地域防災計画の見直しに

生かしてまいりたいと考えております。 

 以上、消防費の総括とさせていただきます。 

 続きまして、第９款の教育費のうち、市民協

働部が所管をいたします、いきいきスポーツ課

と文化まちづくり課の関係分につきまして申し

上げます。 

 ２３年度よりスポーツと文化振興の両分野を

教育委員会から市長部局へ移管をし、スポーツ

と文化によるまちづくりのテーマのもとに、新

たな取り組みを始めたところでございます。文

化活動やスポーツ活動を市民生活に定着させる

ことは当然のことでございますけども、全国規

模の大会誘致やツアーなどの受け入れなど、ス

ポーツや文化を観光振興や地域づくりに結びつ

けるような新たな視点での事業の展開を目指し

ておるところでございます。 

 まず、文化まちづくり課関係でございますけ

ども、文化の香り高いまちづくりの取り組みと

いたしまして、妙見祭などの文化財の有効活用

や伝承文化の継承を図っております。この文化

財の保護業務につきましては、あくまでも教育

委員会の補助執行として行っているところでご

ざいますが、貴重な文化財の保存・継承を進め

ると同時に、文化財をまちづくりに生かすため

の取り組みにつなげているところでございま

す。 

 このほか、文化、芸術活動の推進におきまし

ては、文化団体の育成や厚生会館など３つの文

化施設での自主文化事業がございます。市民の

文化活動を地域活動として根づかせるために

は、地域づくりの視点が大切になってきます。

現在、取り組みを始めております住民自治の推

進に合わせ、市民の文化活動を直接的に支援す

る仕組みづくりも大切になってくると考えると

ころでございます。今後、各文化施設における

自主文化事業の見直しや市民文化祭の充実な

ど、本市の文化活動の基盤づくりにつながる取

り組みを強化してまいりたいと考えておりま

す。 

 次に、いきいきスポーツ課関係でございます

が、まず、本市が目指しますスポーツによるま

ちづくりを進めるために、スポーツ人口の増加

促進事業に取り組みました。 

 まず、スポーツの拠点づくりを推進する目的

で、全国規模のスポーツ大会の誘致や全日本級

の合宿を昨年度に引き続き開催したところでご

ざいます。 

 毎年、スタッフの確保や運営費などの財源の

捻出など課題も多いところではございますが、

協議団体等の御努力によりまして、大会の運営

等に関しましては、高い評価をいただいており

まして、交流人口の増加や競技力の向上を初
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め、八代市の知名度アップにもつながっている

ところでございます。 

 次に、市民体育祭やスポーツ教室などの開催

につきましては、体育協会を初め、協議団体に

その運営を委託をしているところでございま

す。今後は、体育協会と行政の役割を明確にす

るなど、新たな時代に即応できる組織づくりを

行う必要があり、ＮＰＯ法人など独立した組織

として活動できるよう支援を行ってまいりたい

と考えております。 

 さらに、体育施設の整備や管理につきまして

は、老朽化した既存施設の修繕や改修を中心に

行っております。今後、新たなスポーツ施設の

整備につきましては、教育委員会から市長部局

へ移管したことの意義を踏まえまして、スポー

ツによるまちづくりにつながるような施設の整

備計画の策定を急ぎたいと考えております。 

 以上、教育費の総括とさせていただきます。 

 以上、よろしく御審議をお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） はい、ありがとうご

ざいました。 

○市民協働部次長（脇坂 裕君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、脇坂市民協働

部次長。 

○市民協働部次長（脇坂 裕君） はい。こん

にちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）市民

協働部の脇坂でございます。よろしくお願いい

たします。座らせていただきまして、説明をさ

せていただきます。 

○委員長（中村和美君） どうぞ。 

○市民協働部次長（脇坂 裕君） それでは、

第８款・消防費につきまして、平成２３年度に

おける主要な施策の成果に関する調書に基づき

まして、説明をさせていただきます。 

 まず、１４ページをお願いいたします。 

 まず、歳出決算の状況でございますが、上の

表の８段目でございます。項目８の消防費、支

出済額１９億８０４６万２０００円で、執行率

が９９.１％、歳出総額に対する構成比は３.７

％となっております。前年度と比較しまして、

約１億６０００万円、７.５％の減となってお

ります。減の主な理由としましては、前年度に

実施いたしました同報系防災通信システム工事

などが主なものでございます。 

 それでは、消防費の主な事業につきまして御

説明を申し上げます。 

 ７０ページをお願いいたします。 

 まず、八代広域行政事務組合消防費負担金

は、事業の概要にありますとおり、八代広域行

政事務組合消防費負担金１６億３５９１万３０

００円と鏡消防署用地の購入に対します負担金

の８３３万円が主なものでございます。 

 次の消防団施設整備費は、消防団に配備いた

しております車両及び資機材の更新等に要した

費用でございまして、消防小型動力ポンプ及び

積載車の購入費２３８１万６０００円を初めと

しまして、活動服の購入等に要した費用のほ

か、地区所有の各分団の車庫や格納庫等の修繕

に係る費用などでございます。 

 特定財源の２１８４万８０００円は、石油貯

蔵施設立地対策等交付金１３９９万２０００円

と電源立地地域対策交付金７８５万６０００円

でございます。 

 消防団員出動手当は、消防団員の通常訓練を

初め、火災現場の消火活動や集中豪雨等の災害

時における警戒活動など、出動した際の費用弁

償でございまして、２３年度は延べ７６１１名

が出動いたしております。なお、１回の出動手

当は、１８００円でございます。 

 次の消防団員退職報償金は、平成２３年度中

に退職した団員総数１９８名のうち、５年以上

勤続した１５７名の団員へ、その勤務年数に応

じて支給をいたしております。 

 その他特定財源４９５０万９０００円は、消

防団員等公務災害補償等共済基金でございま

す。 
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 消防団員公務災害補償掛金は、決算額６４３

４万４０００円でございます。 

 当初予算では、通年の掛金であります１人１

９００円の団員数で予算措置をいたしておりま

したが、２３年３月の東日本大震災で多くの消

防団員が殉職されたため、消防団員等公務災害

補償基金に不足が生じ、その不足額を全国の消

防団員等の掛金の増額で賄うこととされまし

た。その不足分の掛金として１人２万２８００

円、本市の条例定数消防団員数２６０５人分で

５９３９万４０００円を１２月補正でお願いい

たしたところであります。なお、平成２４年度

の掛金は、以前の１９００円となっておりま

す。 

 消防団員及び消防団員教育事業は、７３の分

団への運営補助や年末特別警戒補助金のほか、

消防学校入校の負担金や研修旅費等でございま

す。 

 消防施設整備は、決算額８３８万円でござい

ます。 

 主なものとしまして、東陽町平野地区の消防

団格納庫新設工事１２８万１０００円、屋外消

火栓ホース等格納箱購入としまして８カ所分の

１１６万５０００円などでございます。 

 なお、消火栓新設・改修負担金として、５９

３万４０００円を支出いたしておりますが、こ

れは消火栓の新設や改良を行う際に、事業管理

者であります水道局や八代生活環境事務組合へ

負担金として支出をしたものでございます。 

 当初計画では、消火栓の新設を２２基見込ん

でおりましたが、東日本大震災の復旧工事等の

影響で水道工事の件数が減少し、それに伴いま

して消火栓の設置数も当初予定数を大きく下回

り、９基の新設にとどまりました。 

 不用額の５３２万円の主な要因は、以上の消

火栓設置費負担金に係るものでございます。 

 なお、特定財源の国県支出金１０１万３００

０円は電源立地地域対策交付金、地方債４０万

円は消防施設整備事業債でございます。 

 次に、同報系防災通信システム整備工事は、

防災無線が聞こえない状況を補完するために、

田中西町と高植本町、２カ所に屋外拡声器を増

設をいたしております。その工事費１２７万７

０００円が主なものでございます。財源の地方

債１６０万円は、防災行政無線整備統合事業債

でございます。 

 次に、防災行政無線機器整備経費は、県が指

定しました土砂災害特別警戒区域住家への戸別

受信機の購入費用など１１３万８０００円と設

置手数料２２万７０００円でございます。財源

の地方債１１０万円は、防災行政無線整備統合

事業債でございます。 

 避難所備蓄倉庫等資機材及び備蓄品配備経費

は、宮地東町の備蓄倉庫１基とテントやヘルメ

ットなどの備蓄資機材の購入に要しました費用

２９２万８０００円が主なものでございます。 

 財源の国県支出金１８０万円は、電源立地地

域対策交付金でございます。 

 不用額１５２万７０００円は、購入を予定い

たしておりました毛布や非常食のアルファ米な

どが、東日本大震災で品不足となり購入できな

かったことが主な要因でございます。 

 最後に、地域活性化・きめ細かな臨時交付金

事業、繰越分は、消火栓や防火水槽などの消防

水利の看板８８８枚の購入費用２１３万４００

０円、同設置・修理に係る費用として２９０万

６０００円、防災行政無線蓄電池修繕１０カ所

分で４９５万６０００円、坂本地区３カ所の雨

量観測所収納盤の改修２２８万９０００円でご

ざいます。 

 財源につきましては、地域活性化・きめ細か

な臨時交付金でございます。 

 以上、２３年度消防費の決算についての説明

とさせていただきます。御審議方よろしくお願

いいたします。 

○委員長（中村和美君） ただいま説明があり
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ました第８款・消防費について質疑を行いま

す。質疑ありませんか。 

○委員（田中 茂君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、田中茂委員。 

○委員（田中 茂君） はい。７０ページの一

番下のところですが。防災行政無線機器という

ようなことでありますが、防災無線のですね、

方法ですが、各地に、もちろん整備はされてい

るんですが、なかなか聞こえないというような

のをよく聞きます。もちろん今ケーブルテレビ

とか、いろいろやっておられるところは、非常

に徹底がうまくいくと思いますが、平地のほう

でなかなか、特に海岸に面したとこでは厳し

い、いつ何があるかわからないということがあ

るんですけど。そして、どちらかというと、風

としてはですね、北風を中心に、南風、西風と

いうことになりますとですね、例えば、放送が

あってもですね、押し返されて、ほとんど聞こ

えないというのがあるんですが、そこいらにつ

いてはどういう認識されているか、今後、何か

対策をとられる予定があるかどうか、ちょっと

お尋ねしたいと思います。 

○防災安全課長（東坂 宰君） はい、委員

長。 

○委員長（中村和美君） 東坂防災安全課長。 

○防災安全課長（東坂 宰君） はい。こんに

ちは。防災安全課の東坂でございます。 

 今、委員さんからありましたように、屋外に

設置をしております防災無線、放送設備につき

ましては、おっしゃいましたように、風の方向

ですとか、天候によりまして、確かに聞こえた

り聞こえなかったりというような状況でござい

ます。現在のところ、大体あの１放送施設で半

径３００メートル程度をカバーするというよう

な計画で建ててはいるものの、今おっしゃいま

したように気象状況、また天候によりましては

窓等を全部閉めていらっしゃればですね、当然

聞こえなくなるというような状況は、私どもも

認識しております。 

 今後は、建設計画の中でも屋外の放送施設を

ふやしていくこと、それからまた、状況を把握

しながら、先月、１０月の１日には一斉放送を

行いまして、各地域の市政協力員さん等にお願

いをいたしまして、どのように聞こえるかと、

聞こえる範囲はあるのかと、そういうふうな調

査をしておりますので、その辺に基づきなが

ら、整備をしていきたいというふうに考えてお

ります。 

 また、現在の放送施設につきましては、町内

会でございますとか、そういう部分の放送施設

を利用させて放送している部分もございますの

で、屋外にありますスピーカーの故障等も考え

られます。そういった部分も含めまして、今後

調査を行いまして検討を進めていきたいという

ふうに考えております。 

 以上でございます。 

○委員長（中村和美君） よろしいですか。 

○委員（田中 茂君） はい。よろしくお願い

します。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（田中 茂君） それと。 

○委員長（中村和美君） ああ、じゃ、続け

て。 

 はい、田中茂委員。 

○委員（田中 茂君） はい。先ほど、実は土

木の項でも出たんですが、委員長のほうからも

話が出たんですが、実は、今回の台風時の後の

高潮対策の問題があったわけです。もちろん、

そういうのはないだろうというのがお互いに認

識だったと思いますが、実際は高潮があって、

日奈久のほうでですね、三、四件だったです

か、床下浸水があったということですが。大事

に至らなくてよかったなというのはあるんです

けども、多分、堤防のですね、堤防を切ってあ

りまして、人なり、船が何といいますか、船お

ろしをする際の出入り口があるわけですね、そ
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れに以前は差ぶたって言いますか厚い板がです

ね、そこの地区に置いてあったということです

が、現在は見当たらないわけですね。そういう

ことがありまして、土のうで、仮に今回のよう

に高潮の場合は土のうとしてもですね、なかな

か潮が来る場合には、何と言いますか、土のう

ではとても対応できないということもあったよ

うでですね。 

 消防の皆さんにも御苦労はかけているんです

が、今回、高潮がそこまで来るかもわからない

というのがですね、どこからも、どうも発信が

なかったのかなと。そういうことで、住民の方

に聞きますと、何か潮が入ってから消防の人が

来られたと。そして、引き潮のとき消防が来な

はったというようなこともあったんですよね。

そういうことも実際、現地の人が言うんですか

ら間違いないと思いますが。 

 そういうこともあってですね、やっぱり高潮

が来るかもわからぬというときは、事前にどこ

からとなく、そういう情報といいますか、消防

の方にもソフト面から見ていただくというか、

あるいは、その前にハード面の整備を、本当は

ですね、もっとがっちりした開閉扉なんかあれ

ばいいんでしょうけど、それは相当金がかかる

でしょうから。そこまでいかなければですね、

差ぶたといいますか、そこいらでも整備してお

くとか。どこがそれを中心になるのか、なって

もらうのかなと、土木なのかな、あるいは防災

なのかなとありますが、そのハード面とか、ソ

フト面の整備とか、出動態勢とか、そこいらに

ついては、どのようになってますでしょうか。

ちょっと教えていただきたいと思います。 

○防災安全課長（東坂 宰君） はい、委員

長。 

○委員長（中村和美君） 東坂防災安全課長。 

○防災安全課長（東坂 宰君） はい。先ほ

ど、土木の部分でもそういう話がございまし

た。私ども防災安全課といたしましては、消防

団のほうに、直接、高潮がありますから警戒を

行ってくださいという消防団員への働きかけ

は、実は行っておりません。海岸の住民の方全

体に対しましてですね、高潮が警戒されますの

で注意をしてくださいと注意喚起の放送は、防

災行政無線等を使って出しております。 

 それから、施設整備に関しましては、先ほど

土木のほうで話がありましたように、整備を進

めていきたいというふうに思いますが、土木で

やるとか、防災でやるとか、そういう部分じゃ

なくて、それはもう全体的にですね、話し合い

をしながら進めていかなければならないという

ふうに思いますので、今後その辺につきまして

は、土木のほうとも、また関連課ともですね、

協議を進めていきたいというふうに思います。 

 以上です。（委員田中茂君「よろしくお願い

します」と呼ぶ） 

○委員長（中村和美君） では、ほかありませ

んか。 

○委員（松永純一君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、松永委員。 

○委員（松永純一君） はい。非常備消防費の

中では、真ん中あたりの需用費の不用額につい

て詳しい説明はありませんでしたけども、７３

万ぐらいが不用額として残っている。それか

ら、消防施設費については、同じく需用費で２

１０万くらい残ってる、不用額がですね。それ

から、防災管理費では、需用費が２００万、そ

れから備品購入費も約２００万、不用額が発生

しております。 

 必要がなければ、もちろん買ったり修繕した

りする必要がないんですけども、私が年末特別

警戒とかですね、あるいは分団長、方面隊の分

団長の集まりとかに行くと、いろいろまだまだ

これがないとか、してないとか、これは要求し

とるばってん、なかなかできないとかというの

が、よく耳に入ってきますので。 

 当初計画されたところをしていかれるわけで
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しょうけれども、かなりの額に対して不用額が

発生しておりますので、ここはですね、やっぱ

り、それぞれの分団で、まだ必要な部分が多々

あるんじゃないかというような気がしますの

で、そこを把握してですね、やはり対処してい

かれたほうがいいんじゃないかというふうに思

います。 

○委員長（中村和美君） はい、よろしいです

か。答弁要りませんね。 

○委員（松永純一君） はい。そういう要望で

終わっときます。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（前川祥子君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、前川委員。 

○委員（前川祥子君） はい。これお尋ねなん

ですけども。支所あたりにはですね、消防団の

本分団というものが各支所でございますです

ね。で、ここの本庁においては、その分団が、

分団というか、本庁の団ですね、──がないと

いうふうに聞いているんですよね。合併前もな

かったのかということは、ちょっとよくわから

ないんですけども。で、つくらないのかという

ことと、必要がなければ、その理由というもの

を、ちょっとお尋ねしたいんですが。 

○防災安全課長補佐兼消防係長（沖田丈房君）

 はい。 

○委員長（中村和美君） 沖田さんかな。沖田

消防係長。 

○防災安全課長補佐兼消防係長（沖田丈房君）

 はい。失礼します。防災安全課、沖田です。 

 まず、旧市の本部分団ですが、合併前の時点

ではございませんでした。これは、旧町村のみ

です。それと、市になってといいますか、合併

後にこちらのほうでつくる云々という話です

が、本部分団つくる場合は、これは旧町村の場

合は全て積載車を持っております。ちょっと鏡

は違うんですけれども。で、結局、昼間の火災

で住民とか、消防団が少ない分、それをカバー

する意味で、合併後も本部分団を残そうという

ような考えで、現在もその制度をとっとるとこ

ろです。 

 八代市についても、そういうふうな制度が必

要かというのは、ちょっと地元の分団等も今、

意見を聞いているところなんですが、ただ、積

載車の配備とかではまたお金もかかりますし、

実際そのところがどういうふうにできるのか、

また旧市の場合ですと、どうしても、もともと

広域消防がすぐそばにあったというのもありま

すので、なかなか意識的にそういうふうな関係

がないのかなというのも感じているところです

ので。 

 先ほど部長のほうから消防団活性化計画とい

うのがありましたが、その中で今、団員さんか

らアンケート等とって、そういうような制度に

ついても今検討しとるところです。よろしいで

しょうか。 

○委員長（中村和美君） よろしいですか。 

○委員（前川祥子君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、前川委員。 

○委員（前川祥子君） 私も、消防署がです

ね、近くにあるということで、多分そういった

意味で八代市のほうは必要がないというふうに

考えてらっしゃるのかなというふうな自分なり

の考えではいたんですけども。 

 今、先ほど部長なんかが少子高齢化で分団の

団員ですかね、団員も減ってきていると。そう

いう中で、やっぱり本庁の中にもそういうもの

をつくって士気を上げるということも、八代市

の全体の中での士気を上げるということにおい

ても、本庁でもやっぱり必要な制度ではないか

なと、私は個人的にはそう思うんですけど。 

 ぜひその点を、本当に必要かどうかっていう

のは、消防のほうで考えていただきたいと思い

ますけど、そういう方向がとれれば、よろしく

お願いしたいと思います。 

 以上です。 
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○委員長（中村和美君） はい、よろしくお願

いします。 

 ほかありませんか。 

○委員（矢本善彦君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、矢本副委員

長。 

○委員（矢本善彦君） ちょっとお尋ねですけ

ど、先ほど部長が自主防災率７６％、言われま

したけど、自主防災組織は何カ所かな。 

○防災安全課交通安全防災係長（髙田剛志君）

 はい。 

○委員長（中村和美君） 髙田防災安全課交通

安全防災係長。 

○防災安全課交通安全防災係長（髙田剛志君）

 はい。八代市の自主防災組織の組織率、先ほ

ど部長ありました７６％でございます。あと、

何組織あるかということなんですが、９月末時

点で１９３組織ございます。 

 以上です。 

○委員（矢本善彦君） はい。 

○委員長（中村和美君） 矢本副委員長。 

○委員（矢本善彦君） 目標は何組織、目標。 

○防災安全課交通安全防災係長（髙田剛志君）

 はい。 

○委員長（中村和美君） はい、髙田防災安全

課交通安全防災係長。 

○防災安全課交通安全防災係長（髙田剛志君）

 はい。目標というと、組織の数で、私たち、

目標を設置しているわけでなくて、行政改革の

アクションプランの中で、あと３年後に８０％

を、組織率上げるということを掲げておりま

す。それで、現時点７６％であと４％、世帯数

でいきますと約３０００世帯が加入していただ

くと目標は達成されるというところになってお

ります。 

 以上です。 

○委員（矢本善彦君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、矢本副委員

長。 

○委員（矢本善彦君） 避難所の備蓄倉庫の備

蓄食糧、大体市内２０近くあるんだけど、何万

食くらい持ってるか。 

○委員長（中村和美君） はい、髙田防災安全

課交通安全防災係長。 

○防災安全課交通安全防災係長（髙田剛志君）

 はい。備蓄品の現在の量ですが、アルファ米

がおおむね７０００食ございます。また、豚

汁、缶詰に入っている、何と言いましょうか、

豚汁なんですけども、それが別に５０００食ご

ざいます。八代におきましては、おおむね――

おおむねというんでしょうか、東日本大震災級

の地震が発生した場合、大体八代で１万６００

０食は必要なのかなと思っておりますので、今

後、警備計画をもとに今整備しておるところで

ございます。 

 以上です。 

○委員（矢本善彦君） はい、わかりました。 

 はい。 

○委員長（中村和美君） はい、矢本副委員

長。 

○委員（矢本善彦君） それからですね、今回

も、これを見ますと退職者が１９８名おられる

わけですけども、確かに先ほど部長が言われま

したように、退職されて団員が少なく、特に山

間地は少ないから、やっぱりこういう１９８人

の方にはですね、退職されるときに、やはりＯ

Ｂとしてやっぱり委任状でもちょっとね、やっ

て、やっぱし責任を持ってもらうべきだよね。

やっぱり市から委任状もらっとるととですね、

何もないのは大分違うから、やっぱりそういう

面は必要じゃなかろうかと感じております。も

う答え要りません。要望です。 

○委員長（中村和美君） はい。要望でござい

ますので、御検討願いたいと思います。 

 ほかありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 



 

－53－ 

○委員長（中村和美君） 以上で、第８款・消

防費についての質疑を終わります。 

 それでは、次に第９款・教育費について説明

をお願いしますが、教育費は、第７項・社会教

育費の第３目・文化施設費及び第６目・文化保

護費並びに第８項・社会体育費が市民協働部関

係、それ以外の費目が教育部関係となってお

り、平成２３年度における主要な施策の成果に

関する調書及び土地開発基金の運用状況に関す

る調書において、それぞれの部に関係する件

名、また事業名を明確に区分した上で記載して

あります。 

 そこで、まず、市民協働部関係を一区切りと

して説明を受けた後、質疑を行いたいと思いま

す。 

 まずは、第９款・教育費中、市民協働部関係

分について説明を求めます。 

○市民協働部次長（脇坂 裕君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、脇坂市民協働

部次長。 

○市民協働部次長（脇坂 裕君） はい。それ

では、引き続き、教育費のうち市民協働部関係

の文化関係と社会体育に関します主な事業につ

いて御説明申し上げます。座って、済みませ

ん、失礼いたします。 

○委員長（中村和美君） はい、どうぞ。 

○市民協働部次長（脇坂 裕君） まず、教育

費に係ります歳出決算の状況を御説明いたしま

す。 

 主要な施策の成果に関する調書の１４ページ

をお願いいたします。 

 （イ）目的別の表の９番目でございます。項

目９、教育費は、支出済額５５億３４５６万９

０００円で、次年度への繰越額が１７億１７３

１万５０００円、執行率９６.３％、歳出総額

に対する構成比は１０.４％となっておりま

す。前年度と比較しまして、約３億円、５.１

％の減となっております。 

 それでは、事業別の主な決算状況について御

説明を申し上げます。 

 ８５ページをお願いいたします。 

 まず、厚生会館自主文化事業は、市民文化の

振興・向上を図るために、市民の皆さんに文

化、芸術に接する機会を提供するもので、観賞

普及型、学習型、市民参加型で８事業を実施

し、合計５６５８名の皆様方に入場いただいて

おります。その他特定財源１９５万８０００円

は入場料で、事業概要の上２事業に係る料金収

入でございます。 

 歳入で御質問いただきました文化センターの

自主文化事業の入場料に関しましてですが、文

化センターの各自主文化事業はそれぞれ３事業

を有料に開催しておりまして、収入額で比較し

た場合、厚生会館を上回る結果となっておりま

す。 

 次に、厚生会館施設整備事業は、厚生会館舞

台音響設備附属機器、アンプ、スピーカー、つ

りマイクなどの改修費用９２１万９０００円が

主なものでございます。 

 厚生会館施設整備事業、繰越分は、厚生会館

舞台幕の購入３２７万６０００円が主なもの

で、財源は全額国の地域活性化・住民生活に光

をそそぐ交付金を充てております。 

 次の埋蔵文化財緊急発掘調査及び保存処理事

業は、文化財保護法に基づき、市内の建設工事

等に際し、試掘調査を行うとともに、出土した

遺物の保存処理を委託する事業で、麦島城跡出

土建築部材保存処理業務委託９８６万６０００

円が主なものでございます。財源の５９６万５

０００円は、国の埋蔵文化財緊急調査費補助金

５４６万５０００円と県の文化財保存整備費補

助金５０万円でございます。 

 次の埋蔵文化財緊急発掘調査及び保存処理事

業の繰越分は、前年度、不純物除去のために、

麦島城跡出土建築部材の保存処理を一時中断し

まして、次年度へ繰り越した事業に係る支出で



 

－54－ 

ございます。財源の３１０万円は、同じく埋蔵

文化財緊急調査費補助金等で国・県からの補助

金でございます。 

 伝統文化財保存事業は、妙見祭保存振興会補

助金２５３万円が主なもので、特定財源の３万

５０００円は妙見祭ガイドブック等の販売収入

に係るものでございます。 

 次のページをお願いいたします。 

 文化団体助成金は、文化団体の育成を図ると

ともに、各種芸術文化大会等への参加に対して

補助を行い、文化レベルの向上と普及を支援す

る事業でありまして、八代市文化協会補助金６

８万４０００円、全国高等学校総合文化祭補助

金４５万６０００円でございます。 

 文化行事経費は、八代市文化祭実行委員会へ

の文化祭業務委託料１２５万円が主なものでご

ざいます。 

 １つ飛ばしまして、建造物活用まちあるき建

築マップ作成事業、繰越分は、熊本高専に市内

の建造物調査とマップの作成を委託しまして、

建造物５５０件の調査結果から、２００件の説

明、写真、地図を収録した、まちあるき八代建

物マップ１万部を作成をいたしました。また、

建造物６３カ所に説明パネルを設置しておりま

す。それらに係る委託料５８９万円が主なもの

でございます。財源は、全額、地域活性化・住

民生活に光をそそぐ交付金でございます。 

 自治総合センターコミュニティ助成事業助成

金は、決算額１７０万円で、妙見祭亀蛇奉納の

衣装整備などの目的で、出町町内会へ助成をい

たしております。財源は、自治総合センターコ

ミュニティ助成事業助成金でございます。 

 地域づくり夢チャレンジ推進補助金は、県が

市町村や地域住民の自主的な地域づくりを後押

しするために、移住、雇用、交流拡大及び地域

コミュニティー維持等に資する取り組みに対す

る支援を目的に補助を行うものでございます。 

 本市におきましては、妙見祭活性化協議会の

妙見祭観光客誘致促進事業とまちなか音楽祭 in

八代実行委員会のまちなか音楽祭 in やつしろ

の２事業が選択され、補助を行っております。

財源は、全額、地域づくり夢チャレンジ推進補

助金でございます。 

 やつしろ文化振興基金積立金は、平成２３年

７月に、イオン九州株式会社、マックスバリュ

九州株式会社と締結いたしました地域振興に関

する協定書の合意事項に基づきまして、やつし

ろがめさんＷＡＯＮカードの利用額に応じて、

寄附を受けるものでございます。平成２３年７

月２１日から平成２４年２月２０日までの期間

の利用金額に基づき、事業概要に記載の金額を

積み立てております。 

 ８７ページをお願いいたします。 

 文化センター自主文化事業は、事業概要欄に

ありますとおり、千丁・鏡、両文化センターで

実施しました自主文化事業に要した経費で、合

計２５１３名の入場があっております。その他

特定財源の４９６万８０００円は、有料６事業

分の入場料でございます。 

 引き続き、社会体育関係につきまして御説明

を申し上げます。 

 まず、全日本女子柔道強化合宿補助金は、世

界トップクラスの選手７１名、役員２０名、合

計９１名が５月５日から６日間の日程で強化合

宿を実施されるに当たり、旅費の補助を行った

ものでございます。なお、合宿期間中、日本代

表選手たちによります小学生対象の柔道教室な

ども実施され、２３団体３３９名の子供たちが

参加いたしております。 

 スポーツ拠点づくり推進事業は、第１２回全

国小学生ＡＢＣバドミントン大会に係る費用８

７５万８０００円が主なものでございます。各

県代表の小学生選手３２４名が参加し、年々盛

り上がりを感じる大会となってきており、指導

者や応援の保護者などを含めますと、延べ３０

００名を越える方々に八代にお越しいただいて
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おります。財源のその他特定財源４００万円

は、地域活性化センター助成金でございます。 

 各種スポーツ大会出場補助金の２３年度の補

助実績は記載のとおりでございまして、国際大

会出場を初め、１６５大会、延べ９０６名への

補助を行っております。 

 市民体育祭は、２４競技の校区対抗中央大会

１４４万５０００円と各校区の校区民体育祭１

９９万５０００円の委託料が主なものでござい

ます。 

 熊本県民体育祭選手派遣業務委託は、平成２

３年９月１７、１８日にかけまして、水俣・芦

北地域で開催されました県民体育祭に要した費

用でございまして、八代市体育協会へ２５競技

４２３名の選手派遣経費として２９３万円を委

託をしたものでございます。 

 次のページをお願いいたします。 

 競技人口拡大推進委託は、八代市の競技人口

拡大を図ることを目的に、初心者向けの教室等

を開催し、１６競技団体で延べ２２１回開催を

されまして、１３３９名の皆様に参加いただい

ております。 

 社会体育施設整備事業は、総合体育館受電設

備ブレーカー改修２５４万１０００円、総合体

育館バリアフリー化改修工事２３１万円、武道

館屋根防水改修１７０万１０００円が主なもの

でございます。財源内訳の国県支出金４６８万

円は、熊本県体育館等バリアフリー緊急整備事

業補助金４２２万５０００円と公共施設耐震診

断事業交付金４５万５０００円でございます。 

 社会体育施設整備事業、繰越分は、総合体育

館椅子収納台車取替修繕８０１万２０００円、

スポーツ・コミュニティ広場東側防球ネット設

置工事費６８７万８０００円が主なもので、利

用しやすく安全な施設づくりを最優先し、市民

のニーズに対応した施設整備を行ってきたとこ

ろでございます。 

 以上、教育費のうち、市民協働部関係につき

ましての御説明とさせていただきます。よろし

く御審議をお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） ただいま、説明があ

りました第９款・教育費中、市民協働部関係に

ついて、質疑を行います。 

○委員（鈴木田幸一君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、鈴木田委員。 

○委員（鈴木田幸一君） 歳入のとき、ちょっ

と質問させていただきまして、８１ページの諸

収入の中で、厚生会館自主文化事業入場料と千

丁文化センター自主文化事業、それから鏡文化

センターについて、大きいはずの厚生会館の歳

入のほうが少ないが、これはどこに問題がある

んだろうかという意味での質問をさせていただ

いたんですよ。そしたら、今回の決算の、きょ

う、いわゆるその、ちょっとお話するというこ

とでありましたけれども。これについてはです

ね、自主文化事業てことで、文化センターのほ

うに任せてあるということなんですかね。事業

そのもの。 

○文化まちづくり課長（坂口孝幸君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、坂口文化まち

づくり課課長。 

○文化まちづくり課長（坂口孝幸君） はい。

文化まちづくり課、坂口でございます。 

 自主文化事業といいますのは、八代市の予算

で、本来、民間が行う興行は値段が高いという

ところもありますので、普段、市民がお目にか

かれないような内容のものを呼んで公演を行う

というもので、料金的には市場価格よりもかな

り低めの設定をして公演を行っているところで

ございます。 

 そこで、厚生会館では、一般の、民間の公演

というのを比較的多うございます。千丁、鏡に

ついては、それも少ないという事情もあります

ので、今、説明がありましたように、千丁、鏡

では３本、それから厚生会館では２本という有

料公演を行ったところです。 
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○委員（鈴木田幸一君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、鈴木田委員。 

○委員（鈴木田幸一君） 私は、今度合併して

から非常に感心したのが、八代市の、旧市の文

化事業については非常に底が深くて、専門の方

も非常に多くて内容が濃いなというふうに、特

に文化面については感心したというとこがあっ

たんですよ。だから、厚生会館も含めて文化事

業については相当な活動をしているのだろうか

なというふうな期待があったもんだから、これ

見て、ちょっと意外な数字だったもんだからで

すね。どこにその原因があるかというとば、知

りたかったんですよ。 

 はい。 

○委員長（中村和美君） はい、どうぞ。 

○委員（鈴木田幸一君） それぞれの文化セン

ターのほうで事業をしておられると思いますの

で、それについてどうこうっちゅうわけではあ

りませんけれども。もっともっとこの事業をで

すね、文化事業をですね、あるいは演劇事業に

しても、音楽事業にしても、もっと底を広めよ

うとするならば、このセンター使用料っていう

のも、使用料そのものもですね、文化センター

そのものの使用料も考えていくべきじゃなかろ

うかっていうふうに感じっとですけど、いかが

思われますかね。 

○文化まちづくり課長（坂口孝幸君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、坂口文化まち

づくり課課長。 

○文化まちづくり課長（坂口孝幸君） はい。

センター、厚生会館、そういう文化施設の使用

料については、その規模等によって値段、若干

異なってまいりますが、軒並み標準的な金額で

設定をしているところです。民間では一般興行

ということがありますので、そういう部分につ

いては料金が加算されたり、そういう措置もと

っておりますし、市民活動の利用の場合にはで

すね、減免措置も、それぞれ状況に応じて取り

組ませていただいてるところでございます。 

○委員（鈴木田幸一君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、鈴木田委員。 

○委員（鈴木田幸一君） 以前、八代市はです

ね、労演とか労音とかがあってから、非常に活

発な活動しとられたなというのがあっとですけ

れども、今それが何かちょっと見当たらぬなて

思うんですけれども。 

 各、市内にはそれぞれの、そういった演劇団

体とか、あるいはその音楽でいうならカラオケ

団体とか、いろいろあるとと思いますけれど

も、それは知ってございますかね。 

○文化まちづくり課厚生会館館長（大堀尚彦

君） はい。 

○委員長（中村和美君） 大堀厚生会館館長。 

○文化まちづくり課厚生会館館長（大堀尚彦

君） はい。厚生会館の大堀でございます。よ

ろしくお願いいたします。 

 今の委員御質問のとおり、労音、労演、かつ

て昭和４０年代ぐらいに非常に盛んであったと

伺っております。私も昭和３４年生まれですの

で、労音、労演さんを余り存じ上げていないと

ころでございますけども、先輩方から聞いてお

ります。 

 現在、市民の皆様の団体、演劇団体、それか

ら音楽団体におきましては、合唱さんもござい

ますし、いろいろな団体が活発に活動されてお

りますし、ブラスバンドの団体、その他数多く

の団体が活動されておりますので、厚生会館、

文化センターとおきましても、一緒になってい

ろんな活動に取り組ませていただいておるとい

うところでございます。 

 以上でございます。 

○委員（鈴木田幸一君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、鈴木田委員。 

○委員（鈴木田幸一君） 各団体の会計等を見

てみると、どうしても自分たちでお金を出し合

って活動しておられるということで、非常にき
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ゅうきゅうな会計をしておられるなというふう

に感じっとですよ。 

 そういった意味で、こういった施設がです

ね、使いやすいような、定額料金でも使いやす

いような状況をつくるならば、もっともっとこ

の施設を使った、それから使うことによって文

化事業というのがずっと広まるとじゃなかろう

かと思いますので。これは、希望なんですけれ

ども、こういった施設のですね、使用、利用料

金についてはですね、十分に検討していただ

き、安く変えるほうに検討していただきたいな

って思います。 

 特に、学校のブラスバンド事業とか、いろん

なありますけれども、発表前にはもう無料で開

放してやるとか、いろんなことするなら、もっ

ともっと、高校生にしても、中学生にしても、

そういった音楽事業についても、施設を利用し

て、前もって利用して、そしてその本番に臨め

るし、いい演奏が提供できるとじゃなかろうか

と思うんですよ。それは、どうやってしておら

れるかわかりませんけれども、そういった部分

でですね、特に学校事業、あるいはボランティ

ア事業団体等についてはですね、十分な配慮を

していただきたいと思います。 

○委員長（中村和美君） はい。 

 それでは、ほかありませんか。 

 答弁ですか。（委員鈴木田幸一君「あります

か」と呼ぶ） 

○文化まちづくり課厚生会館館長（大堀尚彦

君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、大堀厚生会館

館長。 

○文化まちづくり課厚生会館館長（大堀尚彦

君） 失礼いたします。 

 今の委員さんの御質問でございますけども、

現在、特に文化センターのほうでございますけ

ども、各学校のブラスバンドの練習につきまし

ては、減免額の規定を設けまして、行わせてい

ただいておるところでございます。 

 通常の団体さんではございません。非常に頑

張ってる団体さんでございますので、減免額を

設けながら、そしてなおかつ、特に会館のほう

で、ホールのほうで本番をされる場合には、そ

の何日間かを無料にするというようなことも設

けながら、その場面、その場面で的確な判断を

させていただきながら、行わさせてもらってい

るところでございます。よろしくお願いいたし

ます。 

○委員（鈴木田幸一君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、鈴木田委員。 

○委員（鈴木田幸一君） はい、ありがとうご

ざいました。 

 これについてはですね、本当に合併当時、先

ほど言いましたように、八代旧市内のですね、

文化事業ちゅうとは目をみはるものがありまし

て、今でもやっぱし非常に感心する部分が多い

ですので、ぜひ続けていただきたいと思いま

す。よろしくお願いします。 

○委員長（中村和美君） はい、ほかありませ

んか。 

 はい、松永委員。 

○委員（松永純一君） はい。主要施策の調書

のですね、８６ページの一番下のやつしろ文化

振興基金積立金ですが、これは決算書でいきま

すと、歳入のほうは７５ページの社会教育費寄

附金で入ってくると。歳出のほうは２４９ペー

ジの積立金で積み立てるということですが、こ

のＩＣカード等の活用に関する協定書に基づく

寄附金を積み立てるわけですね。で、そして文

化振興基金に積み立てて使うということで。 

 イオン九州株式会社分、マックスバリュ九州

会社分というと、結局イオンとか、マックスバ

リュでＩＣカードを使ったときに、何か市に幾

らか、買い上げの幾らかを寄附されるって、何

かこれちょっと簡単にわかりやすくちょっと説

明願えますか。簡単によかです。 
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○文化まちづくり課副主幹兼文化振興係長（野

々口正治君） はい。 

○委員長（中村和美君） 野々口文化振興係

長。 

○文化まちづくり課副主幹兼文化振興係長（野

々口正治君） 文化振興係長の野々口でござい

ます。 

 御質問の件につきましては、がめさんＷＡＯ

Ｎカードというプリペイドカードがございまし

て、こちらを購入いただきまして、それをイオ

ン九州、あるいはマックスバリュさんで御活用

いただきますと、その御活用いただいた金額の

０．１％、こちらが市のほうに寄附金として入

ってまいる仕組みになっております。 

 以上でございます。 

○委員長（中村和美君） はい、松永委員。 

○委員（松永純一君） この協定書の期間とい

うのは、ずっと今から続いていくということで

すか。 

○文化まちづくり課副主幹兼文化振興係長（野

々口正治君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、野々口文化振

興係長。 

○文化まちづくり課副主幹兼文化振興係長（野

々口正治君） はい。協定書につきましては、

一昨年の７月の２１日に締結をいたしまして、

毎年度２月の２０日を締めとして、一応寄附金

の算定をしていただいております。ですので、

一応２月の２１日から翌年の２月の２０日を１

年という形で算定をしていただきまして、市の

ほうに売り上げに応じて寄附をいただくと。 

 これにつきましては、毎年度、特に問題がな

い限り更新をしてまいるという形になっており

ます。 

○委員（松永純一君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、松永委員。 

○委員（松永純一君） 平年度ベースにする

と、倍ぐらいの百二、三十万円入ってくるわけ

ですから、八代市民としては、このカードを使

ってですね、活用したほうが、非常に、基金に

積み立てられる。そして、その基金を文化振興

のために使うという意味では、非常にいい協定

というか、制度のように思いますのでですね。 

 はい、わかりました。 

○委員長（中村和美君） はい。ほかありませ

んか。 

○委員（前川祥子君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、前川委員。 

○委員（前川祥子君） はい。８６ページの建

造物活用まちあるき建築マップ作成事業なんで

すけど、私はこれ、マップをいただきました。

そして、新聞等にもですね、作成されたことが

記事に載っているのも拝見いたしました。 

 で、このマップ自体をですね、目的はどうい

ったことだったのかとか、また、その配布先と

か、それから効率的に、それもまた利用されて

いるのかっていうところもお聞きしたいんで

す。非常にアングル的に、この建物が立派に写

っているようなふうにも見れてですね、よくで

きてるなとは思いました。今のとこを、ちょっ

とお聞かせ願いたいと思います。 

○委員長（中村和美君） 山﨑文化財係長。 

○文化まちづくり課副主幹兼文化財係長（山﨑

 摂君） はい。文化財係の山﨑です。 

 お尋ねの件につきまして、まず、この建造物

マップをつくりました経緯ですが、八代に残っ

ております建造物、お寺や神社、樋門、それか

ら近代の公共建築まで、大変建築というものが

歴史的に幅広く広がっておりますので、これに

対して広く関心を持っていただき、歴史的建造

物への関心を持っていただきたいということで

作成をいたしました。 

 １万部作成しましたが、主な配布先はこの建

造物調査に協力いただいた協力者の方々、寺社

や各建造物の所有者の方々、そして各小中学校

には、先生の数だけ行き渡るくらい配布いたし
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ました。それから、市内全域の市政協力員の皆

様、そして観光案内所などにも、市役所の総合

案内所にも置きまして、無料で配布しておりま

す。ですから、これをもちまして、広く地元の

歴史に興味を持っていただきたいということ

で、広く配布をいたしております。 

 それから、やつしろの風という広報誌を発行

しておりますが、そちらにも封入させていただ

きまして、八代の外にお住まいの八代出身の方

にもお配りしたところです。 

 で、大変好評を得ていると感じております

が、今、残部がもう８００ほどになりまして、

非常に欲しいという方が、まだいらっしゃると

いう状況です。 

 以上でよろしいでしょうか。 

○委員（前川祥子君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、前川委員。 

○委員（前川祥子君） はい。ありがとうござ

います。 

 好評を博しているというお話ですけど、どう

いったふうに好評ですか。あれをいただいた中

で、もらわれた方々が。 

○委員長（中村和美君） 山﨑文化財係長。 

○文化まちづくり課副主幹兼文化財係長（山﨑

 摂君） はい。御質問の際におっしゃってい

ただいたように、非常に建物がよく見えるとい

うのは確かに、よく見える写真をなるべく選ん

で掲載していただきましたが、普段気づかなか

った建物のよさというのに気づいたっていう声

がありまして、地元にこういうものがあったっ

ていうのに気づいたとか、掲載した各建造物の

所有者の方が、自分のところの建物がこういう

ふうに掲載されて非常にうれしいということ

で。いろんな、そこのお祭りだとかの際には、

これをみんなに配って説明をしたいというよう

なことで使っていただいているようです。 

○委員（前川祥子君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、前川委員。 

○委員（前川祥子君） はい。大変広くです

ね、活用されているってことで、一応に安心は

したんですけども。 

 もう一つ、やっぱり学校で、学校のほうにも

配布されているってことでですね。ただ、配布

されただけじゃ何もならないっていうふうに考

えますので、やっぱり子供たちが、この八代市

にどういった建物があるのかってことを知る必

要が非常にあると思うんですね。その中で歴史

も学ばなければならないし、学ぼうという気持

ちにもなって、つながってくるしですね。 

 だから、やっぱり学校に配布したってこと

で、先生方によくそれを活用していただくって

ことを積極的に話をしていただく、ＰＲしてい

ただくと、そういうことを、ぜひ今後も積極的

にやっていただきたいと希望いたします。要望

です。 

○委員長（中村和美君） はい。 

 ほかありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） 以上で、第９款・教

育費中、市民協働部関係分についての質疑を終

わります。 

 次に、第９款・教育費中、教育部関係分につ

いて、説明を求めます。 

○教育部長（北岡 博君） はい、委員長。 

○委員長（中村和美君） はい、北岡教育部

長。 

○教育部長（北岡 博君） はい。こんにち

は。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）教育部で

ございます。 

 平成２３年度一般会計決算、第９款・教育費

のうち、教育委員会が所管いたしますものにつ

いて、総括をさせていただきます。よろしくお

願いいたします。 

 座って総括させていただきます。 

○委員長（中村和美君） はい。 

○教育部長（北岡 博君） 平成２３年度にお
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ける主要な施策の成果に関する調書のうち、教

育委員会関係分について、それぞれ所管します

課ごとについて申し上げます。 

 まず、教育総務課については、所管します事

業について着実に事業を実施したところでござ

いますが、平成１７年度に導入した学校図書館

システムの更新を、住民に光をそそぐ交付金事

業を活用して行い、処理能力や操作性の向上に

加えて、市立図書館の蔵書検索も可能となるな

ど、事務の効率化を図ったところでございま

す。 

 また、学校給食関係では、地域活性化・きめ

細かな臨時交付金を活用し、老朽化した食器を

これまで使用していたものより耐久年数が長

く、軽くて丈夫な食器に更新し、改善を図って

おります。 

 各学校の教材備品や図書購入などについて

は、限られた予算の中で、緊急性や重要性を考

慮して、適正な配分に努めております。 

 また、給食施設の老朽化に伴い、維持管理費

の増加も懸念されるところでございますが、安

心・安全な給食を提供するために、精いっぱい

の努力をしてまいりたいと考えております。 

 次に、学校教育課につきましても、各事業に

ついての取り組みは、おおむね実施できたと思

っております。 

 小中一貫・連携教育推進事業については、義

務教育９年間を通して、系統的・継続的な学習

指導や生徒指導を行うことで、確かな学力、豊

かな人間性、健やかな体の育成を図るために、

平成２３年度は、７中学校区、１８小中学校が

モデル校として取り組んでおります。 

 なお、平成２４年度は、さらに５中学校区、

１３小中学校が２期モデル校として取り組んで

いるところでございます。 

 また、学校支援職員配置につきましては、前

年度より９名増員し、学校・幼稚園の教育活動

の充実に努めているところでございます。 

 平成２３年度に、八代市学校教育推進の基本

方向を定め、その目標に「八代の未来を担う子

どもたちの限りない成長を願い、確かな学力、

豊かな心、健やかな体などの生きる力を育むた

め、生涯学習社会を展望し、地域との連携のも

と、校長を中心とした特色ある学校教育を推進

する。～小中一貫・連携教育の推進をとおして

～」と掲げております。 

 今後も、生きる力を身につけた子供の育成の

ために、真摯に取り組んでまいりたいと考えて

おります。 

 次に、教育施設課につきましては、耐震化事

業として、繰越事業でございますが、八代小学

校・昭和小学校・麦島小学校の体育館改築、種

山小学校体育館と第七中学校校舎の耐震改修―

―これは補強工事でございますが──を実施し

て、安全・安心な教育環境整備に努めておりま

す。 

 また、同じく繰越事業でございますが、扇風

機整備事業として、小学校・中学校・幼稚園の

各教室に扇風機を設置しております。 

 そのほかの施設整備事業につきましては、老

朽化した施設や設備が多いことから、各学校か

ら整備要望も多く上がっておりますが、限られ

た予算の中で、優先順位をつけながら実施をし

ている状況にございます。 

 学校施設の耐震化については、莫大な予算も

必要となりますが、平成２３年６月に策定しま

した八代市立学校施設耐震化計画を基本とし

て、適宜修正を行い、平成２７年度事業完了の

目標に向かって邁進してまいります。 

 生涯学習課につきましては、それぞれの事業

について十分実施できたと考えております。 

 学校・家庭・地域の連携協力推進事業では、

放課後子ども教室を種山小学校に開設しており

ます。子供たちの安全・安心な活動場所を確保

し、地域の方々の参画を得て、子供たちととも

にさまざまな体験・学習・交流活動を実施し、
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地域社会の中で心豊かで健やかに育まれる環境

づくりが推進できたと考えております。 

 公民館施設整備事業につきましては、日奈久

公民館の耐震改修工事を実施いたしましたの

で、全ての校区公民館が耐震基準をクリアして

おります。しかしながら、老朽化した校区公民

館が多いことから、今後、公民館改修計画を策

定して、計画的に施設整備を図る必要がござい

ます。 

 また、その他の社会教育施設についても、今

後は、施設の有効活用について検討していかな

ければなりませんので、未利用等の市有資産の

活用指針に基づき、全市的な視点に立った検討

が必要と考えております。 

 教育サポートセンターについても、事業はお

おむねできております。教育サポート事業で

は、これまで利用がなかった学校からの相談も

あっているところでございますので、今後はさ

らに多くの学校、園からの利用促進について、

努力、研究してまいりたいと考えております。 

 図書館につきましては、事業はおおむねでき

たと考えております。地域活性化・住民生活に

光をそそぐ交付金を活用し、図書及び視聴覚教

育資料購入や施設整備を行うことができまし

た。しかしながら、図書館も老朽化してきてお

りますので、適宜改修を行ってまいりたいと考

えております。 

 また、平成２２年９月に、八代市図書館協議

会に、将来を展望した八代市立図書館のあり方

について諮問し、その答申を受けて、平成２３

年度に検討を行い、平成２４年度２月に、八代

市立図書館運営方針、八代市子ども読書活動推

進計画を策定したところでございます。 

 今後さらに効率的な運営や市民サービスの向

上に向けて、努力してまいりたいと考えており

ます。 

 博物館についても、事業はおおむねできたと

考えております。特別展覧会の入館者数は、平

成２２年度に比べ若干の増ではありましたもの

の、期待していた入館者数をほぼ確保すること

ができました。 

 今後も、市民のニーズに応えられるような企

画を考え、さらなる入館者増に結びつけていき

たいと考えております。 

 今後も、教育委員会が一つとなって、八代の

未来を担う人づくり、生涯を通じた学びのまち

づくりの推進に努めてまいります。 

 以上で、教育部長としての総括とさせていた

だきます。 

 なお、詳細な内容説明につきましては、この

後、釜教育部次長が行いますので、よろしくお

願いいたします。 

○教育部次長（釜 道治君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、釜教育部次

長。 

○教育部次長（釜 道治君） お世話になりま

す。次長の釜です。座って説明をさせていただ

きます。よろしくお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） はい、どうぞ。 

○教育部次長（釜 道治君） 早速ですが、主

要な施策の７２ページをお願いをいたします。 

 なお、時間に限りがございますので、政策的

な事業及び一般財源に限らず特定財源がある事

業を中心に説明をさせていただきたいと思いま

す。省略をする事業も複数ございますが、事業

欄概要の記載ということで、よろしくお願いを

いたします。 

○委員長（中村和美君） はい、どうぞ。 

○教育部次長（釜 道治君） それでは、早速

でございますが、まず、奨学資金貸付金、決算

額６９０万、新規貸付７人、継続貸付１４人分

でございます。 

 貸付月額は、高校生が私立２万円、公立１万

５０００円、大学生が私立３万５０００円、公

立３万円でございます。財源としましては、貸

付金の元利収入金を充てております。なお、不
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用額が２８２万円生じておりますが、貸付辞退

が１名あったことと、高校生の貸付比率が高か

ったことなどなどが主な理由でございます。 

 次に、小中一貫・連携教育推進事業、決算額

２４万９０００円でございます。 

 義務教育９年間を通して、系統的、継続的な

学習指導や生徒指導を行うことで、確かな学

力、豊かな心、健やかな体などの生きる力の育

成を図るため、２３年度は、その推進体制の整

備に重点を置き、取り組んでまいりました。 

 先進地及び全国的な動向に学ぶとともに、７

つの中学校区のモデル校区においては、その実

践活動に取り組みました。事業開始１年ではあ

りますが、教職員の交流が活性化し、合同研修

会などを通して児童生徒理解が図られたこと、

児童生徒の異学年交流を実施することで、好ま

しい人間関係づくりが深まったこと、保護者、

地域の小中一貫・連携教育に対する関心が高ま

り、小・中の取り組みや児童生徒の成長に関す

る協力が進んだこと、ＰＴＡの支援体制ができ

たことなどが挙げられます。 

 次に、いきいき学校づくり推進事業４９９万

３０００円でございます。 

 地域の特性や児童生徒の実態に応じた創意工

夫により、課題解決を積極的に行う学校に対し

て予算を配分し、校長を中心とした特色ある学

校づくりを推進するものでございました。本事

業を希望する各学校から企画書の提出を受け、

教育委員会で審査し、小学校１０校、中学校８

校が事業に取り組みました。事業テーマとして

は、確かな学力、豊かな心の育成、そして小中

一貫・連携教育への取り組みが多く見られたと

ころでございます。 

 次に、教育サポート事業に移らせていただき

ます。決算額１８３万２０００円。 

 学校や幼稚園における教育活動の活性化を図

るとともに、教員の実践力向上及び家庭や地域

の教育力の向上を目指しているものでございま

す。具体的には、経験豊富で指導力のある退職

教員２名をサポートセンターに配置し、学力向

上や不登校解消を初めとした本市教育課題の解

決に資する事業や教育現場のニーズに応える事

業を行っております。 

 校内研修の講師、授業や指導方法への助言、

保護者対象の講話など幅広い要請に応じ、ま

た、内容としては、学校・学級経営、教科指

導、不登校、発達障害、非行、いじめなど、年

間で４００件のサポートを行っております。 

 スポーツ振興センター共済掛金１００９万８

０００円。 

 独立行政法人スポーツ振興センターとの契約

により、学校管理下における児童生徒のけが等

の災害に対し、医療費、見舞金等の災害共済給

付を行うものでございます。特定財源は、保護

者の負担金でございます。 

 健康診断事業６２０８万３０００円。 

 この事業は、学校保健安全法に基づき、学校

医、学校歯科医の指導と御協力により、健康診

断を実施し、疾病の早期発見・早期対策を図

り、園児、児童、生徒及び学校職員の健康管理

を行うものでございます。 

 次に、次のページでございますが、スクール

バス運行経費５５３２万１０００円。 

 遠距離を通学する地域の児童生徒を対象に、

スクールバスで送迎を行っております。二見小

ではタクシー送迎１台で２人、八竜小では中型

バス１台、マイクロバス４台、ワゴン車２台で

計１１１人、文政小では中型バス１台で８４

人、泉中では中型バス１台で３７人、八代養護

学校ではマイクロバス４台で４１人が対象でご

ざいます。 

 八竜小学校スクールバス購入２６６万６００

０円。 

 スクールバスの老朽化に伴い、ワゴン車１台

を買いかえたものでございます。国庫補助とし

て、へき地児童生徒援助費補助金を活用し、地
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方債では、過疎債を活用しております。 

 小学校施設整備事業１億５８０万９０００

円。 

 市内一円の小学校の施設整備・修繕を行って

おるものでございます。主なものは事業の概要

欄に記載のとおりでございますが、特定財源が

上がっておりますが、これは日奈久小学校高圧

受変電設備改修工事に充てたＪＲＡの環境整備

費でございます。 

 次に、小学校施設整備事業の繰越分でござい

ますが、これは５６８２万１０００円。 

 平成２２年度２月補正の繰越事業でありまし

て、国庫支出金は、きめ細かな臨時交付金でご

ざいます。 

 小学校耐震化事業２６５８万７０００円。 

 実施設計の業務委託が主なものでございま

す。地方債には、緊急防災減災債及び合併特例

債を活用しております。 

 次に、教材備品整備事業４１１１万３０００

円。 

 学習活動に必要な備品を整備しておりますも

ので、国庫補助には理科教育設備整備費等補助

金を活用しております。その他特定財源には、

寄附金を活用させていただきました。 

 なお、不用額が６３８万円ほど生じておりま

すが、これは中学校の教材備品整備において、

通年分に加えて武道関係の備品購入をするため

の予算を１２００万円ほど予算措置しておりま

したが、入札により大幅に購入単価が下がった

ため、不用額が生じたものが主な理由でござい

ます。 

 学校図書館図書購入事業２３５２万７０００

円。 

 国の学校図書館図書整備計画に合わせ、本市

でも計画的に予算措置をしております。その他

の特定財源は、寄附金でございます。 

 学校図書館システム更新等経費、繰越分２４

６８万８０００円。 

 市内の小中学校に１台ずつ学校図書システム

が設置されておりますが、運用開始から５年以

上経過し、老朽化したこと、その他周辺機器等

の更新が必要となったことから、国庫補助とし

て住民生活に光をそそぐ交付金を活用し、安定

したシステムの運用に努めているものでござい

ます。 

 次に、遠距離通学費補助金６７９万６０００

円。 

 遠距離通学が必要な児童生徒の保護者の費用

負担軽減を目的としており、補助の額は路線バ

ス及び鉄道等公共交通機関を利用して通学する

場合にはその費用を、自転車通学の場合は２万

５０００円を限度に自転車購入費に要する費用

として補助を行っておるものでございます。 

 理科支援員配置事業１６４万１０００円。 

 この事業は、理科教育に有能な人材を理科支

援員として配置し、専門的な視点から指導・助

言を行ってもらい、教員の指導力向上を図り、

もって小学校における理科教育の充実を図るも

のでございます。支援員の配置については、前

年度末の配置希望及び学力調査等の結果をもと

に配置しており、他の派遣希望があった学校に

は全て支援員を派遣し、対応をしておるところ

でございます。 

 水俣に学ぶ肥後っ子教室事業２１７万３００

０円。 

 社会科で公害について学ぶ小学校５年生に対

し、公害被害から環境再生へと立ち上がろうと

する水俣の姿を直接、環境関連施設の訪問や水

俣病の語り部の講話などを通して学んでもら

い、環境保全活動や環境問題の解決に意欲的に

かかわろうとする態度や能力の育成を目的とし

ているものでございます。財源内訳の支出金は

県補助金で、その他は保護者負担金でございま

す。なお、不用額が１０７万円生じております

が、これはバス３７台の借り上げに伴う入札残

が主なものでございます。 
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 学校支援職員配置６９１０万８０００円。 

 この事業は、幼児、児童、生徒に対する専門

的支援活動を展開するとともに、学校、園の活

性化に資することを目的に、学校支援職員の配

置を行っているものでございます。図書館指導

員は、図書室の環境整備や児童生徒の読書活動

の支援を、特別支援教育支援員は、障害のある

児童生徒に対する学校生活上の介助及び学習指

導上の支援を、生徒指導員は、いじめ、不登

校、問題行動等にかかわる生徒に対する問題解

決への支援や生徒の悩み・不安についての教育

相談業務を、保育指導員は、園内環境及び園児

活動の支援を、看護師については、養護学校に

おいて日常的、継続的に医療的ケアを必要とす

る児童生徒への看護に当たっております。 

 要保護及び準要保護児童生徒就学援助事業１

億８２４万２０００円。 

 この事業は、学校教育法及び八代市就学援助

要綱に基づき、市内に住所を有し、小中特別支

援学校に在学する児童生徒の保護者のうち、生

活保護法に規定する要保護者及び要保護に準ず

る程度に困窮していると認められる世帯を対象

に、学用品費、新入学用品費、修学旅行費、給

食費、医療費等の援助を行っておるものでござ

います。 

 学校評議員事業２０６万円。 

 この事業は、学校や幼稚園が、家庭や地域と

連携協力しながら、特色ある教育活動の展開を

目指すとともに、地域や社会に開かれた学校づ

くりの推進を図るものでございます。各学校で

は、各学期ごとに評議員会を１回以上開催して

おり、評議員会の内容は、学校から家庭、地域

住民へ公表されております。 

 次に、一番下の八代小学校体育館改築事業及

び、恐れ入りますがページをあけていただきま

して、次ページの一番上、同体育館改築事業、

繰越分から繰越事業が続いておりまして、次の

７７ページの種山小学校体育館耐震改修事業、

繰越分までは、２２年度２月補正の繰越事業と

備品の整備事業でございます。財源としまして

は、国庫支出金に公立学校施設整備事業国庫負

担金及び安全安心な学校づくり交付金を、地方

債には合併特例債を活用しております。事業概

要につきましては、記載のとおりでございま

す。 

 次に、氷川中学校組合負担金１７１万８００

０円。 

 氷川町及び八代市中学校組合で設置しており

ます氷川中学校に、龍峯小校区の一部地域から

５人が通学しておりますことから、所要の負担

金を支出しておるものでございます。 

 次に、泉中学校寄宿舎管理事業１０２１万９

０００円。 

 この事業は、泉町五家荘地区に住所を有する

生徒を対象に、泉中学校内に寄宿舎石楠花寮を

設置し、管理運営を行っているものでございま

す。寮生徒８人で、国庫支出金は寄宿舎居住費

補助金、特定財源は寄宿舎給食利用料でござい

ます。 

 次に、７８ページをお願いをいたします。 

 一番上でございます。 

 第七中学校隣地取得整備事業１３３７万２０

００円。 

 第七中学校の正門周辺が非常に狭く、また学

校の内側から前面道路の見通しが非常に悪いと

いう状況でございました。危険な面もあったこ

とから、正門横の用地を取得し、整備を行った

ものでございます。 

 次に、中学校耐震化事業５０３５万８０００

円。 

 実施設計の業務委託が主なものでございま

す。地方債には、緊急防災減災債及び合併特例

債を活用しております。 

 次に、少し飛びまして７９ページをお願いを

いたします。 

 上から３つ目、語学指導外国青年招致事業５
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１３７万５０００円でございます。 

 この事業は、語学指導を行う外国青年を招致

し、中学校における英語教育及び小学校におけ

る英語活動、国際理解活動に外国語指導助手と

して従事させ、児童生徒の英語に関する興味、

関心を高め、英語力の向上を図るとともに、国

際理解教育の推進を図るものでございます。英

語指導助手ＡＬＴ１０人を採用し、担当校を割

り振って実施しております。中学校、小学校で

は担当教師と主に共同授業を行い、特に音声メ

ーンでの指導、コミュニケーション能力の育成

において重要な役割を担っております。特定財

源は、ＡＬＴの宿舎使用料が主なものでござい

ます。 

 次に、不登校児童生徒の適応指導事業７８７

万１０００円。 

 この事業では、くま川教室とやつしろ子ども

支援相談室を開設しております。くま川教室

は、不登校状態にある児童生徒に対し、学校復

帰を図るよう支援する適応指導を実施しており

ます。専任の指導員７人を配置し、専門的な教

育相談、指導、学習や自然体験活動など、さま

ざまな活動を実施し、学校や社会への適応力や

自立心の養成に努めております。 

 やつしろ子ども支援相談室では、いじめや不

登校等にかかわる問題について、児童生徒、保

護者、教員に指導援助を行い、いじめや不登校

等の防止及び解決に努めております。国庫支出

金については、子育て支援交付金と住民生活に

光をそそぐ交付金を充てております。 

 同じく、不登校児童生徒の適応指導事業、繰

越分８６６万６０００円。 

 これは、老朽化しておりましたくま川教室の

改修に伴うものでございます。国庫支出金は、

住民生活に光をそそぐ交付金でございます。 

 次に、第二中学校校舎改築事業から、次の８

０ページの幼稚園施設整備事業、繰越分まで

は、事業の概要欄に記載のとおりであります。

国庫支出金には、第七中学校分には安心安全な

学校づくり交付金を、特別支援学校と幼稚園の

施設整備にはきめ細かな交付金を活用し、地方

債には合併特例債を充てております。 

 次に、幼稚園就園奨励費補助金２１２０万５

０００円でございます。 

 この事業は、家庭の所得状況に応じて保護者

の経済的負担の軽減を図るとともに、公立・私

立幼稚園間の保護者負担の差の是正を図り、も

って幼稚園教育の振興に資することを目的に補

助金を支給しているものでございます。国庫支

出金には、幼稚園就園奨励費補助金を活用して

おります。 

 次に、８１ページの学校給食業務委託２０５

０万９０００円。 

 千丁給食センター及び鏡中における学校給食

の調理及び配送に要する経費でございます。 

 財団法人八代市学校給食会運営補助金２億９

０４７万７０００円。 

 学校給食会は、旧八代市域を対象に、学校給

食の適正な運営を図り、もって児童生徒の心身

の健全な発達に資するため、昭和５８年に設立

された財団法人でございます。市の代替機能を

果たしている公益性の高い学校給食会の組織安

定と財政基盤の確立ということから、また学校

給食のより一層の充実を図るため、所要の運営

費を交付いたしておるものでございます。調理

数が、１日当たり約９５００食でございます。 

 社会教育講座関連経費２０３万円。 

 事業の概要欄に記載のとおり、市民教育講

座、生涯学習推進講座、校区公民館講座、まな

びフェスタやつしろを柱に事業を行っておりま

す。特定財源は、各種講座受講料でございま

す。なお、まなびフェスタやつしろで予定して

おりました講演会の講師が当日急病のためキャ

ンセルとなったこと等々から、不用額が１００

万ほど生じておるものでございます。 

 次に、８２ページの学校・家庭・地域の連携



 

－66－ 

協力推進事業をお願いいたします。決算額２１

２万５０００円。 

 この事業は、放課後子ども教室事業と学校支

援地域本部事業で構成しております。 

 放課後子ども教室は、放課後等に空き教室を

活用して、子供たちの安心・安全な活動場所を

確保し、地域の方々の参画を得て、子供たちと

ともに、さまざまな体験、学習、交流活動を実

施し、地域社会の中で子供たちが心豊かで健や

かに育まれる環境づくりの推進を図るものでご

ざいます。２３年度は、郡築小・昭和小・種山

小校区で実施をいたしております。 

 次に、学校支援地域本部事業では、地域住民

等の参画による地域の実情に応じた取り組みを

有機的に組み合わせ、授業等における学習補助

や教員の業務補助などの学校支援、さまざまな

教育支援活動を行っているものでございます。

第四中学校校区で実施しております。県支出金

といたしましては、県放課後子ども教室推進事

業費補助金と地域教育コーディネーターの育成

・活用事業補助金を活用しております。 

 次に、人権・同和教育事業でございます。７

２１万５０００円。 

 この事業は、人権同和教育啓発活動、地区内

人権同和教育学習、西宮・上日置集会所維持管

理費で構成しており、県支出金には、県地域人

権教育指導員設置費補助金を活用しておりま

す。 

 公民館施設整備事業１９９８万８０００円。 

 各校区公民館において良好な環境での生涯学

習活動を推進するため、運営上必要な整備や修

繕を行い、施設の安全性の保持と利用者の利便

性向上に資するものでございます。事業の概要

は記載のとおりでございますが、国庫支出金に

は住宅・建築物耐震改修促進等事業補助金を活

用し、特定財源には、日奈久公民館耐震改修工

事にＪＲＡの環境整備費を充てております。 

 次に、自治公民館整備費補助金５８３万５０

００円。 

 この事業は、八代市自治公民館整備費補助金

交付要綱に基づき、予算の範囲内で自治公民館

の整備を支援しているものであり、修繕１７件

で、内容としては、エアコン設置、手すり・ス

ロープ設置、雨漏り修繕、外壁塗装などが行わ

れております。 

 自治総合センターコミュニティ助成事業助成

金５６０万。 

 特定財源を計上しておりますが、井揚町町内

会が財団法人自治総合センターのコミュニティ

助成事業を活用し、老朽化した公民館を改築さ

れたことに伴い、本市を介して井揚町町内会へ

自治総合センターのコミュニティ助成金を交付

したものでございます。 

 図書館図書及び視聴覚教育資料購入費、この

事業は２３０５万８０００円です。 

 失礼しました。 

 この事業は、図書館が生涯学習の中核施設と

して、また地域の情報センターとして、市民の

読書及び研究活動、学習活動を支援していくた

め、必要な図書資料、視聴覚資料を整備してい

るものでございます。 

 次に、図書館図書及び視聴覚教育資料購入

費、繰越分と図書館施設整備事業、繰越分、そ

れぞれ４１９万７０００円と５１６３万２００

０円でございますが、これは住民生活に光をそ

そぐ交付金を活用し、大型図書やハッピーブッ

ク図書、視聴覚資料としてＤＶＤ、朗読ＣＤの

購入、また、視聴覚コーナーの設備更新、閲覧

室用空調設備改修工事、屋根防水改修工事、高

圧受変電設備更新工事等を行ったものでござい

ます。 

 最後のページになりますが、図書館資料整理

事業５１４万８０００円。 

 特定財源としまして、八代市住民生活に光を

そそぐ基金繰入金を活用して、寄贈図書や視聴

覚資料のデータ整理や図書の装備等を行ったも
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のでございます。 

 博物館特別展覧会事業１３５０万２０００

円。 

 この事業は、市民がすぐれた芸術作品や貴重

な歴史資料に触れることにより、市民文化の創

造に対する意欲を高揚させるとともに、郷土愛

を醸成する機会を提供するため、年４回特別展

覧会を開催しておるものでございます。 

 最後に、博物館展示資料調査事業、この事業

は平成６年度から自主事業として実施している

もので、博物館での展示が可能な八代に残る歴

史・文化にかかわる諸資料の所在確認と現状把

握を行うため、財団法人松井文庫が所蔵する旧

八代城主松井家に伝来する古文書１万点のう

ち、年間約３００通の調査、整理・保存、解読

等を行い、年度末に報告書を刊行しているもの

でございます。特定財源は、特別展覧会も含め

て、入館料でありますとか、調査報告書の販売

収入ということでございます。 

 以上で、説明を終わらせていただきますが、

大きな流用が２つほどありましたので、その説

明を最後にさせていただきます。 

 決算書の２２５ページをお願いしたいと思い

ます。 

 １００万円を超える流用が大きく２つござい

ましたので、その２つを紹介するものでござい

ますが、節の上からのほうですが、１７・公有

財産購入費、これは第七中学校隣地購入費でご

ざいますが、前ページの工事請負費から２２５

万６０００円を流用をして、支出をさせていた

だきました。 

 当初の計画では、土地を購入した後に家屋の

解体などを市で行う予定であったことから、解

体費については工事請負費として予算化をして

おりました。しかし、家屋を地権者に解体して

もらい、更地として購入するということになり

ましたので、その整備費を工事請負費から財産

購入費へ流用させていただいたものでございま

す。 

 それと、２３３ページをお願いいたします。 

 ２３３ページの中ほど、節１１の需用費に、

その下の役務費から２３万６０００円と、また

その下の委託料から１９４万２０００円、合計

２１７万８０００円の流用をさせていただいて

おります。 

 これについては、２４年の２月になりまし

て、西部学校給食センターの電動シャッターが

故障したことから、その緊急修繕料が約９０万

ほど必要になったということと、給食センター

と鏡中学校のボイラーの燃料の重油代が高騰い

たしまして、１５０万ほど予算不足を生じたと

いうことから、需用費内の流用も調整して２１

７万８０００円の流用をさせていただいたとい

うところでございます。 

 以上で、説明を終わらせていただきます。 

 よろしくお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） しばらく休憩いたし

ます。 

（午後４時１３分 休憩） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後４時２０分 開議） 

○委員長（中村和美君） それでは、休憩前に

引き続き、会議を開きます。 

 ただいま説明のありました第９款・教育費

中、教育部関係分について、質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

○委員（前川祥子君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、前川委員。 

○委員（前川祥子君） はい。７４ページの教

材備品整備事業なんですけど。この教材備品っ

ていうのはですね、どういうところまで使える

ようなものなんでしょうか。 

○教育総務課長（和久田敬史君） はい、委員

長。 

○委員長（中村和美君） はい、和久田教育総

務課課長。 
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○教育総務課長（和久田敬史君） はい。教育

総務課の和久田でございます。 

 基本的には、教材備品につきましては、学校

の主に授業ですね、教育に必要な備品を購入す

る費用ということで充ててございます。 

○委員（前川祥子君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、前川委員。 

○委員（前川祥子君） はい。教材、もう本当

に備品なんでしょうけど、そしたらですね、そ

のほか使えるようなものでですね、例えば、剪

定とか、学校の樹木の剪定費、それから保健室

でのお布団のクリーニング代とかですね、あと

卒業式のときに使うクロスのクリーニングとか

ですね、そういったものは、どういうところか

ら出てくるんでしょうか。 

○教育総務課長（和久田敬史君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、和久田教育総

務課課長。 

○教育総務課長（和久田敬史君） 学校には配

分予算というもので配分をいたしております。

その中には、この教材備品とは別に、学校配分

の予算ということで、大体毎年、学校ごとに必

要な、ある程度の金額を積算していただいて、

全体の枠の中から教育総務課のほうで配分をす

るというような形をとっておりますので、その

中からお支払いいただくような形をとっており

ます。 

 ちなみに、教材備品以外にも一般備品という

ことで、学校の授業以外に使います、何と言い

ますか、掃除用具ですとか、授業以外に使う備

品については一般備品分ということで学校管理

用の予算を別にとっております。 

○委員（前川祥子君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、前川委員。 

○委員（前川祥子君） そうしましたら、この

配分予算とか、一般備品とかいうのは、この決

算書では、どこを見たらいいんでしょうね。 

○教育総務課長（和久田敬史君） はい、委員

長。 

○委員長（中村和美君） はい、和久田教育総

務課課長。 

○教育総務課長（和久田敬史君） 決算書の中

ではですね、もうそれぞれの、例えば、小学校

費でいきますと２１７ページ、小学校費がござ

いますが、１１節の需用費、あるいは１２節の

役務費、それぞれの費目ごとに予算があって、

それを全部こう、一括して決算書では出てまい

りますので、どの学校の分というのは見ること

はできないというような感じになっておりま

す。 

○委員（前川祥子君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、前川委員。 

○委員（前川祥子君） はい。見方はわかりま

した。その配分予算なんですけども、年々減っ

てるっていうふうにちょっと聞いてはいますけ

ど、それはどうでしょう。 

○教育総務課長（和久田敬史君） はい、委員

長。 

○委員長（中村和美君） はい、和久田教育総

務課課長。 

○教育総務課長（和久田敬史君） はい。毎

年、市全体の財政の基本的な考え方に、方針で

すね、方針に基づいて、今年度は一律消耗品、

需用費等については、例えば、１０％カットで

したり、５％カットでしたり、そういった方針

を示されたときには、それに基づいて、その学

校の配分予算についても適用をさせていただい

ているということでございますが、たしか今年

度につきましては、前年度と同額ぐらいの予算

は配分をさせていただいたところではございま

す。 

○委員長（中村和美君） よろしいですか。 

○委員（前川祥子君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、前川委員。 

○委員（前川祥子君） はい。私も全学校でお

聞きしたわけじゃないんでですね、そういうこ
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とははっきりは申せませんけど。一部の学校に

おいては、私は鏡ですけど、合併前は、例え

ば、お布団なんかの、保健室のお布団をクリー

ニング、要するに、丸洗いを出せるだけの金額

があったと。しかし、大変そういうのが、その

分配金がもう年々減って、それはその学校で予

算配分をして、どこにどう使うかっていうの

は、それぞれの学校で違うんでしょうけども、

保健室でのお布団の丸洗いぐらいはやりたかっ

たというような思いのところが幾つかあるって

いう話ですね。 

 だから、そういうところをですね、全体的に

減額されているっているのは、もうしようがな

いような状況なのかもしれませんけどね。た

だ、学校においては、何かそういうところまで

考えてやらなきゃいけないのかなというのが、

ちょっと私としては忍びないなという思いがあ

ります。それは、それぞれの学校の考え方も一

つあるのかもしれませんけども、もう少し有効

的に、子供たちの健康の面も考えて、余りそう

いうところは考えずに、お金を出せるというよ

うな形にしていただければなと。これは、要望

ですけど。 

 以上です。 

○委員長（中村和美君） はい。ほかありませ

んか。 

○委員（矢本善彦君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、矢本副委員

長。 

○委員（矢本善彦君） 済みません、学校給食

の滞納、何名。昨年は２３８万７０００円だっ

たけど、どのくらい増加してるか。 

○教育総務課長（和久田敬史君） はい、委員

長。 

○委員長（中村和美君） はい、和久田教育総

務課長。 

○教育総務課長（和久田敬史君） 今、矢本委

員さんがおっしゃいましたように、平成２２年

度末の未納額が２３８万７３２２円でございま

した。２３年度末は１７１万７９９８円という

ことで、約６７万円ぐらい未納額が減ったとい

うような形でございます。 

 以上です。（委員矢本善彦君「何名」と呼

ぶ） 

 済みません。人数が１１３人から１０５人、

８人減っております。 

 以上です。 

○委員（矢本善彦君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、矢本副委員

長。 

○委員（矢本善彦君） 子ども未来課はです

ね、子ども手当から差し引いてるんだけども、

学校給食はそんなことはできないって前聞いと

ったけど、できるんかな。 

○委員長（中村和美君） はい、和久田教育総

務課課長。 

○教育総務課長（和久田敬史君） 子ども手当

からの差し引きにつきましては、保護者の方の

同意があれば、前もって保護者の方からの同意

があれば、差し引くことは可能でございます。

それが、２３年度の１０月分から差し引くこと

が可能になりましたので、そういった効果もあ

って未納額が減ったというふうには思っており

ます。 

 以上でございます。 

○委員（矢本善彦君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、矢本副委員

長。 

○委員（矢本善彦君） これは、もう市営住宅

の滞納も言えるんだけどですね、私思うのに、

やっぱり保証人制度をつくったほうがいいんじ

ゃなかろうかと思います。何か、よその自治体

は保証人制度をつくってるという、あれを聞き

ましたけども。やはり病院なんか行ったら必ず

保証人を立てないかぬ、子供が高校に行ったら

やっぱり保証人を立てないかぬという中でです
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ね、もうこれからはやっぱし保証人制度も活用

したほうがいいんじゃなかろうかと。やっぱり

ごね得にならないためにもね。これは、要望で

す。はい、要りません、答えは。 

 以上です。 

○委員（松永純一君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、松永委員。 

○委員（松永純一君） はい。先ほど前川さん

の質問にも関連するんですが、学校予算という

のは非常に窮屈なところですね、先ほど具体的

にクリーニングとおっしゃったんですが、私は

小学校、中学校現場ではですね、相当な窮屈な

中で運営されているというふうに思っておりま

す。それは、学校に行って見ておればすぐわか

ることなんですが。 

 教育委員会もですね、学校訪問とかある中で

は、恐らくそういった実態が、なかなかわかり

にくいだろうと思うんですけども。そういった

中で、小学校費の中の需要費で約１０００万、

不用額が出ております。中学校費の中でも需用

費で３７０万、あるいは備品購入費でもです

ね、かなり出ておるわけですが。 

 やっぱりその、先ほど消防費の中でも言った

んですけども、もちろん必要がなければ、予算

はあっても使う必要はないんですよね。しか

し、やっぱり学校現場はですね、恐らくもう用

紙を辛抱したりですね、相当な切り詰めた、そ

の中で運営されとると思います、私は。ですか

ら、やはり例えば、クリーニング代は、恐らく

使用料及び賃借料か何かになるでしょうから、

需用費から払うというわけにいきませんけど

も、そういったところは多少財政課と協議して

流用でもしてですね、そしてやっぱり学校現場

の要望にですね、応えていくという姿勢が、ま

ず大事だろうと思うんですね。 

 そして、そういう中で不用額が減っていくの

は、そういうことに対する予算の消化ですか

ら、不用額も減っていくんでしょうし、まず現

場のですね、要望に応えると、そして学校運営

を適正にやっていくということが大事だろうと

思いますが、そのあたりはどう、十分応えられ

ているというふうにお感じですか。どうです

か。 

○教育総務課長（和久田敬史君） はい、委員

長。 

○委員長（中村和美君） 和久田教育総務課課

長。 

○教育総務課長（和久田敬史君） はい。議員

御指摘のようにですね、毎年、各学校からです

ね、ファイル１冊分ぐらいにわたります要望が

出てまいっております。ですから、全てに関し

まして応えることがなかなか難しいところもご

ざいます。 

 その中で、年度当初から、いろいろと御要望

にお応えさせていただくというのは、なかなか

難しいんですが、今から先ですね、２学期末、

３学期にかけましては、私どもの予算の中か

ら、できることにつきましてはですね、なるべ

く学校の要望に応えていけるような形で、なる

べくしているところではございます。 

 今回のこの需用費に、例えば、小学校費の需

要費に関します不用といいますのは、学校の修

繕関係の部分も相当含まれておりますもんです

から、需用費全体で見ますと、この９６０万っ

て非常に額的には多いんですが、総務課が持っ

ております、そういった消耗品関係の費用的に

は、そんなにはございませんで、教育総務課に

関しまして、この不用額の主なものといたしま

してはですね、小学校費でいいますと八千把小

学校に水漏れがあったということで、そこの修

理をいたしました関係から、前年に比べまし

て、下水道の使用料が２００万、それから水道

使用料が１００万ぐらい安くなったということ

で、その費用が３００万ぐらい費用的には不用

になったということでございまして、同じ光熱

水費関係の費用が余ったというような感じでは
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ございます。 

 今後も御指摘いただいたような、なるべくで

すね、学校の要望には予算のある限りで応えて

いってまいりたいとは思っておりますので、よ

ろしく今後とも御指導方お願いいたします。 

○委員（松永純一君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、松永委員。 

○委員（松永純一君） はい。不用額の大きな

ものはわかりましたが、一方ではですね、先ほ

どの前川委員のようなですね、やはり衛生上ど

うしても必要なクリーニング代とかっていうも

のもできなかったっていうことがあるわけです

から、そこはですね、やっぱりよく学校現場と

教育委員会、協議されて取り組んでいただきた

いというふうに思います。 

 もう一点ですね、奨学資金の貸付金の件です

が、これも今、大体、元利、恐らく利子はなか

ったんでしょうけども、元利収入が約２０００

万、その中で貸し付けが６９０万ですから、特

定財源の範囲内で貸し付けができてるわけです

けども、これも見てみると収入未済額がです

ね、現年度分で４００万、過年度分で２０００

万、２１００万近くですね、合わせて２５００

万ぐらいあるんですが。その払っていただけな

いっていうか、未収になる主な原因の１つ、２

つ、まあ１つでもいいんですが、こういうのが

やっぱり一番大きいということを教えていただ

けますか。 

○教育総務課長（和久田敬史君） はい、委員

長。 

○委員長（中村和美君） はい、和久田教育総

務課課長。 

○教育総務課長（和久田敬史君） はい。奨学

資金の貸し付けにつきましては、毎月未納のお

宅につきましてはピックアップをさせていただ

いて、職員で残って督促の電話を行っておりま

す。それから、督促状につきましても毎月お出

しをしているところでございますが、なかなか

思ったような成果が上がっていないのが実情で

ございます。 

 先ほどの御質問で、未納の主な、滞っている

原因ということでございますが、やっぱり一番

は、実際借りる方は学生さん、子供さんのほう

が借りる側、本人になっているんですけれど

も、就職はしたんだけど、仕事が失業してしま

ったとか、仕事はしているけど、なかなか経済

的にまだ余裕がなくて返済が難しいと、経済的

な理由を挙げられるのが一番でございます。 

 今後も、粘り強く督促、あるいは電話催促を

続けてまいりたいというふうに考えておりま

す。 

 以上でございます。 

○委員（松永純一君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、松永委員。 

○委員（松永純一君） 徴収するのはですね、

大変なことだと思います。 

 ただ、１つ、今ちょっと関連するかもしれま

せんけれども、借り入れる人と、いわゆるその

利用していく人ですね。子供が、高校や大学に

行くために貸し付けを受けると、借りるのは親

ですよね。親はですね、自分の子供が就職した

ら金返してくれるだろうと思うわけですね。親

はそういうことですけども、子供からすると、

なん、あら親が借ったっだっけん、親が返さな

いかぬたいということで、親と子のですね、貸

し付け及び償還に対するですね、少し考えので

すね、違うところがあるんじゃないかなと思う

んですよね。 

 ですから、あくまで借りる人がですね、将来

的に、市とすれば、どっちが払ってくれても結

構なんですけども、少し明確化しとかれたほう

が、貸し付けるときにですね、やっぱりそこを

明確にしておかれたほうがいいんじゃないかな

と。そうでないと、なん、子供があら就職し

て、金出して学校行って就職したけん当然払わ

なんたいって親は思うし。子供は、なん、親が
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借って、俺がために借って払るたつだいけん、

そら当然親が払わないかぬたいというようなこ

とがですね、少しあるんじゃないかなと思いま

すので、そこはやっぱり貸し付けるときに、そ

ういったことを指導といいますかですね、促さ

れとったほうがいいんじゃないかというふうに

思います。 

 以上です。 

○委員長（中村和美君） はい。 

 ほかありませんか。 

○委員（鈴木田幸一君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、鈴木田委員。 

○委員（鈴木田幸一君） はい。７７ページで

す。氷川中学校の組合負担のことなんですけれ

ども。氷川中学校に対しては、組合って、組合

員になっておりますので、これについてです

ね、数年前からもう組合っていうのを外れて、

そして、この負担金っていうのを助成金ってい

うふうに変えたらどうかという話もちょっとあ

っとっとですけど。 

 まず、聞きたかつがですね、今、平成２３年

が、今５人行っておられる。すと、２４年現

在、２５年、２６年の氷川中学校に行かれる、

おおよそ行かれる人数がわかっとっと思うんで

すけれども、ありますかね。 

○教育総務課長（和久田敬史君） はい。委員

長。 

○委員長（中村和美君） はい、和久田教育総

務課長。 

○教育総務課長（和久田敬史君） 今年度、平

成２４年度でございますが、通学者８人でござ

います。（委員鈴木田幸一君「はい」と呼ぶ） 

 たしか２５年度につきましても、余り変わら

ない８人前後の子供だというふうに聞いており

ます。 

○委員（鈴木田幸一君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、鈴木田委員。 

○委員（鈴木田幸一君） はい。前、学校の組

合議員だったころですね、地域の方と話ば１回

したことあるんですよ。そのとき、あんちゃん

が行っとるけん弟も行くとか、自分がそこを出

たからそこにやるんだっていうことだったんで

すよ。 

 だから、もし、ここは、いやもう負担金まで

して組合議員ば、組合ばやめたらどうかって言

ったとき、なら行かれぬとかいというふうにな

った話もあったんですよ。だけん、そうじゃな

いって。行かれるんですよって。ただ、市の対

応として、組合としての扱いじゃなくて、行か

れる方は行ってもらっていいからって。ただ

し、組合を離脱することによって今度は負担金

から助成金に変えますからっていうこの内容の

話を進めようとしたこつがあっとですよ。 

 だから、そうなれば、当然金額的なもの相当

下がる可能性もあるし、同時にですね、氷川中

学校にはですね、八代市の財産もあるんです

よ、土地かな。ありますので、それに対するい

わゆる氷川町からいただくこつもでくるちゅう

部分がありますので、今後ですよ、今後この組

合に対して、どのように考えておられるかって

少し聞きたいんですけど。 

○教育総務課長（和久田敬史君） 委員長。 

○委員長（中村和美君） はい、和久田教育総

務課長。 

○教育総務課長（和久田敬史君） はい。今の

ところは、氷川中学校に通っているお子さんに

つきましては、毎年ある程度の人数はいらっし

ゃるというような状況でございます。極端に今

後も減るとかいうような状況ではございません

もんですから、私どもとしては、当面はこの氷

川町及び八代市中学校組合というのは続けてい

かなければならないのではないかというふうに

は考えております。 

 離脱をして補助金というようなことでござい

ましたが、どちらかといいますと、八代市側と

いうよりも氷川町側の理由でですね、もしも離
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脱して解散ということになりますと、財産の処

分をしなければいけないんですが、氷川町の財

政規模で財産を八代市に返すというのがなかな

か難しいというような状況もあるというふうな

……。そういった理由もあるっていうことで、

なかなか離脱するのに対しては、先方のほうは

あんまりしないでいただきたいというふうな思

いが強うございますところでございます。 

○委員（鈴木田幸一君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、鈴木田委員。 

○委員（鈴木田幸一君） はい。これはです

ね、学校のあすこに、何人かな、あそこ中学校

は。ごめん、何人だったですかね、あそこ。 

○教育総務課長（和久田敬史君） はい、委員

長。 

○委員長（中村和美君） はい、和久田教育総

務課長。 

○教育総務課長（和久田敬史君） はい。 

 今、全校生徒が、平成２４年度で１２０人で

ございます。 

○委員（鈴木田幸一君） はい、はい、わかり

ました。 

 はい。 

○委員長（中村和美君） はい、鈴木田委員。 

○委員（鈴木田幸一君） つまり、１２０人の

生徒数の中で、八代市の子供が８人ですよね。

だから考えるんですよ。これはですね、新しく

１年生になる子供たちは、しゃんもっでん行か

ぬばならぬていうことじゃなくて、案外お兄ち

ゃんが行ってるから、あるいはお父さんお母さ

んがあそこ出身だからっていう理由で、行く部

分が案外多いんですよ。そういったことを聞い

ておりまして、ただそん、行かれぬごつなっと

かいっていうことなもんだけん、いや、行かれ

るのは行かれるんですよって。ただ、市の対応

として組合っていう負担金じゃなくて、補助金

ばするから今までどおり行っていいんですよっ

ていう形をとったらどうかっていうことだった

んですよ。だから、そうなれば、もちろん組合

を離脱することによって、負担金が補助金に変

わっていって相当の額下がるし、市にとっても

今後はいい方向だなっちゅうふうに感じたんで

すよね。 

 だから、これについてはですね、今後大きな

課題になってもいいかなって思うもんだから。

ただ、今までしておるからじゃなくて、大体―

―、もともとですね、鏡町が合併する以前にで

すね、昭和３０年に鏡町が、新しか鏡町ができ

ましたもんね。そのとき下村っていう地区の子

供たちは全部鏡中学校に行ったっていう経緯も

あるんですよ。だけん、そのときはもう鏡か

ら、鏡はもう全く氷川中学校に行かなくなった

って。ただ、八代市だけが残って行かしておっ

たというのが、そのまま残ってるだけなんです

よ。 

 ところが、もう６年前に合併しましたろう

が。八代市も合併して新しい市ができましたの

で、そういった意味では、本当は合併を機に明

確にするべきだったことじゃなかろうかって思

うんですよ。それが今までずるずるいって、こ

れからも何かわからぬような状態ってことにな

るならば、結局全くけじめがつかないし、これ

はこれだっていうふうな部分に、今後していく

のが必要かなというふうに感じたもんだから、

今質問しておるわけなんですけども。 

 これは、大きな課題、これからの課題として

検討していただきたいなと思いますので、そう

いうことです。はい。 

○委員長（中村和美君） はい、よろしくお願

いします。 

 はい、次、ありませんか。 

○委員（友枝和明君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、友枝委員。 

○委員（友枝和明君） ７９ページの不登校児

童生徒の適応指導事業、指導員の先生方７名お

られますが、児童生徒何名か。何名おられます
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か。 

○学校教育課長（塚副 徹君） はい、委員

長。 

○委員長（中村和美君） 塚副さんかな。塚副

学校教育課課長。 

○学校教育課長（塚副 徹君） はい。失礼い

たします。学校教育課長の塚副です。よろしく

お願いいたします。 

 不登校児童数、くま川教室の生徒数ですけれ

ども、現在、２３年度は２２人、２４年度は１

６人でございます。 

○委員長（中村和美君） いいですか。 

 はい、友枝委員。 

○委員（友枝和明君） 先生の方、大変御苦労

かと思いますが、復帰された児童といいますの

は、何名おられますかね。 

○学校教育課長（塚副 徹君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、塚副学校教育

課課長。 

○学校教育課長（塚副 徹君） はい。２３年

度に、完全復帰しましたのが１人おります。時

々学校のほうに行けるようになった子が６人お

ります。２４年度は、現在時々学校に行ってる

子が２人おります。 

 以上です。 

○委員長（中村和美君） よろしいですか。 

 はい、友枝委員。 

○委員（友枝和明君） 御苦労でしょうが、一

生懸命、復帰に頑張っていただきたいと思いま

す。（学校教育課長塚副徹君「ありがとうござ

います」と呼ぶ） 

○委員長（中村和美君） はい。 

 ほかありませんか。 

○委員（幸村香代子君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、幸村委員。 

○委員（幸村香代子君） はい。全体的なとこ

ろから言えば、教育予算の確保ということにつ

いては、２２年、２３年、ここ２年間ですね、

議会からも十分な予算の確保をお願いしたい

と。１０％以上のというふうな数値も挙げて、

議会全体として要望書を予算編成時にお届けを

しているかというふうに思います。 

 その中で、やはり、しかし、それでも耐震の

部分がですね、非常に大きくハード面が占める

ものだから、先ほど委員さんたちがおっしゃっ

ているようなですね、ソフト面の部分について

非常にしわ寄せが来ているんじゃないかという

ふうなのが、議会全体としても懸念をして、耐

震化事業を外したところの予算の確保というこ

とをですね、多分要望をしてきたと思います。

その点については、重々教育委員会だけの問題

ではありませんが、八代市全体としてもです

ね、そのあたりは考えていただきたいなという

ふうに思います。議会からの要望書として届け

ている中身ですから。 

 それと、いいですか、もう一件。８１ページ

です。学校給食の業務委託の部分なんですが、

２３年度、千丁給食センターの部分が九州総合

サービス、それと鏡中学校の調理業務の業務委

託が八代市の弘済会ということで上がってるん

ですが、これは入札ですか。その過程を少し教

えていただいていいでしょうか。 

○教育総務課長（和久田敬史君） はい、委員

長。 

○委員長（中村和美君） はい、和久田教育総

務課課長。 

○教育総務課長（和久田敬史君） はい。契約

検査課のほうに調理業務ということで登録をし

てある業者を全て選ばせていただいて、入札を

しております。 

 以上です。 

○委員（幸村香代子君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、幸村委員。 

○委員（幸村香代子君） はい。それでは、毎

年ですかね。 

○教育総務課長（和久田敬史君） はい、委員
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長。 

○委員長（中村和美君） はい、和久田教育総

務課長。 

○教育総務課長（和久田敬史君） はい。今回

の、今の委託業務につきましては、平成２２年

度から平成２４年度、今年度までの３年間の長

期契約でございます。 

○委員長（中村和美君） はい、幸村委員。 

○委員（幸村香代子君） はい。わかりまし

た、その部分は。 

 それから、７５ページ、学校支援職員配置に

ついてなんですが、この支援員の制度っていう

ものについては、八代市独自のものもあって非

常に、他市のですね、自治体から比較すると、

非常にここのあたりは充実しているというふう

に私自身も評価をしています。 

 しかし、その中身についてですね、非常にま

だ、例えば、図書館指導員については、２校兼

務校があったりとか、時間が短いとかっていう

こと、またほかのことについても非常にそのあ

たり、制度は整っているんだけれども、その中

身について、学校からの要望が非常に必要性は

上がってきているんだけれども、それに応えき

れてないっていうふうな実情があるというふう

にお聞きをしています。そのあたりについて、

どのように押さえておられるか、聞かせていた

だいていいですか。 

○学校教育課長（塚副 徹君） はい。 

○委員長（中村和美君） 塚副学校教育課長。 

○学校教育課長（塚副 徹君） はい。失礼い

たします。 

 今、議員がおっしゃったとおり、各学校から

の御要望はとても多いです。それに対して、な

かなかこちらとしても応えることができていな

いような状況です。 

 平成２２年度から平成２３年度、特別支援教

育支援員が５人ふえました。そして、生徒指導

員が１人ふえ、幼稚園の保育指導員が２人ふ

え、看護師が１人ふえた状況です。で、７４名

から８３人になっております。で、本年度は８

３人から８６人、特別支援教育支援員が４人、

それから生徒指導員が１人減ということで３人

ふえているような状況です。 

 ただ、この人数でも各学校からの要望等にち

ょっと応えていくことができないような状況に

なっております。 

 以上です。 

○委員（幸村香代子君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、幸村委員。 

○委員（幸村香代子君） はい。非常に努力を

されているというふうに思います。現場のです

ね、要望に応えるために絶対減らすことなく、

生徒指導員が１人減ったということはあって

も、一番需要の高い特別支援教育支援員あたり

はですね、確実にふやしてこられているという

ふうな状況はあるというのは評価をしています

し、非常に頑張っておられると思います。 

 で、ぜひですね、一度には進まないことだと

いうふうには思いますけれども、このあたりの

充実をですね、中身、あの体制も必要ですけれ

ども、その時間帯とか、先ほどお話をしたよう

な２校兼務、３校兼務といったところをです

ね、できるだけ改善していけるようなですね、

方向性を持っていただきたいと思います。 

 以上です。 

○委員長（中村和美君） はい。 

 ほかありませんか。 

○委員（前川祥子君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、前川委員。 

○委員（前川祥子君） はい。７４ページの理

科支援委員配置事業ですけど、非常にこれは、

私もこれは高く評価しているんですけども。た

だ、１、２、３、４校だけですよね。ほかの学

校は、こういうものを利用しようというのは、

そういう動きはないんでしょうか。 

 それと、もう一つは、これによって八代市の
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理科においての学力向上もかなりというか、し

たんでしょうか。そういうところをちょっとお

伺いします。 

○学校教育課長（塚副 徹君） はい。 

○委員長（中村和美君） 塚副学校教育課長。 

○学校教育課長（塚副 徹君） はい。失礼い

たします。 

 前年度分、平成２２年度、各学校に理科支援

員の配置等について調査をかけました。そのと

き希望があって、なおかつ県の学力調査等の結

果に基づいて、４校に、２３年度は配置いたし

ております。 

 で、そのほかの学校はというふうなことです

けれども、ほかに派遣した学校が１５校ありま

す。ですので、１５校からは配置してほしいと

いうことがありましたが、予算の関係等もあり

まして、４校に配置して、１５校には１日だけ

行っていただいたというような経緯がありま

す。 

 そしてまた、その効果ですけれども、理科の

授業をどのように進めたらよいか、具体的なア

ドバイスをしていただいて、授業力向上につな

がったとか、基本的な実験の手順や方法を再確

認することができたとか、また予備実験とか、

授業準備等たくさんの支援をいただいたという

こと。そしてまた、児童一人一人に理科の楽し

さを感じさせることができたと、学習意欲への

喚起につながったということで非常に効果があ

っとります。 

 以上です。 

○委員（前川祥子君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、前川委員。 

○委員（前川祥子君） はい。昨夜ですね、ノ

ーベル賞を山中、京大の教授ですかね、細胞学

において、ｉＰＳか、ｉＰＭかですか何かです

か、そこのとこ詳しくわかんないんですけど。

非常に、日本がそれを支えてくれたから自分は

取れたんだという言葉に、私は非常に興味持っ

てですね、感動したんですけども。 

 やっぱり日本人が、理科や数学、昔からこれ

は強かったものが、今はやっぱり子供たちがそ

ういう力が劣ってきたと。これは、教え方に、

指導力に非常によるもんじゃないかなと思いま

す。自分の子供のころも考えたときに、理科の

実験とか、余りなかったですもんね。 

 だから、そういった意味で、やっぱりおもし

ろいと、子供が理解、数学もそうなんですけど

おもしろいと思えるような、そういう指導をぜ

ひ八代市はやっていただいて、八代市からもノ

ーベル賞取ってもらえるような、そういう子供

が出てきたらすばらしいなと思います。この事

業も、新聞紙上で半面くらい使って出てました

ですもんね。 

 だから、私、今でもそれはとってあるんです

けども、こういう事業をぜひ教育の中でも、も

っともっと生かしてやっていただきたいなと、

そして効果を出していただきたいなと思いま

す。 

 以上です。 

○教育部次長（釜 道治君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、釜教育部次

長。 

○教育部次長（釜 道治君） ありがとうござ

います。 

 理科支援員の配置事業、いわゆる限られた予

算でという形の中で、今おっしゃっていただい

たことでですね、できることからまた、この効

果を生かそうということで、２３年度の決算で

はありませんけど、２４年度については、この

理科指導員の先生方にですね、市内の理科担当

者の先生に集まっていただいて、そこで研修会

を開くというような形で、この先生方のノウハ

ウを市内一円の小学校に広げていく、そういっ

た新たな取り組みも今やっておるというところ

で。 

 限られた予算の中で、いろいろ工面しなが
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ら、少しでも前に進んでいこうということでや

っておるということで御理解をお願いしたいと

思います。 

○委員（前川祥子君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、前川委員。 

○委員（前川祥子君） ぜひ頑張っていただい

て、子供たちの能力を開発していただきたいと

思います。ありがとうございます。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） 以上で、第９款・教

育費中、教育部関係分についての質疑を終わり

ます。 

 以上で本日の日程を全て終了いたしました。 

 次回の委員会は、１０月１２日、金曜日、午

前１０時開会となっております。よろしくお願

いします。 

 それでは、これをもちまして、本日の決算審

査特別委員会を散会いたします。 

（午後４時５７分 閉会） 
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